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１　未み誕たんの女神







　荘厳な大教会の足下にひれ伏しながら広がる街、《神々の宿り場》プリンキノポリ。

　大陸でも有数の歴史を持つこの都市に、しかし城壁はない。幾いくたびもの戦火から街を守ってきたのは、パルカイの神々への畏おそれそのものだった。

　聖王国の信仰の軸じくである運命の女神テュケーは、もとよりパルカイの一員である。主しゆ宰さい神しんイノ・モルタの名のもとに総そう主しゆ教きようが束たばねるパルカイ教会と、託たく宣せん女王を戴いただく聖王国とは、互いを異教徒と罵ののしりあう間柄ではあったが、ともに同じ神話を礎いしずえとしており、暗黙のうちにある程度の敬意を交わしていた。伝承によれば初代の託宣女王はパルカイ総主教から聖女と認められていたという。

　しかしそれも過去のことだ、とミネルヴァは思う。

　街の北端に建てられた鐘しよう楼ろうから、広野を隔へだてた彼方かなたの川を見渡す。こちら岸がびっしりと、まるで咲き乱れた蘭らんのように紫色に染まっている。

　聖王国軍の旗と幕まく屋やだ。

「火か槍そう車しやをぎっしり並べてやがるぜ。やる気だなあ、やつら」

　隣で、遠眼鏡をのぞき込んだニコロがつぶやく。火槍車は効率的に蹂じゆう躙りんするための兵器であり、軍どうしの戦いではほとんど役に立たないために近年まず使われない。わざわざ聖都サンチユリオからあれだけの数を持ってきたということは、プリンキノポリ市街を攻める意図をはっきりと持っているということだ。

　ミネルヴァたちを取り巻く戦せん況きようは、悪化したといっていい。フランチェスカの奇策によってやっとのことで占領軍一万を殲せん滅めつし、大教会を奪だつ還かんしたばかりだというのに、南北から万単位の聖王国軍が再び攻め寄せてきたのだ。

「神罰をおそれぬ異教徒どもが……」

　鐘しよう楼ろうに案内してくれた若い僧そう侶りよが忌いま々いましげにうめく。

　おそれるわけがない、とミネルヴァは思う。ジュリオから聞いたわずかな話からでもそれがわかる。聖王国を動かす者たちは、神々の力を実際に手にしている。女王だけではなく、大たい公こう家けの者たちまでだ。伝統ばかりで飾り立てられた聖典と公こう餐さん式しきを頼む大教会などに神の権威が存在しないことを、あちらは知っている。

（いつから女王以外の者たちまで、そんな力を持つようになった？）

（遠い昔からのことではないはずだ。王国がパルカイ教会を尊重していた時代も、たしかにあったのだから）

　近年のことだとすれば、税率の引き上げ、女王直ちよつ轄かつ領りようの拡大、徴ちよう兵へい権けんの接せつ収しゆう、数々の横暴が聖王家の名のもとに続いたこととの関連もうかがえる。

「ミィナ、ひとりで飛び出していって二万人皆殺しにしようだなんて考えるなよ」

　隣でニコロがつぶやいた。

「馬ば鹿かにするな。そんな無む茶ちやは考えてない」

「遠見についてきたいなんて言うもんだから、交渉団に無理言って同行して、そのまま暴れ回るんじゃないかって冷や冷やもんだぜ」

　本来はニコロひとりが北門近くまで偵てい察さつに来るはずだったが、ミネルヴァも北からの軍をこの目で確かめようとついてきたのだ。

「しかし、なぜ銀ぎん卵らん騎き士し団だんの方がこうして隠れるようにして物もの見みをしなければならないのです。街の守りの要かなめではありませんか」と若い僧が不満げに言う。「街の物見櫓やぐらをお使いになればよいのに」

「市長に言われたんだよ」とニコロが肩をすくめる。「おれらの姿を見せて王国軍を刺激したくないんだとさ。陣も組ませてもらえねえんだからな」

　北門に集まっている武装集団は、プリンキノポリの自警団だ。先の大教会攻略で気き炎えんだけは勇ましく噴ふき上げているが、訓練された軍隊の前にはひとたまりもないだろう。

　しかし聖王国軍は、交渉相手として市民の代表者を指名してきた。これから交渉に出向く市長を護衛するのも、銀卵騎士団ではなく自警団の若者たちだ。北門に轡くつわを並べ、今まさに街を出ようとしている。

「降こう伏ふく勧かん告こくなら、それこそ街の連中にしても無駄だろうに、敵さんの考えもいまいちよくわかんねえな」

　ミネルヴァもうなずく。警戒すべきは銀ぎん卵らん騎き士し団だんわずか千名だけのはず。今さらプリンキノポリ市民になにを要求するというのだろう。

「市民をまず脅おどして、騎士団の皆様に降こう伏ふくするようにと突き上げた方が有効と踏んでいるのかもしれません。汚い異教徒どもの考えそうなことです」僧そう侶りよが吐き捨てる。「どのみち市民もそんな恫どう喝かつに屈するはずがない。聖女フランチェスカさまが取り戻してくださった大教会を、むざむざとまた明け渡すなど、あり得ません」

　先の戦いではむざむざ明け渡したじゃないか、とミネルヴァは胸中で毒づく。僧たちは大教会を防衛するためなら命も捨てるかもしれないが、住む家を脅おびやかされている市民たちはいざとなったらどう出るかわかったものではない。

「おい、あっちから出向いてきたぞ」

　ニコロが硬い声でつぶやき、ミネルヴァは野原に目を凝こらす。紫の旗がぽつんと一つだけ小さく見えた。近づいてきている速度からして、騎馬だ。しかし、騎馬隊と呼べるほどの規模ではないのが肉眼でもわかる。

「なんであんな少人数であそこまで寄ってくるんだ？」

　ニコロはそう言って再び遠眼鏡を取り上げる。両軍の中間地点で話し合うのが戦場の常だ。交渉が決裂したとき、使者が一方的に殺されかねないからだ。

　遠眼鏡に目を押しつけたニコロが、うめいた。

「……将軍旗じゃねえか。まさか」

　ミネルヴァは遠眼鏡を引ったくっていた。

　向かってくるのはたった三騎。その左手の騎士が掲かかげる紫の旗には、たしかに飛竜の紋章が刺し繡しゆうされている。将軍のしるしだ。それだけではない。ミネルヴァは中央の一騎を狭い円形の視界で必死に追う。肩ではためくタバードの色もまた、紫。そして、二頭の一いつ角かく獣じゆうに支えられた家紋。間違いない、あれは三大たい公こう家けのひとつ──

「エピメクス……」







　プリンキノポリ市長は背骨に鉄の棒を突き通されたように緊張で固くなっていた。

　先日の大教会奪だつ還かん戦せんでも、その一年前の包囲戦でも、高齢を理由にずっと家に閉じこもって神に祈ってばかりで、戦せん況きようを自分の目で見ていない。

　それなのに、突とつ如じよとして現れた二万の大軍から休戦交渉役として呼び出され、しかも将軍自みずからが出向いてきたのだ。

　北門のすぐ外側に自警団二百名を伴ともなって立つ市長の目の前で、三人の騎士が下げ馬ばした。左側の屈くつ強きような男は将軍旗を掲かかげ、右側の年若い騎士は、抜ばつ刀とうできないように真っ白な布でがんじがらめにした装飾剣を捧ささげ持もっている。戦意がないことを示す戦場の習いだ。そして中央の、蜥蜴とかげめいた残忍そうな顔をした男。頰ほおや顎あごに古傷がいくつも走る風ふう体ていは山さん賊ぞくか傭よう兵へい団の長のようだが、タバードの紋が三大公家のひとつエピメクスの家紋であることくらいは市長も知っていた。

「まさか、ここまでおいでいただけるとは」

　腰を低くして、将軍に歩み寄る。

　たった三人でこちらの弓どころか槍やりさえ届く場所にやってきたということは、あちらから最大限の礼を尽くしてくれたということだ。市長は自分にそう言い聞かせる。案外、楽な交渉となるかもしれない。相手もたとえば糧りよう食しよくが切れたなどで、こちらの協力が必要なのかもしれない。

「南なん征せい将軍、デュロニウス・エピメクスと申す」

　傷顔の男が不敵に口の端を曲げて言った。隣の旗持ちが重々しい声で付け加える。

「コルネリウス様の喪も中ちゆうにつき、エピメクス大たい公こう代行でもあらせられる。閣下のお言葉は聖王家のものと心得るように」

「大公代行……」

　市長は冷や汗の気け配はいを感じる。周囲の自警団の若者たちなど、気け圧おされて後ずさっている。そこまでの大物が、なぜ直じき々じきに？

　いや、ひるんでいるところを見せてはいけない。こちらとてプリンキノポリを預かる身だ。戦うつもりのないたった三人に対して、こちらは自警団とはいえ二百名。なんのつもりでここまで乗り込んできたのか知らないが、強気の交渉ができる。

「プリンキノポリを預かる、マルチェロ・ブランゾーニと申します。歓迎はできかねますが、わざわざのご足労は痛み入りますぞ」

　少し余裕の出てきた市長は、新しく赴ふ任にんした役人にでも接するような態度で挨あい拶さつする。デュロニウスと名乗ったその将軍は、ぞろりと歯を剝むいて笑った。

「市民の数は？」

　いきなり訊きかれ、市長は「……は？」と間抜けな声を返してしまう。

「プリンキノポリの市民の数を訊たずねている」

「……成人男子は一万をわずかに上回るでしょうな。それがなにか」

「では女や子供も含めて二万人はいるのか。厄やつ介かいだな」

　さっそくの威い嚇かくか、と市長は苦々しく思う。

「市街を攻めるおつもりか。神々に愛めでられし街と家族を守るためならば、プリンキノポリ市民は最後まで抵抗いたすぞ。厄介、どころでは済まぬと心得ていただきたい」

　先の戦勝で気き勢せいが上がっている。ここは多少のはったりでも、強いところを見せておかなければ、と市長は鼻をふくらませて言った。ところが、デュロニウスは冷笑を浮かべたまま肩をすくめる。

「そんなことが厄介とは言っておらぬ」

「では、なにを」

「万の屍しかばねを、切り刻きざんだり杭くいに吊つるしたりする手間よ」

　一瞬、なにを言われているのかわからなかった。将軍の目にたまった、どろりとした凶きよう暴ぼうな色で、ようやく語意が胸の底に届く。

　それでも、訊きき直さずにはいられない。

「なんと──言われたか」

「凝こった殺し方を一万人分もするのは面倒だと言ったのだ」

「夫を亡なくした女どもをいちいちひんむくのも面倒ですな」と旗持ちがいやらしく笑う。装飾剣を手にした若い騎士はふんと鼻を鳴らしただけでなにも言わない。

「おまえッ、それでも騎士か！」

「そんな非ひ道どうを神々が赦ゆるすか、呪のろわれろ下げ衆すめ！」

　自警団の若い男たちがいきり立つ。市長も頭に血が上り、制止する気などまったく起きなかった。なぜここまで侮ぶ辱じよくされなければならないのか。

「神々？　笑わせる。きさまらが拝んでいるのは空っぽの石の塔よ。だからオルガンもよく響くのだろう」

「な──」

「総そう主しゆ教きようはそれをよく知っているぞ。惜しげもなく放ほうり出だして逃げただろう」

「異教徒の豚めッ」「ふざけるなッ」

　隊長をはじめ、市長の脇わきにいた数人が肩を怒らせて槍やりを持ち上げ一歩踏み出した。金属と肉と骨がいちどきにぶつかり合うすさまじい音がして、市長は一瞬目をつぶってしまう。なにが起きたのか、すぐには理解できなかった。

　将軍の足下に、隊長がどうとうつぶせに倒れて砂すな埃ぼこりが舞い上がる。将軍の拳こぶしから血が滴したたり落ちた。

「な……な、なにをッ、休戦交渉ではなかったのかッ」

　市長の怒ど鳴なり声を、デュロニウスは鼻で笑い飛ばす。

「ゆえに戦いくさの習いどおり抜ばつ刀とうしておらぬぞ。きさまら蟲むしけらどもなぞ素す手ででも余る」

「や、やれ！　囲め！」市長は後ずさりながら自警団に向かってわめいた。「手足を叩たたき斬きって捕らえよ！」

　それを聞くよりも早く、血けつ気きに逸はやった若者たちは槍を手に三人の騎士たちを囲んでいた。気合いの声が、デュロニウスのふてぶてしい笑みに叩きつけられる。先に手を出して交渉をぶち壊こわしたのはあちらだ、と市長は攻撃命令を叫ぶ。敵はたった三人、しかも将軍だ。今ここで捕らえられれば、次なる交渉でかなりの有利に──

「がッ」「うぶぐぉッ」「な──ぁああッ」

　悲鳴が重なり、市長は目を剝むいた。

　旗持ちも剣持ちも涼しい顔で突っ立ったままだ。ただ、将軍の巨体だけがつむじ風のように反応し、殺さつ到とうする槍をまとめてつかんでへし折り、一歩で団員たちの懐ふところに潜もぐり込んでその丸太のような腕を振るったのだ。吹き飛ばされた若者たちの身体からだが、市長の足下にまで転ころがってくる。

　将軍は倒れた者を踏ふみつけて、こちらに詰め寄ってくる。市長を守ろうと左右から割り込んできた者たちの頭を両手で無む造ぞう作さにつかんでぶつけ合わせ、血ち反へ吐どの池の中に投げ捨てる。

　足がすくんで動けない。市長はデュロニウスの分厚い手が肩の上にのしかかってきてようやく、自分以外に立っている者がいないことを悟る。無傷の者もみな腰を抜かしている。

「さて、プリンキノポリ市長殿」

　皮肉めいた慇いん懃ぎんな呼び方をするデュロニウスの額ひたいに、青く光る紋様のようなものが浮かび上がる。市長は失しつ禁きんした。へたり込むことさえ許されなかった。デュロニウスが両肩をしっかりと、骨が砕くだけそうなほどの強さで握にぎっていたからだ。

　まるで、骨に直接挿し込まれた管から、冷たい油を流し込まれるような──恐怖。

「このデュロニウスがわざわざ出向いてきた用よう件けんをお伝えしよう。銀ぎん卵らん騎き士し団だんにクリストフォロという若い男がいる。見ろ、この額のしるしによく似た赤あざを持つ男だ。いいか、その男を引き渡せ。生かしたままで、だ。明後日の昼まで待つ」

　デュロニウスは手を離した。市長は、土の上に崩れ落ちる。がちがちと歯を鳴らしながら、それでもなんとか見上げると、将軍の額の光は消えている。

「……な、なぜ。……その男がなにを」

「知らなくてよい。知れば後悔するぞ。必要な男なのだ」

　どろりとした凶きよう暴ぼうそうな眼光は、依然として衰えていない。

「こちらとて、そやつを混戦のさなかで死なせたくはない。生きたまま、必要なのだ。いいな、二日だけだ。引き渡せば、プリンキノポリ攻撃には中止命令を出そう」

「ま、まことか。約束してくださるか」

　怒らせるかもしれないと思いつつも、市長は念を押してしまう。なにせたった今、休戦交渉の場でありながら自警団の一部隊が半壊の被害にあったのだ。

「騎士は薔ば薇ら章しようにかけて噓うそ偽いつわりは言わぬ。襲ってきたのはきさまらの方だし、剣も抜かなかったのだからな。我々の誠実さは身にしみたろう」

　哄こう笑しようし、紫のタバードを翻ひるがえし、デュロニウスは馬の方へと戻っていく。脇わきの二人もそれに続く。砂さ塵じんの中に走り去る三騎を見送り、市長はようやく門柱にすがりつきながら息を吐き出した。







　ミネルヴァとニコロが北門にたどり着いたとき、すでに聖王国軍の三騎は走り去った後だった。

「おい、大丈夫か！」

　倒れた者たちを抱き起こし、容よう態だいを確かめるニコロ。動ける者に指示して、止血や折れた骨の応急手当に飛び回る。何人かが頭を強く殴なぐられて絶命していた。まったく外傷がないのに腰を抜かして立てない者もいる。

　ミネルヴァは、門柱にしがみついてぶるぶる震ふるえていた市長のもとに駆かけ寄る。

「市長、なにがあった。今、来たのはあちらの将軍だろう？　なにをされて──」

「だ、だまれ」

　白い口くち髭ひげの間、震ふるえる唇から声が漏もれる。

「お、おまえたちのせいだ。や、やつらの目当てはおまえたちだ。お、おお、わ、私のプリンキノポリが。あ、あのようなけだものに手を出されては」

「落ち着け、なにを言われたんだ」

「団長はどこにいるのだ、フランチェスカ殿は、は、早く案内せい」

　市長はミネルヴァの両腕をきつくつかんで揺さぶり、うわごとのように繰り返した。





　　






　プリンキノポリ大教会を囲む城壁は、剣けん吞のんな騒がしさに包まれていた。正門を除くすべての門は分厚い板が打ちつけられて開かないようにされ、水路の鉄てつ柵さくは三重になり、八方に急造の物もの見み櫓やぐらが建てられて兵が常に哨しよう戒かいしている。

　銀ぎん卵らん騎き士し団だんはわずか千名。対して、北の川沿いに陣を敷く聖王国軍はおよそ二万。さらに数日後には南からの一万が戻ってきて挟きよう撃げきされる。籠ろう城じようしか手だてはなかった。防壁の強化はどれだけ念を入れても充分ということはない。

　しかしそんな喧けん噪そうも、広い中庭とその内側に巡めぐらされた回廊を隔へだてると、教会内部にはほとんど聞こえなくなる。神々の安らぐ聖地にふさわしい静けさが、どの堂内にも満たされている。

　ひとつだけ、完全な静せい寂じやくではなく、清せい澄ちような歌声に包まれた場所があった。主聖堂の北に隣接する、マーネース廟びようと名付けられた小さな礼拝堂である。

　青塗ぬりの壁に、少年少女たちの清らかな合唱だけが反響している。オルガンの伴奏はない。マーネース廟は死者を悼いたむ聖堂であり、今は大教会攻略戦の戦死者を弔とむらう祈き禱とうが三日三晩続けられている最中だからだ。

　主聖堂から廟へと続く廊下の石柱にもたれ、クリスはその幾いく重えにも織り込まれた歌声に聴き入っていた。隣をちらと見やると、フランチェスカも同じようにうっとりとした顔で天井を仰あおいでいる。

　清らかな長音階の旋せん律りつばかりが続くので、クリスはなめらかな石柱に頰ほおを押しつけて息をつく。こんな葬儀もあるのか、と思う。ずっとひとりで戦場を這はいずり回まわってきたクリスにとっては、これほど穏やかに死者を悼むという行いが、春先の雨のように甘く痛ましく感じられる。

　やがて、待ち人が廟の方から歩み出てきた。三人の軍ぐん監かんたちの死体を正面広場で見つけた、あの老人である。マルマテオといって、教会でも最長老の司教補であるという。祭事の最中ではあるが、どうしても訊きかなければならないことがあって呼び出したのだ。

　フランチェスカにならって、クリスもその僧衣姿に会え釈しやくすると、マルマテオ師は恐縮してしまう。

「クリス殿もおいででしたか。英雄お二方をお待たせするとは、まことに申し訳ない」

　英雄、という言葉にクリスは身を固くする。あちこちの宴うたげで銀ぎん卵らん騎き士し団だんの面々が吹ふい聴ちようしたせいで、クリスは先陣を切って大教会の門を破った第一の猛も者さということにされてしまった。まるっきりの噓うそでもないだけに、かえって居心地が悪い。

「こちらこそ、大切な典てん礼れいをお邪魔してしまったようですわね」

「お気になさるな。弔ちよう事じをすべて任せられる若い僧もおります」

　祈き禱とう式の様子を眺め渡し、祭さい壇だんに積み上げられた、紫の旗の切れ端や大量生産品の甲かつ冑ちゆうに目をやり、フランチェスカはつぶやいた。

「王国軍の者たちも……弔とむらうのですね」

　マルマテオ師は何度も確かめるようにうなずく。

「テュケーの神はパルカイの一ひと柱はしら。聖王国の者を異教徒と呼ぶ向きもござろうが、還かえる場所は同じ天堂の御み魂たま屋でありましょう。この聖地で流された血を贖あがなうためにも、祈るときばかりは、敵味方など忘れなくては」

　その言葉を、フランチェスカは神しん妙みような顔でじっと聞いている。

　こんなまともな僧もいるのだな、とクリスは思った。あの豚のように肥えた総そう主しゆ教きようはもとより、これまで見てきた教会の連中はどれも、司し教きよう領りようからいかに金貨をかき集めるか、どうやって領民の娘を味見するか、そういったことしか考えていない俗物ばかりだった。

　考えてみればマルマテオをはじめ、今この教会の復興にあたっている十数人の僧たちは、大教会が王国に占領されたときに逃げずに踏みとどまった者たちなのだ。あとの数百の聖職者たちはみんな総主教とともに聖地を棄すてた。聞けば、占領中は何度も僧そう侶りよ狩りが行われ、市民らの家に匿かくまわれていたという。

　長い月日の果てに、この場所に戻ってきた、ほんものの祈り。

　しかし、今こうして弔われている戦死者の多くは、クリスの手にかかって命を落とした王国軍兵だ。殺しただけではない。冥めい府ふから引きずり出した死者に、喰くらわせたりもした。自分の中にいるおぞましい獣けものの名前さえ、今のクリスは知っている。

　この思慮深い老僧も、クリスのことを知ったら、呪のろわしい目を向けてくるだろう。

　それでも、教えてもらわなければならない。

　老僧に連れられ、クリスとフランチェスカは廊下の脇わきの階段に入る。狭い通路の石床と天井に、三人分の足音が複雑に反響して、子供たちの遠い歌声を濁にごす。

「じきにまた戦いくさなのでしょう。せめて葬儀が終わるまで攻撃がないとよいが……」

　深い憂うれいの刻きざまれたしわを眉み間けんに寄せて、マルマテオ師はつぶやいた。

「ええ。いっそう厳しい戦いになりましょう」

　フランチェスカは抑えた声で言った。

「南から戻ってくる軍は、大軍ゆえ、まだ到着までに何日か掛かりましょう。けれど北に陣を置く軍がいつまで攻撃を待つつもりかは、わかりません。市長殿に遣つかいをよこしたと聞いていますが、まさか和わ睦ぼくではないでしょうし」

　マルマテオ師はかぶりを振る。

「本来は、我々プリンキノポリの者が自みずからこの地を守るべきなのでしょう。我々は傲おごりすぎました。神々が街を守ってくれる、などと。神々が人になにをしてくださるのか、そんなことを期待してはならぬのです。人が神々のためになにをなすべきか。信仰とはそういうものであるはずなのに。フランチェスカ殿が身をもって示してくれるまで、みな忘れておりました」

「あたくしは、武ぶ人じんです。自分の仕事をしただけですわ」

　聖女、などともてはやされているのが迷惑とでも言いたげに、フランチェスカは眉まゆ根ねを寄せる。

　自分の仕事を、しただけ。

　それはおそらく、彼女の本音だ。

　プリンキノポリのため、信仰のため、教会のため、神のため──そんな理由で戦ったわけではない。すべては、聖王国に勝つため。それを、後にクリスは思い知ることになる。

　けれどそのときのマルマテオ師は、フランチェスカの言葉を謙けん遜そんと受け取った。

「わかっております。我らは自分の仕事を忘れておった。天堂も地上の戦乱を望まれているはずはございません。自らの手で、聖地の平穏を取り戻さねば」

　神は、人を守るためにいるわけではない。

　それを、クリスは知っている。おそらくは、僧の言葉とはまったくちがう意味で。額ひたいと手の甲の烙らく印いんに、それが刻きざまれている。

「拙せつ僧そうにできることあらば、なんでもいたしましょう。老いぼれの力添えなど、黴かび臭くさい知識を引っぱり出すことくらいですが」

　ひやりとした空気のたまった階段を下り、三人は広い石室に入った。暗がりに高い書しよ架かが整然と列をなす図書院だ。半地下の造りになっており、明かりといえば、高い天井に何カ所か切られた細い穴から射さし込こむ陽よう光こうだけだった。乾ききった不思議なにおいがあたりに満ちている。

「しかし、神学の知識なぞが、フランチェスカ殿の戦いくさの役に立ちましょうか？」

　ランタンに火を入れながらマルマテオ師が訊たずねてくる。フランチェスカはクリスを振り返ってうなずいた。

「……訊ききたいことがあるのは、ぼくなんです」

　マルマテオ師の真っ白な眉がかすかに跳はねた。

「クリス殿の方──でしたか」

「老師は、神話に出てくる神々をみんな知っているんですよね？」

　皺しわだらけの顔が訝いぶかしげに傾かしぐ。

「聖せい告こくされた御み名なと御み業わざのすべてを、この身に刻んで憶おぼえております」

「それなら」

　クリスは、こわばった唾つばを飲み下し、その名を口にする。

「──オルクス、というのは」

　ランタンの火に下から照らされた老人の顔が、くしゃりと潰つぶれそうなほど歪ゆがんだ。

「その名は」

　ごわごわの声。

「なりませぬ。口にしては」

「なぜですか。そこまで──」

　呪のろわれた、名前なのか。

「なにゆえ、そのようなことを知ろうとなさるのか。そも、その名をどこで」

　クリスは自分の手袋を嚙かみしめて、抜き取った。マルマテオ師は息を吞のんだ。ランタンに近づけるまでもなかった。新月を四日後に控え、獣けものの烙らく印いんはぼんやりと青白く光っている。その手で髪をかきあげると、老僧の深い目の中に、対ついになったふたつのしるしの火が映り込む。

「……それ、は……」

「老師は、あの亡なき骸がらにだれかが刃やいばで刻きざみつけたしるしを、知っていた。それなら、これも知っているのじゃないですか」

「クリス殿、御おん身みは、いったい、何者なのか……」

「ぼくにもわかりません。教えてください。これが、なんなのか」

　マルマテオ師は激しくむせ、ランタンを取り落としそうになった。フランチェスカがあわててその縮ちぢんだ身体からだを支え、背中をさする。

「驚かせてしまって、ほんとうに申し訳ございません」

　フランチェスカは老人の耳に囁ささやきかける。やがて曲がったその背中の上下動が落ち着き、マルマテオ師はゆっくり身を起こした。両手を組んで、長い祈りの言葉をつぶやき、それからおそるおそるクリスの手に触れる。

　乾いてひび割れた唇から染しみ出してきた、優しい声。

「……つらい──命運を、歩まれてきたのですな。クリス殿は」

　クリスは思わず目を伏せてしまう。

　自分では、つらいと思ったことなどなかった。ただもがいて、這はいずって、目の前の温かみにしがみついて、ここまで来ただけだ。つらいかどうかなど考えている余裕さえなかった。けれど、そう見えるのは、この身にしみついた血のにおいと死者の影のせいだろう。あまりにも、殺しすぎた。

　クリスとフランチェスカは、図書院の奥の大机に案内された。マルマテオ師は両手で抱かかえるほどの大きな古書を何冊か運んできて、二人の向かい側の椅い子すに腰を下ろす。

「拙せつ僧そうが学んだのは、あくまで神話です」

　老師はそう前置きする。

「クリス殿のそれが、なんなのかまでは──わかりませぬ。神話の中にはたとえ話も、神の御み業わざに置き換えられて解釈された天災の話も、含まれておる。我らとて聖せい告こく大たい全ぜんを一字一句その通りに受け取っているわけではありませぬ。釈しやく義ぎもまた神学のうち。疑いようのない信仰のために、ときに神話を疑うことさえございます。しかし、よもや……その、そのような……」

　マルマテオ師は、ランタンの光の際きわに置かれたクリスの手の甲を凝ぎよう視ししている。

「あるのです」

　フランチェスカが、クリスの隣で静かに言った。

「あたくしも、この目で見ました」

　クリスははっとして、金色の髪の陰の横顔を見つめる。

　そうだ、見たはずだ。あのとき、大教会のドームのバルコニーから。クリスの中の獣けものが目め醒ざめ、死者と生者をともに血塗ぬられた暁あかつきのるつぼに引きずり込む様を。

「この世には、そのようなことが、あるのです。あたくしの可愛かわいいこの仔こは、それを引きずって生きている。いつまでも知らぬままではいられません。これからも、ともに戦っていくのですから」

　フランチェスカの目には、戦いくさ人びと特有の冷たい炎が燃えていた。不釣り合いなまでに、声だけが柔らかく、クリスの傷に触れる。

　老人のため息が、古書の表紙に吐きかけられた。

　節くれ立った指が、ページを開く。

「その名で呼ばぬことをお許し願いたい。……冥めい王おうは、時が果てるとき、すべての星を喰くらい、世を闇やみに還かえす獣だとされておる」

「この世を──終わらせてしまう？」

　フランチェスカがわずかに身を乗り出す。しかし、マルマテオ師は首を振った。

「終わりではありませぬ。冥王は、はじまりの神です」

　クリスも眉まゆをひそめて老僧の顔を見つめる。

　マルマテオ師は本を逆向きにして、二人の前に差し出した。古語は神学の素そ養ようのない二人には読めないが、左側のページにはびっしりと細かい筆ひつ致ちでなにかの図が描かれている。大地に突き立てられ、雲を貫つらぬき、星々にまで届く一本の柱。そのところどころにはめられた、無数の車輪。無数の神々。中央にひときわ大きく麗うるわしい姿で描かれているのは、パルカイの主しゆ宰さい神しん、生命を紡つむぐイノ・モルタだ。クリスにも見み憶おぼえがある。もっと簡かん略りやく化かされた図だったが、教会のステンドグラスなどによく使われている。

「天てん堂どう軸じくです。ご存じでしょう」

　クリスもフランチェスカも、絵に見入りながらうなずく。神話に現れる、天地を貫き時を動かす巨大な車軸。老僧の指は、その軸じくが地面に食い込んだその先、さらなる深みまでをたどる。

　地の底に、天堂軸で身を押おし潰つぶされた一匹の──狼おおかみにも似た獣が描かれている。

　そこに付された一語を、ただ綴つづりの通りに読むことは、クリスにもできた。




《オルクス》




　老人の声が闇やみをかすかに揺らす。

「原初、世には闇だけがあったと伝えられています。すべての魂の源みなもとは、闇の中で留とどまっていた。神々がそこに軸じくを打ち込みました。天てん堂どう軸とは、時の流れそのもの。ゆえにこのとき、原初の獣けものは地につながれ、時が流れ始め、生命の流る転てんが始まったのです」

　地底に這はいつくばるオルクスの周囲には、びっしりと連ねられた文字が何重にも円を描いている。マルマテオ師の指がそれをなぞる。

「神々のうちの百と十一がこのとき地に降くだり、獣を永遠につなぎとめるため、軸の礎いしずえに御み名なと御おん身みで釘くぎを打ちました。これらの神々は獣の力のすべてを奪い、分け合ったせいで穢けがされ、天に戻れぬ身となり、地に留まったとされています」

　──穢され、地に留まった神。

　──力を奪われ、地に埋められた神。

「……獣は、なぜ地底につながれているのです？」

　フランチェスカが押し殺した声で訊たずねた。

「放すと、害をなすからですか」

　マルマテオ師は渋じゆう面めんでうなずく。

「獣は時の淀よどむ闇を望んでいます。解き放てば、世はふたたび時のはじまりに引き戻され、あらゆる生命は死に絶えるでしょう。我らの知る死ではありませぬ。ただ死ぬのであれば、魂はイノ・モルタの御み手てに還かえってまた巡めぐります。はじまりの闇の中では、ただ留まり続けるだけです」

　すべての星が喰くらわれる、時の果てるとき。

　世の終わりではなく──はじまり。

　──それでは、ぼくのこの力は……

　──ほんとうに、命運を喰らっていたのか。

　──魂が時を巡る、その律りつ動どうそのものを。

　そうであれば、腑ふに落ちる。ミネルヴァの『死』さえも喰らってしまったこと。

「しかし、なにゆえ、クリス殿のお身体からだに、このしるしが」

　マルマテオ師のざらりとした手が伸ばされ、おそるおそる獣の烙らく印いんに触れる。クリスは首を振った。

「……わかりません。でも、ぼくの中に、います。……そいつが」

　昼と夜の狭はざ間まに聞こえる、死者の声。

　あれはおそらく、時の絶えた闇からの声。永遠に留まり続ける死者の呼び声。

　クリスが喰らい、殺した者たちの魂は、巡ることなくあの中につなぎとめられる。おそらくはそういうことだ。

「今も、その、死人たちの声は聞こえるのですか」

　マルマテオ師が染しみいるような声で訊たずねてくる。クリスは再び額ひたいに手をやった。

「今は……聞こえないんです」

「新月とともに活性化するはずでは」

「はい。だから、また暴走する時期が近づいてきたはずなんですが」

「満たされたから、やもしれませぬな」

　痛ましげな声で老師が言った。

　──そうかもしれない。

　──でも、あれだけの兵たちを奈な落らくに吞のみ込こんで、ようやく満たされたのか。

　──だとしたら、これからどれだけ喰くらわなければいけない？

　──ミネルヴァの死を喰らうだけでは、おさまらなくなるかもしれない。

　そう考えると、ぞっとする。声が聞こえるようになったのは、ここ最近なのだ。地中深くにいた獣けものが、門をこじ開けようとしているのが感じ取れる。

　──どうしてぼくなんだ。獣がぼくを選んだのか？

　──なぜ地底でずっと眠っていなかった。なぜ這はいずり出ようとするんだ。

「どうにか、止めることはできないんですか」

　マルマテオ師にすがるように訊ねる。しかし老師はかぶりを振った。

「わかりませぬ。深く忌いまれた神ゆえ、記述も少ない。禁きん書しよをいくつか探せば、あるいはなにか手がかりがあるやもしれませぬが」

　クリスは天てん堂どう軸じく図をにらみつける。名を呼ぶことさえ禁じられ、神話から抹まつ消しようされ、奈落に封じられた、はじまりの神。その身を穿うがって貫つらぬく時の柱。まるで、世界すべての重みを負わせているかのような。

　そのとき、気づいた。ページの最上部──天堂軸の上端だ。白い翼で小さな車輪を抱いた、髪の長い人物像が小さく描かれている。

　思わず、腰を浮かせて顔を近づけていた。

「これ……」

　フランチェスカものぞき込んでくる。マルマテオ師がクリスの顔とページを見比べながら言った。

「テュケーの神です。これもご存じでありましょう」

「え、ええ。でも」

　老師は、冥めい王おうオルクスが時のはじまりの神だと言った。天堂軸は時の流れそのものであると。ならば、その上端にいるという運命の女神テュケーは──

「原初の獣と対ついになるべき──時の終わりの神です」

　クリスの漠ばく然ぜんとした思いを、マルマテオ師が言葉にする。

「どういう……ことですか」

「テュケーは時の終わりで生まれるとされています。まだ生まれてはおらぬ神。今このときおられぬ、いずれ来るべき最後の神です」

「まだ生まれていない？」

　クリスは、フランチェスカと目を合わせる。彼女も同じ疑問を思い浮かべているのがわかった。ミネルヴァの予見の力は、ほんものだ。テュケーの神によるものではないのか。まだ生まれていないとはどういうことだろう。

「ゆえに、あらゆる神々の力はテュケーに及ぶことがないといわれております」

　まだ存在していない者には、どんな力も届かない。そういうことか。では、なぜ予見の力を女王に与えられる？

　フランチェスカがなにか訊たずねようと口を開いたときだった。図書院の暗がりを、やかましい足音がかき乱した。階段を駆かけ下りてくる、いくつもの靴音だ。

「フラン！　クリス！　こっちにいるのか！」

　高い天井に反響する、ミネルヴァの声。

「おいミィナあんま走るな、暗いから危ないぞ」

　ニコロの声も聞こえてくる。やがてランタンのがちゃつく音が近づいてくるとともに、光が書しよ架かの間に現れる。フランチェスカはさっと立ち上がった。クリスは、なぜだかミネルヴァに見られたくないと思い、本をあわてて閉じていた。老師が驚いて椅い子すを引く。

「二人ともいたのか、フラン、早くクリスをどこかに隠さないと！」

　大机まで寄ってきたミネルヴァは、血けつ相そうを変えてまくし立てた。












「市長だの商工会長だのがもう聖堂まで詰めかけてきてるんだ、早くしないとここも見つかるぞ！」

　事情をまださっぱり吞のみ込こめていないクリスの耳にも、かすかに聞こえてきていた。葬儀の祈りの歌を汚けがす、大人たちの怒ど声せい。

　クリストフォロを引き渡せ──と。





２　つなぎとめる釘くぎ







　地下に淀よどむ暗くら闇やみがわずかに揺れ動いたのを鼻先で感じ、ジュリオは顔を上げた。

　木戸の小窓から、光が漏もれている。いくつかの足音。灯あかりを持っただれかが、ジュリオの捕らえられているこの地下室までおりてきたのだ。

「いつまでかわからないけれど、我が慢まんしなさいね」

　これは、フランチェスカの声だ。小窓に寄って外を確かめたいが、両手両脚の縄なわを自じ力りきでほどけるようになっていることをまだ悟られたくないので、ジュリオはじっと息をひそめている。

「なにもこんなとこに隠れなくてもいいじゃないか。その、わ、わたしの部屋とかでも」

　ミネルヴァもいるのか、と思う。隠れる？　なんの話だ？

「ぼくはかまわないよ。ここなら教会の人以外はだれも知らない場所だろうし、ついでにあいつも監視できるし」

　クリスの声まで聞こえ、ジュリオは身を固くする。

「それに、あいつには、訊ききたいこともあるんだ」

　やがて戸が開き、闇に慣れたジュリオの目をランタンの火が突き刺す。

「ジュリオ、ごきげんいかが？」

　逆光の中で金色の髪が揺れる。フランチェスカは開いた戸口のところに立って、中には入ってこようとしない。

「あなたも寂さびしいでしょうから、クリスを看かん守しゆにつけることにしたわ。ある意味、似た立場なのだし、積もる話もあるでしょう」

　半なかば面白がるようなフランチェスカの声。ジュリオは目を細め、金色の髪の背後に目を凝こらす。紅あか色いろの髪が見える。そして、クリスの黒い影も。

「クリス。この可愛かわいらしい白しろ薔ば薇らの騎士は、どうやら縄抜けの心得もあるようよ。話をするのはいいけれど、引ひっ搔かかれないように気をつけて」

　フランチェスカの言葉に、ジュリオはびくっと顔を引きつらせる。今は手も足も縄をかけた状態にしてあるが、ゆるんでいることに気づかれたのだろうか。

　いったん木戸が閉じ、三人の会話がくぐもって聞こえる。

「やっぱりクリスだけじゃ不安だ、あいつはそもそもクリスを殺しに来たやつなんだぞ。わたしもここでっ、ずっと見張りに」

「ミネルヴァは他ほかにやることがあるだろ。今だってジルベルトがひとりで街を走り回ってるんだから」

「うう……でも、でも！」

「ジュリオがいるのだから二人きりにはなれないわよ？　真っ暗だといっても声は聞こえてしまうでしょうし」

「なんの話だッ」

　フランチェスカとミネルヴァの声は、階段をのぼる足音とともに遠ざかっていく。ジュリオは、胸にたまった空気を半分だけ吐き出した。

　木戸の向こうには、まだひとつだけ気け配はいが残っている。

　クリストフォロが、身を隠すためにこの地下室に潜もぐってきたのか。どうして？

　ともかく今、すぐそこに標的がいる。帯たい剣けんしていた。こちらは丸腰だ。しかしそれがどうしたというのだろう。ジュリオは後ろに回した両手をにじり、縄なわから抜き取った。足の束そく縛ばくも手早くほどく。どうせ見破られたのだ。じっとしている理由はない。

　立ち上がったとき、木戸が開いた。

　クリスは、背後の床にランタンを置いたままだった。闇やみに沈んだその目に殺気はないが、いつでも抜ばつ刀とうできる緊張感はしっかりと身にまとっている。

　ジュリオは油断なく、ごつごつした岩壁に背中を押しつけて様子をうかがった。

「……いつでも逃げ出せただろうに、どうして逃げないんだ？」

　思えば、ジュリオがクリスの声を聞くのはこれがはじめてだった。幼おさなく頼りない少年の声だ。とても、滅ほろびの獣けものを身に宿している男だとは思えない。

　それでも、警戒心が解けるわけではない。

「私はおまえを殺しに来たんだ。逃げるわけがないだろう」

「それは……シルヴィアの命令？」

「シルヴィアさまを呼び捨てにするな！」

「あ、ああ、ごめん」クリスは少したじろいだ。「ミネルヴァがいつもそう呼んでるから。なんだかあまり、女王陛下だって気がしなくて。一度だけ逢あったけど、フランチェスカの方がよっぽど女王さまみたいだった」

「シルヴィアさまに、逢ってなにをした？　あの方は、おまえのことを──」

　ジュリオは言葉をぐっと吞のみ込こむ。

　シルヴィアは、殺してはいけないと言ったのだ。ミネルヴァの大切な人だから、と。

「──騎士の任務だ。おまえはシルヴィアさまに害なす者だから、必ず殺す」

　クリスは細く息をついて、戸口をくぐった。ジュリオのすぐ目の前まで歩み寄ってくる。漆しつ黒こくの瞳ひとみが、ジュリオの目に合わせられる。

「そっちをジュリオ、と呼ぶのは、いいのかな」

　ジュリオは目をそらさず、口もつぐんだままだ。

「……名前なんて、知らなかった方がよかったのかもしれないけど。もっと早く、ジュリオに逢っていればよかったよ」

「……な……にを？」

　今度はジュリオの方が揺らぐ。

「剣だけなら、たぶんぼくより強いだろう。それに、冥めい府ふの門にも吞み込まれなかった。心も鍛きたえられてるんだろう。だから、もっと早く出で逢あっていれば──きっと、ぼくがなにを考えるひまもなく、殺してくれただろうな」

（この男は、なにを言っている？）

「でも、もう遅いよ」

「遅い……？」

「ぼくは、ミネルヴァに逢ってしまったから」

　クリスは、夜明けの星を数えるような澄すんだ目つきになる。

「ぼくには、もうミネルヴァがいる。だから殺されてやらない」

　ジュリオは背中を這はう悪お寒かんに、ひそかに身を震ふるわせた。

　この男、どこか狂っている。なぜこんなふうに、畑に撒まく水の量でも決めるように、死を語れるのか。

「ミネルヴァさまのためを思うなら、今すぐおまえが消えろ。命運を喰くらう獣けものなんだ、それをわかっていないのか」

「わかってる。教会の長老に、教えてもらった」

　クリスは額ひたいに手をやった。ごくかすかだが、暗くら闇やみの中では、しるしが青く発光しているのがわかる。

「時のはじまりの獣のこと。人の手には負えないものなんじゃないかと……薄々は、思ってた。でも、神だとか、そんなものだなんて」

「それなら。わかっているなら！」

　ジュリオは自制を忘れ、クリスに詰め寄った。両腕を、思いがけず強い力でつかまれる。なにもかもを静かに吞のみ込こみそうな漆しつ黒こくの夜のたまった瞳ひとみが、すぐそばにある。

「でも、ぼくはミネルヴァといるって決めたんだ。獣がなんだ。そんなものに引きずり回されるだけ引きずり回されて、のたれ死んでたまるか」

「なにをっ、息巻くだけなら子供にだってできる！　おまえはっ、たやすく獣に吞み込まれて、ミネルヴァさまにさえ牙きばを剝むいたじゃないか、忘れたのか！」

「忘れてない。忘れるもんか」

　つかみかかろうとしたジュリオの両手首を、クリスは握にぎりしめた。

「だから、教えろ。ミネルヴァに聞いたんだ、もっとなにか知っているんだろ。この獣はどうすれば抑えられるんだ。これまでは、死人の声が聞こえるなんてことはなかった。ましてや、あんな、門を開いて、吞み込むなんて──」

「おまえはコルネリウス公を殺しただろう」

　どす黒い声がジュリオの喉のどから吐き出される。

「コルネリウス公にも、刻こく印いんが──あったんじゃないのか。あの方は妖よう剣けんの使い手と名高かった」

　もしそれが、人のものではない力だとしたら。

「……あった、よ。ぼくと同じ場所に」

　クリスは震ふるえる声で答えた。

「あいつは、ひとの身体からだを操るおぞましい力を持ってた」

　やはり、とジュリオは苦い思いを嚙かみ殺ころす。はずれてほしかった推測だ。

　それはおそらく、陶とう酔すいの神イアコスの刻こく印いん。

　王おう配はい候こうガレリウスにも。そして、あの野や卑ひな将軍デュロニウスにさえも、刻きざまれていた神の御みしるし。夢想の神イケロス。そして恐きよう慌こうの神フォボス。

　ジュリオは見せられていないが、おそらくルキウスも、刻印を持っているだろう。

「みな、原初のときに地に降くだり、冥めい王おうオルクスの力を奪って奈な落らくにつなぎとめた堕だ神しんたちだ。三大たい公こう家けには、おそらくその血が流れている」

　信じたくはなかった。けれど、そうとしか考えられない。すぐそこにあるクリスの顔には、濁にごった困惑の色が浮かんでいる。

「わからないのか。おまえは冥王をつなぎとめていたイアコス神の釘くぎを打ち壊こわしたんだ、だから力を取り戻した」

　冥王オルクスの手に還かん元げんされた、ほんの百十一分の一の力。それが、大教会を地獄に変えた。すべての堕神の釘が退しりぞけられたとき、冥王オルクスは世界を吞のみ込こむだろう。

「大公たちはもうおまえを捨て置いてくれない。あれだけでは終わらない」

「ぼくがやつらを殺すたびに、獣けものが力を取り戻すっていうのか？　そもそも、なんでぼくにこんなものが刻まれているんだ、大公はこれを知っていたんだぞ！　ぼくは、ぼくは」

　あえぐようなクリスの声。

「おまえにも、大公家の血が流れているはずだ」

　ジュリオの答えで、クリスの顔に亀き裂れつが走ったように見えた。

「ぼく、に……？」

「それ以外に考えられない。おまえは果か胎たいの託たく宣せんで選ばれた」

　自分にとっても痛ましいその事実を、ジュリオは突きつける。

「わかるか。シルヴィアさまの夫に選ばれたんだ。シルヴィアさまを殺す者に」

　王おう紳しんとして聖都サンチユリオに迎え入れようとする者。王国に禍わざわいを呼ばぬように、殺そうとする者。様々な思おも惑わくが王城の中で渦巻き、その中心に、クリスがとらわれている。もはや、刻印を持つ者との接触は避さけられない。

　これからもクリスは殺し続けるだろう。聖王家に連なる者ことごとくを。

「そう、か。それで……ぼくを……」

　クリスは呆ぼう然ぜんとつぶやいている。その顔は蒼そう白はくだ。ジュリオはその首に、両手の指を巻きつけた。今ここで殺すしかない。けれど、力が入らない。シルヴィアの懇こん願がんする声が、耳の中でよみがえる。




『──クリスさまは、姉ねえ様さまの大切な方なのです』




『──殺したってなんにもなりません、そんなことのために戦場に戻るなんて』




『──行かないで、ください』




（殺さなければ。シルヴィアさまのために）

（大たい公こうの命令だからではなく、ただ、シルヴィアさまのために──）

　いくら言い聞かせても、指に力が戻らない。迷いがジュリオを萎なえさせる。

（どうして。どうして迷う！）

　やがてクリスが弱々しく、ジュリオの手を払い落とす。そのまま石床に崩れ落ちそうになり、クリスの腕に支えられる。

　まぶたに降ってくるクリスの声。

「聖王国軍が、もう街のすぐ北にまで来ている。将軍が、ぼくの身み柄がらを要求しているんだ。生かしたまま引き渡せば攻撃しない、と」

　はっとしてジュリオは顔を上げる。

　デュロニウスだ。間違いない。あの男は、クリスを連れて聖都サンチユリオに戻り、王おう紳しんに立てて権力を手に入れるつもりだ。どうやってクリスを従わせるつもりかはわからないが、あの男のことだから、どんな卑ひ劣れつな手段も使うだろう。

「だからフランチェスカに、隠れるように言われた。街の人間は必死にぼくを捜さがしてる」

「絶対におまえを聖都には行かせない。その前に殺してやる」

　クリスの腕の中で、ジュリオは身をよじる。

「ぼくだって、そんなくだらないさだめに従うもんか」クリスが強く言った。「でも、殺されるのもお断りだ。ぼくが死んだらまた次が選ばれるだけじゃないか！　シルヴィアを護まもりたいなら、どうしてずっとそばにいてやらなかったんだ！」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみにとらわれたまま、ジュリオは言葉を失う。

　クリスの身体からだにしがみつきながらも、ずるずると床に崩れ落ちる。

　なぜ自分は、王城を離れ、ここまで来たのか。それは──

　シルヴィアを傷つける運命の男を、殺して、殺して、殺して、際限なく殺して、彼女を護るために──

（それなら、どうして）

（どうして王城に留とどまらなかった）

（シルヴィアさまのおそばにいて、その運命が現れるのを待ち続けて、そして殺すことだって選べたのに。どうして、都を離れてここまで来た）

　ガレリウスやルキウスに命令されたからではない。王おう配はい候こうたちもまた、シルヴィアを脅おびやかす敵だ。その手しゆ中ちゆうにシルヴィアを置き去りにして、どうして。

「……私は、シルヴィアさまを陥おとしいれるために……利用されたんだ。もう、おそばにはいられない」

　引きつる喉のどから、答えをしぼり出す。

「シルヴィアが、言ったのか。もうそばにいるなって」

　クリスの問いが胸に深々と突き刺さる。

　シルヴィアは、行かないでくれと言ったのだ。それでも、自分は王宮を離れた。

　なぜ──

　今ならジュリオ自身にも、その答えがわかる。痛いほどに、わかる。

　ジュリオは逃げたのだ。守護騎士だといいながら、むざむざガレリウスの道具となってしまったことへの後ろめたさから。そしてなによりも、シルヴィアの苦しみを直視し続けることから。

　戦場に出てクリスを殺せば、自分に言い聞かせることができると思った。シルヴィアのもとから離れてはいるが、護まもるために戦っているのだと。

（なんて愚おろかだったんだろう）

（こんな遠くにまで来て、その殺すべき男の言葉で、ようやく気づくなんて）

「……ごめん、ジュリオ」

　不安げなクリスの声が、うなじに優しく粘ねばりつく。ジュリオは顔を伏せたまま、肩を震ふるわせた。

「どうして、謝あやまる」

「ぼくだって。……何度も、逃げようとした。こんなこと言う資格なんてない」

（黙れ。おまえになにがわかる）

（おまえを殺しに来たというのに）

（どうして、憐あわれんだり、同情したり）

　ジュリオは冷たい石の床に爪つめを立てて、知らない味のするその痛みに耐えた。けれど地面の固い感触が、やがてぐにゃりと歪ゆがむ。視界にのっぺりした闇やみが、頰ほおに冷たさが、押しつけられる。倒れたのだと気づく間もなかった。必死に呼びかけてくるクリスの声を遠く頭上の高みに聞きながら、ジュリオは気を失った。





　　






「かばいだてするのですかな！　聞けばクリストフォロとやら、もとは聖王国軍の傭よう兵へいであったというではないか！　しかも一年前の教会攻めに参戦していたとッ！」

　自警団長の怒ど声せいが、狭い南聖堂の天井に響く。

「易やす々やすと一番槍やりをあげられたのも、そのせいであろう。ひょっとすると王国軍と内ない通つうしていたやもしれん。さっさと引き渡していただこう！」

　市民たちの間から腕におぼえのある者二千人を選よりすぐった自警団の長だけあって、盛り上がった二の腕や分厚い胸板、いかにも頑強そうな体格の男だったが、フランチェスカの目には田舎いなか芝しば居いの役者にしか見えなかった。

「お断り申し上げますわ」

　フランチェスカはにこやかに答える。

「騎士団の一員ですもの。あたくしには主あるじとして部下を守る義務がございますの」

「騎士の道理など盾たてにされて、市民を危険にさらすと言われるか！」

　ザカリア公女を前に、よくもまあずけずけと言えるものだ、とフランチェスカはそこだけ感心してしまう。しかも、ほんの昨日までは大教会を奪だつ還かんした聖女と讃たたえていた相手に、である。なるほど傲ごう慢まんの神プリンキノポリ、と揶や揄ゆされるだけのことはある。

　市長と、デュロニウスなる将軍との会見の話は、ミネルヴァづてに聞いていた。市長は腰を抜かして歩けなくなり、こうして自警団長がかわりにクリスの身み柄がらを要求しに教会へ乗り込んできたのだ。

　単身ではない。団長の背後、庭にぎっしりと百名あまりの自警団員が詰めかけている。

「話になりませぬ。匿かくまうというのならこちらは勝手に捜さがさせていただく」

「お好きにどうぞ。信仰持つ者すべてのための教会ですわ。けれど、弔とむらいの祈き禱とうもまだ続いておりますの。公こう餐さん式しきも、これからは定刻通りまた執とり行うことになります。くれぐれも司祭さまや信徒のみなさまの邪魔をなさいませんように、志こころざしを同じくする武ぶ人じんとしてご忠告申し上げますわ」

　これ見よがしに鎧よろいと靴をがちゃがちゃ鳴らして、自警団の若者たちは教会の敷地のあちこちに散っていく。クリスを地下室に隠してよかった、とフランチェスカは思うが、あの熱意で片っ端から捜していれば、いかに広大な教会といえどいつか見つかってしまうかもしれない、と不安にもなる。

「勝手なことばかり抜かしやがって……おれたちゃ英雄じゃなかったのかよ？」

　柱の陰で聞いていたニコロが毒づく。同じ場所から顔を出した騎士団の古こ参さんたち数人も賛同してうなずく。話がこじれるから出てくるな、とフランチェスカに言われて、みな今まで黙って隠れていたのだ。

「しかたないわ」フランチェスカは肩をすくめる。「あの方たちも街を守るのに必死なのでしょうよ。クリスを引き渡したところで、時間稼かせぎにしかならないと思うけれど」

「じゃあ俺おれたちはどうするんです団長」

「クリスを渡さずに時間稼ぎするしかないわね」

「どうやって──」

「フラン様、戻りました」

　いきなり固い声がして、古ふる株かぶの騎士たちが飛び上がった。いつの間に現れたのか、小さな聖堂の反対側の口に真っ黒な長身の人影が立っている。近衛このえ隊たい長ちようジルベルトだ。あいかわらずまったく足音をたてない。

「じゃ、じゃあ、俺たちも持ち場に戻らないと」「お、おお」「行くぞ」

　ニコロだけを残して、騎士たちは散っていく。

「お帰りなさいジル。状況は？」

「北側のデュロニウス軍は火か槍そう車しやを扇おうぎ状じように展開して、街攻めの構えです。二に刻こくとかからずプリンキノポリを三方から蹂じゆう躙りんできるでしょう。南からの軍は、予測がやや甘すぎました、あと三日で着きます」

　フランチェスカは苦い顔でさらに訊たずねる。

「……総そう主しゆ教きようさまの本軍は？」

　そもそもこの遠征は、総主教の号令のもと、プリンキノポリ大教会を奪だつ回かいするための戦いだった。銀ぎん卵らん騎き士し団だんは先せん遣けん隊たいとして海路で大教会を攻め、陥かん落らくせしめた場合のみ戦勝を本軍に伝え、陸路を回ってきた数万の本隊がプリンキノポリ周辺を制圧する。そういう作戦だったのだ。

　けれど、北からやってきたのは二万の王国軍だ。フランチェスカが成し遂げた勝利は水すい泡ほうに帰きそうとしている。

「楽観過ぎるかもしれませんが」とジルベルトが変わらない無表情で言う。「総主教本軍は、デュロニウス軍のすぐ後方で足踏みしていると考えられます」

「デュロニウスがすぐに攻めてこないのはそのせい？」

「それもあるでしょう」

　ジルベルトは一枚の粗あらい布を差し出してきた。小さな釘くぎがいくつも刺してある。偵てい察さつ中に敵の布陣を記すための道具だ。

「デュロニウス軍の陣形ですが、北東面に、攻撃だけを考えれば明らかに不要な翼が三本あります」

　なるほど、北から攻撃されたときのための備えとしか思えない布陣だ。

　銀卵騎士団が大教会の駐ちゆう屯とん軍ぐん一万を撃げき滅めつできたのかどうか、総主教は確認できない。しかしそのまま退却するのも無駄足が惜しい。それで立ち止まって様子見をしている、という可能性は大いにある。なにせ連合公国軍は統制がとれておらず、自国兵の被害ばかりを気にかける及び腰の将ぞろいだ。

「せめて、なんとか突破して戦勝を伝えられればね……」

　フランチェスカはそうつぶやき、考えながら廊下を歩き出す。ニコロとジルベルトがその後からついてくる。

　戦せん況きようは絶望的だ。待っていても囲まれる。けっきょくのところ、たった千名の銀卵騎士団がとりうる防戦のやり方は、大教会の城壁を固めての籠ろう城じようしかない。

　フランチェスカの思考の中で、いくつもの戦術が浮かび上がっては切り落とされていく。道はきっと、どこかにある。見つからなかったときのことなど考えるだけ無駄だ。

　足を止めてはいけない。

　二人を連れ、執しつ務む室しつがわりに使わせてもらっている助じよ祭さい室しつに入ると、フランチェスカは上質紙に一筆したためて蠟ろうで封をし、ザカリアの紋章の入った指輪の印いんを捺おしてジルベルトに渡した。

「ものすごく危険な任務になるわ。これをデュロニウス軍に届けてほしいの」

　うなずいて書状を懐ふところに収めるジルベルト。

「さほど危険とも思えませんが」

「手紙だけじゃなくて、聖王国軍の旗とか司令官の鎧よろいとか、遺い髪はつとか、めぼしい遺品も一緒に。ジルにしか頼めないわ」

「おい、なんだそりゃ」ニコロが横から口を挟はさんだ。

「だから、ただの時間稼かせぎよ。クリストフォロは引き渡すつもりだが、自みずからが殺した王国軍兵たちの弔ちよう事じに参列している。戦死者たちの魂のためにも、弔とむらいの祈りが終わるまで待ってほしい、って書いたの」

　ニコロはあきれ顔になる。「そんなご立派な理由を吞のみ込こむかねえ？」

「そのデュロニウスという男は、たぶん鼻で笑うでしょうね。でも遺品を届ければ、兵たちの心は動かせるかもしれないわ」

「やらないよりはまし、か。それでおれはなにをしなきゃいけないんだ？」

　そもそもニコロも、自警団員たちの治療にあたっていた最中に、フランチェスカに呼ばれてここにやってきたのである。

「ニコロに頼むのは、もっと──危険なこと、なのだけれど」

「ジルよりもかよ。そりゃ光栄だ。いったい──」

　会話を遮さえぎって、部屋に飛び込んできた足音がある。

「フランさま、見てください！　似合いますかっ？」

　パオラである。金銀の刺し繡しゆうが施された長い袖そでと裾すそを持つ、壮そう麗れいな教きよう母ぼの装しよう束ぞくをまとっている。頭ず巾きんと冠かんむりまで着けているので、走り回ったりはしゃいだりしなければ、だいぶ大人びて見えることだろう。

「素敵よパオラ」

　あまりに可愛かわいらしいので、思わずフランチェスカはその教母姿を抱きしめてしまう。後から、何人かの若い僧も苦笑しながら部屋に入ってくる。あんぐりと口を開けたニコロはもとより、ジルベルトさえも目を見開いて驚いた表情を見せている。

「……なにごとだよ。ついにパオラも騎士団をお役御免で出しゆつ家けすんのか」

「ちがいますっ」とパオラは胸を張る。「フランさまのご命令で、これから僧そう侶りよのみなさんと街を回ってくるんです！」

「なんで」

「この子、勝利のオルガン奏者として街でたいへんな人気なのよ。だから、これから連日連夜、夜通しの戦勝祈願式をするっていって人を集めにいくの。できれば女子供全員、教会に集めたいわ。パオラ、がんばって」

「はい！」

　僧たちも、まかせてくれ、と請け合う。

「今からそんなお祭りみたいなことすんのか？　いや、だって、敵が攻めてきたら」

　文句を言いかけたニコロは、フランチェスカの表情に気づいたのだろう、口をつぐむ。そう、これも必要なことだ。そして、ニコロに託すのは、最も暗い部分。












　他ほかの全員が助じよ祭さい室しつを出ていってから、フランチェスカは執しつ務む机づくえを挟はさんでニコロと向かい合う。

「ニコロは、酸とかそういった薬品も扱えるのよね？」

　気け圧おされたのか、ニコロは黙ってうなずく。

「なるべくひとりでやってほしいのだけれど、材料を集めるのはさすがに人手が要いるでしょうね」

「なにやらせるつもりなんだ」

　フランチェスカが押し殺した声で説明を始めたとき、再び廊下の方からやかましい足音が近づいてくるのが聞こえ、助祭室の扉が乱暴に引き開けられた。

「ニコロっ？　ここか、地下室に来てくれ！」

　顔を出したのは、血けつ相そうを変えたミネルヴァだ。

「クリスがどうかしたの？」

　フランチェスカは立ち上がって机の向こうに回る。

「クリスじゃない。ジュリオの具合が変なんだ、早く！」







「ただ弱ってるだけだな。こいつちゃんと飯食ってたか？」

　ジュリオを診みたニコロは、さほど深刻でもなさそうな口調で言った。

「そういえば、全然食べてなかった……かもしれない」

　ミネルヴァが沈んだ顔で答える。

「戦いくさの前から、夜通しおれたちを見張ってたってんだろ。戦でもクリスにぼこぼこにされて、おまけにこんなところにぶち込まれちゃ、身体からだが参らない方がどうかしてたな。今まで気を張ってたのが、なにかの拍子で緩ゆるんで、ぶっ倒れたんだろうよ」

　気を張っていたのが、緩んだ──。クリスはニコロの説明を、痛ましい気持ちで聞いていた。ジュリオは、クリスの脚を枕まくらに、今はぐったりと横たわって目を閉じている。こんな地下室の暗がりでは身も心も打ちのめされただろう。衣服が透けて肌に張りつくほどに汗をかいている。

「団長、出してやるわけにいかないのか」

　階段口の脇わきを見やってニコロが言う。ランタンを手に立っていたフランチェスカは首を振った。

「その子は、できればだれの目にも触れさせたくないの。あたくしの作戦に、使うかもしれないのだから」

　クリスは固い息を吐く。作戦？　捕らえた敵の騎士さえも、戦術の中に組み込もうというのか。ときおりクリスも、主あるじのその冷れい徹てつさが恐ろしくなる。

「なら、ここに寝かしとくしかないか。しばらくは水みず枕まくらを替え続けてやらんと」

「ニコロ、あなたにしかできない仕事があるのよ」とフランチェスカ。

「パオラも出払ってるんだぜ。しかたないな、ミィナに教えるか」

「わ、わたしがやるのか？　ん、む、しょうがない、けど」

　そう言いながらもなんだかミネルヴァは嬉うれしそうだ、とクリスは訝いぶかしく思う。ジュリオのことはかなり嫌っていたはずなのに、気にならないのだろうか。

「よかったじゃないミィナ、つきっきりでいられる口実ができて」

「な、ば、ばかっ、クリスを看みるわけじゃないぞ！」

「クリスにつきっきり、とは言ってないわよ、あたくしも」

　ミネルヴァは真っ赤になって立ち上がり、言葉にならない声をあげ、フランチェスカの二の腕を何度も平手で叩たたいた。

　ニコロとフランチェスカが地上に戻っていってしまった後で、ミネルヴァは言われたとおりに何度も階段を往復して冷たい水を運び、ジュリオの熱のせいであっという間にぬるくなってしまう水枕を頻ひん繁ぱんに交換した。

　やがてジュリオの頰ほおの赤みが落ち着き、ごつごつしていた呼吸もいくぶん穏やかになる。その間、クリスはずっと膝ひざを貸してやっていた。石床にマントを敷いただけでは、さすがに長く寝ていると身体が痛いだろうと思ったからだ。ミネルヴァを手伝おうにも、クリスは自警団が血ち眼まなこになって捜さがしているために地下室を出られない。

　ニコロに言われた通り、ミネルヴァは薄めた粥かゆをジュリオの唇に流し込む。ときおりそのまぶたが薄く開いて、青せい玉ぎよくの瞳ひとみがミネルヴァの顔を探った。

「……シルヴィア、さま……？」

　一度だけジュリオはうわごとでそう言った。

　クリスは思わず、ミネルヴァと顔を見合わせてしまう。

　たしかに、ミネルヴァの顔を見てそう呼んだのだ。

「……そんなに、似ていないと思うんだけどな。自分では」

　クリスの向かいに膝ひざをつき、ミネルヴァはぽつりと言った。

「うん。そうだね」

　シルヴィアの顔や体つきやしぐさを思い出しながら、クリスは答える。

「一度逢あっただけだけど、シルヴィアの方が、ミネルヴァよりももっと──」

　そこまで言いかけて、クリスははたと言葉に詰まる。もっと、なんだろう？　なんとなくこの女王姉妹にかなりの差があるという認識は抱いだいていたのだが、それを具体的に言い表すとなると、ぼやけてしまう。おまけに、ミネルヴァがにらんでくる。

「もっと、なんだ？」

「い、いや。ええと」

　クリスはしかたなく、ジュリオの寝顔を見つめる。目を閉じているとほんとうに少女にしか見えない。むしろミネルヴァなどよりもよほど──

　はっとして、口に手をあてる。

「な、なにか今っ、変なこと考えただろう！」

　ミネルヴァがすさまじい勘の良さを働かせる。

「う、ううん？　そんなことないよ、ミネルヴァもちゃんと女らしいよ」

「なんの話だッなに考えてるんだ！」

　怒ったミネルヴァが肩をつかんでくる。殴なぐられる、と直観したクリスがあわてて腕を持ち上げて防ごうとしたとき、ジュリオが苦しげに寝返りを打った。クリスの太ももに片かた頰ほおを埋めるので、動けなくなる。

　熱を抜かれてしまったミネルヴァは、息を吐いて腰を落とした。

　ランタンの光の中では、白しろ薔ば薇らの騎士の寝顔も、ひどくいとけなく見える。

「……子供みたいだな」

　あきれたようにミネルヴァが言った。みたい、ではなく、子供なのだろう。もっともクリスもミネルヴァも、ひとを幼おさないと言えるほど歳としを重ねてはいない。

「ぼくよりも年下かもしれないよ」

　クリスは、ジュリオのまぶたにかかった白銀の髪を払ってやる。髪は後ろで束たばねられ、白い髪かみ紐ひもで結ばれている。シルヴィアのものなんだ、とミネルヴァに教えられ、思い出す。女王の紅あか髪がみを飾っていたリボンだ。

「たぶん、シルヴィアの、ずっと近いところにいたんだ」

　哀かなしげな目をしてミネルヴァはつぶやく。

「他ほかに、だれも頼れるやつなんていない。わたしは、ひとりで、逃げた……のだし」

　それはもういい、自分を責めなくてもいい。クリスはそう言い聞かせたいのだけれど、ミネルヴァがこれまで胸のうちで育ててきた苦しみの深さも知っているせいで、うまく声に出せない。

「だから、こいつは──クリスを殺しに来た敵だけど、でも……」

　ジュリオが再び寝返りを打って、ミネルヴァの言葉の続きを散らしてしまう。

　けれど、クリスも同じ思いだった。言われなくてもわかる。この白しろ薔ば薇らの騎士は、王国を動かす王おう配はい候こうや神官団の、不気味に絡からみ合った思おも惑わくになどまったく関かかわりなく、ただシルヴィアのことだけを想おもっている。

　それならもっと他に、できることがあるはずだ。ミネルヴァにはできないやり方で、もっとずっと大切なこと。





　　






　ジルベルトが敵軍に届けた書状の返事は、翌日に届いた。

　デュロニウス・エピメクスの署名入りの正式な書面で、こう書かれている。

『貴殿らの分け隔へだてなき戦死者尊重ならびに哀あい悼とうの意、痛み入る。弔ちよう事じに配慮し、要求した引き渡しの、一日延期を了承いたす。貴殿らの殊しゆ勝しようかつ敬けい虔けんな行いに倣ならうべく、我らの流りゆう儀ぎで戦死者を謹きん送そういたす。彼ひ岸がんへの道のりの慰なぐさめとなるよう、まずは随ずい伴はんの死者を受け入れ願いたい。引き渡しが遅れることとなれば、さらに面白き趣向にて見送る所しよ存ぞん』

　その返書は、フランチェスカの手元に届けられたとき、すでにべったりと血に浸ひたされ、しわくちゃのまま固まりかけていた。

　斬ざん殺さつされた聖王国軍兵の口の中に押し込んであったからだ。





３　這はい寄よる火







　プリンキノポリ大教会は、建造よりおよそ百年間──聖都サンチユリオの王城、そしてアンゴーラの断だん絶ぜつ城じよう塞さいに相次いで追い抜かれるまでは、人の手が造り出した最大の建築物だった。聖堂は大小あわせて百を数え、敷地はプリンキノポリ市のおよそ五分の一の面積を占める。

　オルガンの奏かなでる崇すう高こうな頌しよう歌かに導かれ、今もぞくぞくと正門から中庭へと人々が流入しつつあるが、その流れに淀よどみが生じることはない。全市民とその家族を敷地内に迎え入れても、なお大教会は静せい謐ひつさを保つことができるだろう。

　フランチェスカは、主聖堂の高いドームのバルコニーから、正門前のその様子を眺めた。人数が多く目立つのは、典てん礼れい用の青いヴェールをかぶった女性たちだ。少し身を乗り出しただけでこちらに気づいたらしく、ざわめきが波紋となって広がり、数千人がこちらを仰あおぎ見る。

「聖女さま……」

「フランチェスカさま」

「プリンキノポリをお守りください」

　海の泡あわのような祈りのつぶやきが聞こえる。大教会の正門は東面しているため、昼を過ぎれば主聖堂ドームは太陽を背にする。今の自分は後ご光こうを背負って見えるだろう。

（さぞかし神こう々ごうしいことでしょうね。その効果を狙ねらっての設計でしょうけれど）

　胸の内で皮肉に笑いながら、フランチェスカは騎士団の指し揮き杖じようを掲かかげる。感かん極きわまったざわめきが伝でん播ぱしていく。

　しかし、守護聖女と呼ばれて気分良く風を浴びるために出てきたわけではない。フランチェスカはニコロから借りた遠眼鏡を取り出し、街の北を眺め渡す。

　すでに火か槍そう車しやとその部隊が、かなりの近さに展開している。

「ちょうど半分ほど攻撃に割さいてるわね。本陣に動きがないのは、やっぱり北にいらっしゃる総そう主しゆ教きようさまを警戒しているのかしら」

　隣に控えるジルベルトの意見を求める。

「その公算が大きいでしょう」

　黒ずくめの騎士は、同じ方向を見み据すえながら答える。

「おそらくイル・デル・グレコあたりで待機しているはず。大教会の戦せん況きようを測はかりかねているでしょうが、デュロニウス軍が即座にプリンキノポリ入りしないのを見れば、少なくとも我々が敗走したわけではないということは察するはずです」

　この状況を生んでしまった根本的な要因は、ザカリエスコを発たつ時点で銀ぎん卵らん騎き士し団だんの動きが察知され、総主教本軍の増ぞう援えんよりも先に王国軍が到着したことにある。連絡が断たたれてしまったのだ。

　だから、敵がクリスにこだわっていることには最大限つけこんで、攻撃をとにかく引き延ばし、突破口を見つけるしかない。

「フランチェスカ殿！」

　背後で野太い声がして、振り向くと、白い口くち髭ひげを垂たらした初老の男、そして垢あか抜ぬけない甲かつ冑ちゆうで固めた大男が、背後に武装した若者たちを大勢引き連れて階段口からドームに上がってくるところだった。プリンキノポリ市長と自警団長だ。

「これはいったいなんの騒ぎか！」

　ずかずかと歩み寄ってきた自警団長が唾つばを飛ばして嚙かみついてくる。

「い、いったいだれの許しでこのような」

　眉まゆをつり上げて市長が言いかけたとき、柱の陰から落ち着いた声が割り込んでくる。

「拙せつ僧そうらとフランチェスカ殿とで話し合って決めたことです、市長閣下」

　多くの視線がそちらに集中する。南側のバルコニーからドームに入ってきたのは、マルマテオ以下、数人の僧そう侶りよだ。みな、そろって典てん礼れい用のいくぶん華美な斎さい服ふくを着ている。

「こ、これは、司教補さま」

　市長は塩をかけられたように萎い縮しゆくする。

「話し合ったとは、我々を差し置いてですか？　ここがだれの街だと」

　自警団長は変わらず鼻息が荒い。

「教会のことゆえ、あなたがたには関かかわりなきこと」

「街の者がみな集まっているではありませんか！」

「プリンキノポリの再びの危機に、女子供は祈ることしかできませぬ。それを導くのも我ら神職のつとめ。数千の祈りは、伝承どおり、敵が退しりぞくまで絶やさなければ、必ずや戦いくさ女め神がみベローナに届きましょう」

「敵が退くまでですとッ？　馬ば鹿かな、飲まず食わずで？」

「お忘れかしら。ほんの数日前まで、ここには一万の王国軍が駐ちゆう屯とんしていましたのよ」

　フランチェスカは口を挟はさむ。

「食しよく糧りようも寝床もじゅうぶんに用意がございますわ。交代で祈り続けられます。城壁の中であれば子供たちがおびえることもなくなりましょう」

「あ、ぐ、ぐ……」

　自警団長はなにも言い返せなくなって引き下がる。市長がかわって前に出た。

「そも、戦いくさになる前提で勝手をやられては困る！　クリストフォロとやらを引き渡せばすむことではないか！」

　高僧であるマルマテオ師に文句を言うのは気が咎とがめるらしく、フランチェスカに向かってわめく。

「フランチェスカ殿も見たのであろう、今朝の書状！　し、し、死体に、お、おお、おそろしい、あの男は、う、ぐ」

　最初の会見を思い出したのか、市長は泡あわを吹いて錯さく乱らんし、マルマテオ師になだめられる。無理もない。引き渡し期日を延ばしてくれとの頼みに、将軍デュロニウスはこちらの考えもつかなかった答え方をしたのだ。まさか自軍の部下を殺してその口に手紙を詰めてよこすとは。

　ジルベルトによれば、封筒代わりに使われたその死体は、遺品と書を届けたときに最初に預かってくれた相手だという。おそらくデュロニウスの怒りに触れて、脅おどしに使うために無む惨ざんにも斬きり殺ころされたのだろう。非ひ道どうきわまりない。

「市長閣下。そんな男が、攻撃を中止するなどという口約束を守るとお思いですか？」とフランチェスカは言ってみる。

「い、いやしかし！　騎士の言葉ぞ。薔ば薇ら章しように誓って、と」

　失しつ笑しようしそうになった。薔薇章典てん範ぱんは形けい骸がい化かして久しい。最も発行数の多い黄薔薇章などは、剣けん審しん院いんに銀貨を積めば買える時代である。

「ご覧ください。火か槍そう車しやが扇おうぎ状じように展開されて、燃料も入れられましたわ」

　フランチェスカはバルコニーの手すりの向こう、街の北側に広がる野を指さし、それから遠眼鏡を市長に差し出す。老人も、その隣の自警団長も、おびえて後ずさる。

「そ、そのような異国の妖あやしげな道具をそばに寄せないでいただきたい！」

　フランチェスカは嘆たん息そくする。遠方からの舶はく来らい品ひんが集まるザカリエスコで暮らしていると忘れそうになるが、まだまだ遠眼鏡のような珍しい品を不気味に思う風ふう潮ちようは強い。今このときも単独で作業中であるはずのニコロの身が思いやられる。

「ともかく敵は火槍車に燃料を充じゆう塡てんしています。この時点でもすでに攻める気があるということ。たかだか兵の一人を引き渡したところで戦せん況きようは変わりませんわ」

「あのような筒で遠くのものがほんとうに見えるのか」「でたらめではないのか」

　自警団の若者たちの囁ささやきあう声が聞こえてくる。

「え、ええい、とにかく、将軍と約束を交わしたのは私だ！　フランチェスカ殿にとやかく言われる筋合いはない！」

「それなら、あたくしも可愛かわいい部下を差し出す筋合いはありませんわね？」

　市長は顔を真っ赤にして口ごもった。

「らちがあかん！」自警団長がいきり立つ。「ともかく街の者も大量に教会内にいるのだ、クリストフォロは有名だから顔を憶おぼえている者も多いだろう、床石をすべてひっくり返してでも捜さがすぞ！」

　男たちは、やかましい足音を響かせて階段を下りていった。階下から、祈き禱とうにやってきた街の者たちに呼びかける声がする。

「よいか、クリストフォロという男だ、銀ぎん卵らん騎き士し団だんの一番槍やりをつとめた若い男だ！　宴うたげで見かけた者もいるだろう、見つけ出して捕らえよ！　やつが災わざわいのもとだ！」

「クリスさまが……？」「まあ、あの方がなにを」「敵に内ない通つう？」「まさか」「いや……」

　聞こえてきたざわめきに、フランチェスカは嘆息するしかない。

「やめさせましょう。教会をなんだと思っておるのか」

　マルマテオ師が若い僧に指示して階下に向かわせる。

「いいのです。自警団まで教会に集めてくださるのでしたら好都合ですわ」

　首を傾かしげる老師にそれ以上なにも言わず、フランチェスカは街を見渡す。問題は、まだまだ準備ができていないということだ。デュロニウス軍が待つのはあと一日。

　南側のバルコニーに回って、街の外になだらかに続く緑の丘のうねりを遠眼鏡でたどる。地平線に、かすかだが、張りついた影が見える。

　ジルベルトにも遠眼鏡を渡して確認させた。

「明日の夜には陣を張れるでしょう。明後日の朝、デュロニウス軍と同時攻撃、と見られます」

　暗あん澹たんたる気分でうなずく。およそ三十倍の敵が、南北から。しかも今回は防衛戦だ。

　ジルベルトを伴ともなって、ドームを後にした。聖堂の五階という高みに架かけられた渡り廊下を通って、神具の倉庫が並ぶ一角に入る。扉の一つの前で足を止めると、かすかに薬のにおいがした。

「ニコロ、進しん捗ちよくはどう？」

　危険な作業なので中に入るなと言われており、フランチェスカは扉の外から呼びかけた。ややあって、軍医が顔を出す。片眼鏡の下にはくっきりくまができていて、無ぶ精しよう髭ひげも伸びている。徹夜作業だったらしい。

「薬品はどうにかそろえられる。ただ、どうしようもないのが、鉄板だ」

「鉄板？」

「そう。完全に均一な厚さのがいくつも必要なんだが、どこで仕入れるか。加工してるひまもあるのやら……」

「それは困ったわね。街の鍛か冶じ職人に今から頼んでも……」

　二人で額ひたいをつきあわせて腕組みし、考え込んでいたときである。隣のジルベルトがぼそりと言った。

「鎧よろいがあります」

　フランチェスカは顔を上げた。鎧？

「聖王国軍の鎧は大量生産品で、聖都サンチユリオ製であればかなり品質がよい。工程が簡かん略りやく化かされているので板いた金がねをそのまま用いている部分もあります。使えるでしょう」

　この教会内で、一万の王国軍が全滅したのだ。鎧はいくらでもある。今なお、祭さい壇だんに積み上げられて、女たちの祈りを浴びている。

「妙みよう案あんだけどなジル、死者への冒ぼう瀆とくにならんかな？」

「なる」

　ジルベルトは即答した。ニコロは顔をしかめ、フランチェスカは苦笑する。

「ニコロがその呵か責しやくを負いたくないというのなら、俺おれが運んでこよう」

「いや、わかった、わかったよ。おれも行くよ」

　戦いくさとはひどいものだ。廊下を走り出す二人の背中を見送りながら、フランチェスカはそのときはじめてそう思った。

　フランチェスカはいかなる信仰をも持っていない。幼少の頃ころから教え込まれたパルカイの神々への恭きよう順じゆんは、領内での暴動を指揮していた司祭たちを、自みずからの指揮する騎士団で捕らえたときに、すっぱりと棄すてた。

　だから、死者を悼いたむのは生者のために他ほかならないと知っている。

　弔とむらったその手で、今また死人を辱はずかしめなければならない。自分たちが生きるために。

　そして、フランチェスカが死者を踏みつけてまで成そうとしているこの作戦は、それ以上に生きている者たちをも穢けがすだろう。

（仕掛ける場所は、あたくしひとりで決めよう）

（ニコロにも、ジルにも、なるべくこの重荷は背負わせたくない）

　けれどフランチェスカは同時に、クリスのことを考えている。クリスの使い方を。

　とにかく時間が必要だ。まだ教会の門の強化も済んでいないし、ニコロの作業も長引くだろう。祈き禱とうも始まったばかりで、まだ全員を集められていない。もがいて、時間を稼かせいで、やれることをすべて試して。

　そのためには、あらゆるものを、駒こまとして使う。

　廊下をひとり歩きながら、フランチェスカはその考えに頭の中が冷え冷えと澄すんでいくのを感じた。将たる者は、どこかで鈍にぶくならなければいけない。この寒さに対して。分厚い氷の上を素足で歩んでいる間も、ずっと前だけを見つめていなければならない。





　　






「ミィナさん？　クリスさん？　おかげんいかがですか？」

　声が、灯あかりと一緒に地下室の暗くら闇やみに射さし込こんできた。クリスははっとして目を覚まし、起き上がろうとして、身体からだのあちこちにのしかかっている重みに気づく。

「わ、わわ、なんでみんなでくっついて寝てるんですか寒かったですかっ？」

　ランタンの光が視界に飛び込んできて、パオラの驚いた声が耳に刺さる。クリスの胸のあたりと膝ひざの上にそれぞれ重みがある。

「う……ん……」

　胸の上でもぞもぞと頭を動かしたのは、ミネルヴァだ。そうだ、昨晩は二人でジュリオの看病をしているうちに眠ってしまって──と思い出したクリスは、首だけを持ち上げて、ようやく状況に気づく。

　胸の上にミネルヴァが頭をのせて眠っている。耳と頰ほおがぴったりと触れて、柔らかい寝息まで感じ取れる。ジュリオはあいかわらずクリスの太ももを枕まくら代わりにして寝入ったままだ。石床に敷いたマントの端には水みず枕まくらが転ころがっている。

「クリスさんの身体を枕にするとそんなに寝心地がいいんでしょうか、フランさまも敷布代わりにしたいなんておっしゃってましたし……」

　パオラがそんなことを言うので二人とも振り払って起き上がりたくなるが、そんなことをしたら起こしてしまう。ミネルヴァの顔に目を戻したとき、ちょうどまぶたが開いて、ぼんやりした瞳ひとみが現れる。

「ん……んん？」

「え、ええと」

　クリスがなにか言い訳を考えていると、紅くれないの髪が跳はね上がって頰ほおを打った。ミネルヴァがものすごい勢いで上体を起こしたのだ。その顔が、ランタンのぼんやりした明かりの中でもはっきりわかるくらい赤くなる。

「なっ、わ、わたしっ、……あ、お、おまえの、……」

「ミィナさんぐっすりでした」

「眠かったから！　疲れてたんだ、そ、それでっ」

　ミネルヴァは地下室の向こう端の壁まで後ずさる。

「べ、べつに怒ってないし、全然気にしてないよ」

「気にしろ！　わたしだって気にする！」

　狭い石室にミネルヴァの裏返った声が反響する。と、クリスの膝ひざの上で、白銀の髪が揺れ動いた。寝返りを打ったジュリオの顔色は、昨日よりはずっとよくなっているが、まだ疲労の色が濃い。しかも、これだけの騒ぎに、目を覚まさない。

「まだ寝かせておいた方がいいですね……」












　衛生兵らしく容よう態だいを確かめたパオラが言う。そこでようやくクリスは、彼女が珍ちん妙みような服装をしていることに気づく。美しい刺し繡しゆうの施された斎さい服ふくと頭ず巾きん。教きよう母ぼ、つまり女性司祭のための服だ。冠かんむりまでついているので、司祭長の装いである。

「なんで……そんなの着てるの」

「これですか？　教会を歩き回るときは、これ着てた方が色々と便利なんです。これからみんなで外に出ます。ううん、白しろ薔ば薇らの騎士さんはどうしよう。クリスさんに背負ってもらって運ぶしかないかな」

「ここを出るのか？」と、ミネルヴァがまた近寄ってくる。

「外の状況はどうなってるの？　まだ街のやつらがぼくを捜さがしてるんじゃ」

　訊たずねると、パオラは黙って苦い顔になり、真上を指さした。

　ごつごつした石の天井に切られた空気穴から、かすかに地上の音が聞こえる。

「……がせ！　絶対に見つけるんだ、あと一日しかないぞ！」

「……側の礼拝堂と地下倉庫はすべて……」

「……ストフォロだ、騎士団でもいちばん若い、子供みたいな」

　がなり立てる声。クリスは知らずと自分の両腕を抱きしめていた。

「クリスといやあ」「うむ」「騎士団でいちばん活躍したお人だろ」

　ややひそめた男たちの声も聞こえてくる。

「命知らずで、ひとりで門を破ったって」「英雄さまなのになあ」

「そいつは王国と通じていたかもしれんのだ！」

「ともかく見つけなければ街は焼かれる！　ザカリア軍などはまったくあてにならないのだぞ！」

「しかたないな」「見つけないことには」「早くしないと」

　ぎりり、と音がした。ミネルヴァが怒りのあまり歯を軋きしらせた音だ。

　クリスには、憤いきどおりはみじんもない。戦場以外で受け入れられたことなどないのだ。いつも石を投げられたり、罵ののしられたりして這はいずり回まわってきた。

　──ぼくのせいなら。

　──ぼくがここにいるだけで、不幸が降りかかるなら……。

「あたしが街中駆かけ回って呼んだから、いま教会にほとんどの市民が集まってるんです」

　パオラが沈痛な面持ちで言う。

「それで、自警団の人たちが呼びかけて、何千人もクリスさんを捜し始めてます。ここもそのうち見つかっちゃいます」

「地上は敵だらけなのか」

　あきれた口ぶりでミネルヴァが言う。

「あ、あの、剣持って暴れたりしちゃだめですよミィナさん」

「わかってる、そんなことするか！　でも腹が立つ！　馬ば鹿かばかりじゃないか、クリスを渡したって戦いくさが止まるわけないだろう」

「……わからないよ。もう少しは時間が稼かせげるかもしれない」

「ばか、そんなくだらないこと考えるな。敵に降くだったらどうなると思ってるんだ」

「そこまで心配することないかも……生かして引き渡せって言ってるんだし」

「お、おまえの心配なんてだれがするか！　戦力の問題だッ」

「そ、そうだよね……ごめん」

「そうです。クリスさんはもっと自分を大切にしてください！」

　パオラは、傍かたわらに置いてあった大きな袋から、なにかを取り出してクリスに投げつけてきた。

「わ、ぷ」

　つるりとした布の感触が顔にまとわりつく。むしりとって見ると、パオラが着ているのと同じ斎さい服ふくだ。冠かんむりがついていないだけで、頭ず巾きんまでちゃんとある。

「これ……女物、だよね」

「はい。着てください」

　しばらく、なにを言われたのかよくわからなかった。

「……え、えっと。だれが？」

「クリスさんにきまってるじゃないですか。その寸法はミィナさんじゃ大きすぎます」

　パオラは言って、さらに二着を袋から引っぱり出した。ミネルヴァも目を丸くする。

「なに考えてるんだパオラ。そんなことしてまで出る必要なんて」

「自警団の人に、教会の設計図を見つけられちゃったんです。地下室もみんな知られちゃったから、そのうちここに捜さがしにきます」

　ミネルヴァは息を吞のんだ。

「じゃ、じゃあ、よそに移らないと」

「はい。主聖堂三階の総そう主しゆ教きようさまのご住居に、総主教さまのお持ちの鍵かぎでしか開かない秘密の寝室が見つかったんです。そこで夜まで待てとフランさまが」

「なんでフランは開けられたんだ」

「ええと？」パオラはくりっとした瞳ひとみで、首を傾かしげた。「あれ？　どうしてでしょう」

　しかし、クリスには心当たりがあった。

「ミネルヴァ、憶おぼえてない？　出発前にザカリエスコで、総主教がフランチェスカに言ってたじゃないか」

　ミネルヴァの口はまん丸になる。思い出したようだ。ザカリエスコの教会で、フランチェスカと総主教が二人きりでの作戦会議の最中のことだ。劣れつ情じようをむき出しにしてフランチェスカに迫った総主教が言った。プリンキノポリ大教会を奪だつ回かいしたら、寝所で待っていろ、と。そのときに、ほんとうに鍵を渡していたのだろう。

「……あんな豚の下した心ごころが今さら役に立つのか……なんだかしゃくにさわる」

「なんでもいいです、隠れ場所になるんなら！　急いで二人とも着替えてください」

「いや、だから、なんで着替え」

「そのまま外に出たらクリスさんだってすぐにばれます」

「だからってなんで女物なんだよ！」

「大丈夫ですよきっと似合いますよ。あ、そうだ、白しろ薔ば薇らさんにも着てもらわないと」

「ジュリオにもッ？」

　もはや、目まいがしてきた。しかし、パオラの言うことには一理ある。女装の方が気づかれにくいし、頭ず巾きんまである教きよう母ぼの服ならば顔もかなり見えにくくなる。ひどく特徴的なジュリオの白銀の髪も完全に隠せる。

　納得はできる。しかし、それと、身体からだがすぐ動くかどうかは別問題だった。

「なんでわたしも着なきゃいけないんだ？」とミネルヴァは頰ほおをふくれさせる。

「だってミネルヴァさんはその髪ですから教会の向こう端からでもわかるくらい目立ちますし、いつもクリスさんと一緒にいること、街中の人が知ってますよ。怪しまれないためにも、みんな着て出るのがいちばん安全なんです」

　胸を張って強きよう弁べんするパオラに、二人は説得されてしまう。後で知ることだが、この流水のごとき屁へ理り屈くつはみんなフランチェスカの入れ知恵だった。

「ところで白薔薇さんはどうしましょう。まだ寝ているから……」

　クリスの膝ひざの上でいまだにぐったりしているジュリオに、三人分の視線が集まる。

「どうしてもこいつにも、ってことなら……しかたないから、ぼくが着替えさせ──」

「だ、だめだ！」

　ミネルヴァがあわてて言った。

「なんで。だって、こいつ男だし、ぼくしか」

「なんでもだ、な、なんか、それは、だめな気がする！」

　二人がわけのわからない言い合いをしている間に、パオラがジュリオの服を脱がせ始めた。衛生兵だけに、こういったことに手慣れている。あわてふためいたミネルヴァがクリスをジュリオから引き離そうとしたりしていると、さすがに白薔薇の騎士は目を覚ましてしまう。

　クリスの膝の上に頭をのせたまま。

　目が合い、青せい玉ぎよくの瞳ひとみがクリスの顔を、身体を、その周囲の暗がりを探り──

　クリスは殺気に吹き飛ばされるようにして壁かべ際ぎわまで飛とび退のいていた。ジュリオもほとんど同時に飛び起きて逆側の壁を背に警戒姿勢をとる。

「な──わ、私に……なに、を」

　荒い吐息混じりのジュリオの声。パオラに半分以上脱がされた衣が、肩から滑り落ちて上半身が露あらわになる。

「あ、あの、脱がしたのはあたしで、クリスさんはなにもしてませんから大丈夫ですよ。膝を枕まくら代わりに貸してあげてただけです」

「パオラは変なこと言わないで！」たまらずクリスは悲鳴をあげていた。ジュリオが蒼そう白はくな顔のまま目をつり上げたからだ。

「あのう、色々事情があるんです、ほら、これ、おとなしく着てください」

　見つからないように場所を移らなければいけないこと、そのために女装が必要なことを説明しながら、パオラは斎さい服ふくを手にジュリオににじりよる。袖そでを通させ、もどかしい手つきで紐ひもを結ぼうとするパオラを、ジュリオは憤いきどおりに満ちた目でにらみつける。敵なんだぞ忘れるな、とクリスが言おうとしたとき、ジュリオがパオラの手首をつかんだ。

「きゃっ」

「パオラ離れろ！」

　ミネルヴァが反応して二人に駆かけ寄る。しかし、パオラの肩をつかんで敵から引きはがそうと伸ばした手は、途中で止まってしまう。

　ジュリオが、思わず見み惚ほれてしまうほど流りゆう麗れいな手つきで着衣を整え、複雑な飾り紐を脇わきの下に通して器用に結び、頭ず巾きんをきっちりとかぶって銀髪を覆おおい隠したからだ。

「……そ、そうやって着るんですね、知りませんでした……」

　パオラが感かん嘆たんを漏もらす。どこからどう見ても完かん璧ぺきな教きよう母ぼだった。青い瞳ひとみに、頭巾からわずかにのぞいて顔を縁取る白銀の髪は、神こう々ごうしくすらある。

　しかもジュリオは、尻しり餅もちをついて呆ほうけているパオラの首筋に手を伸ばすと、かぶり方のおかしかった頭巾を正して、冠かんむりをさし直す。

「神職のふりをするつもりならちゃんと着ろ。斎服の着付けは信仰の一部だ、知ってる者が見れば一目で偽にせ物ものとわかる」

　ジュリオが不機嫌そうに言う。

「すごい！　……白しろ薔ば薇ら章しようの試験には女装のしかたも含まれてるんですか？」

　調子を狂わされたのだろう、ジュリオは目を白黒させ、パオラから顔をそむける。

「そんなわけがないだろう。……私は子供の頃ころに、巫み女ことしての教育を受けてるから」

「昔はほんとうに女の子だったんですか」

「そうじゃない！」

　一瞬、ジュリオは真剣に怒り、それからすぐにため息で肩を落ち着かせる。状況も忘れてクリスは同情してしまう。パオラ相手では無理もない。

「とにかく時間がないんだろう、早く支度を済ませろ」とジュリオはクリスをにらむ。

「じゃあ白薔薇さん、クリスさんの着替えも手伝ってあげて──」

「ばか、パオラなに考えてるんだ！」ミネルヴァがパオラの背中を引っぱたく。「こいつはクリスを殺しに来たんだぞ」

「じゃあ白薔薇さんにはミィナさんの着付けをやってもらって、あたしがクリスさん」

「そ、それもだめだ！」







　華やかな斎服で装った四人の年若い教母が、市民やその妻子たちでごった返す聖堂の端を歩いていた。先頭の女は栗くり色いろの髪に冠。大きな布袋を提さげ、心なしか足取りが浮き立っている。その後ろに、うつむきかげんの三人が続く。

　二番目は、神職らしいしずしずとした歩き方がいちばん堂に入っている。銀色の髪が頭ず巾きんの端にわずかにのぞいている。

　その後ろを歩く三人目が、頭巾で押さえつけた紅あか色いろの髪の陰から言った。

「いいかジュリオ、妙な真ま似ねをしたら背中から刺すからな」

　ミネルヴァである。斎さい服ふくの袖そでには短剣を隠し持っているのだ。

「わかっている。そんな馬ば鹿かなことはしない」

　二番手を歩くジュリオは振り向きもせずに答える。斎服の長い袖は、縛しばった腕を隠す役にも立っている。なぜ素直に女装までして従うのだろう──と、最さい後こう尾びのクリスは訝いぶかしく思う。すでに日没を迎えて、堂内の明かりはまばらな燭しよく台だいだけというせいもあるのだろうが、これだけ人の目があり、四人のうち二人は男だというのに、まったくだれも怪しまない。ありがたそうに手を胸にあてて会え釈しやくをしていく女さえいる。

「私だってフランチェスカ・ダ・ザカリアに話がある。獣けものを殺すのは後回しだ」

　思い詰めたようなジュリオのつぶやき。

　──フランチェスカに話がある？

　ジュリオの考えていることがさっぱりわからない。二人で激しく言葉をぶつけ合ったあのときに、クリスのどれかの一撃が、深い場所にある柔らかいなにかを傷つけてしまった。そんな気がする。ジュリオの視線から殺気も生気も消えているからだ。

　──ぼくを殺すのはあきらめたんだろうか。

　──それとも、まさか標的をフランチェスカに変えたから、それまでおとなしくしていようなんて考えてるんじゃ……

　そんな事態になるくらいなら、自分が刺された方がまだましだ、とクリスは思う。

「あんまり喋しやべっちゃだめですよ。声だけはごまかし効かないんですから」

　先頭のパオラにたしなめられ、黙ってジュリオの背中に警戒の視線を注ぐ。そのまま四人が螺ら旋せん階段を上がって二階の広間に出たときだった。不意に、聖堂を埋め尽くすざわめきの温度が跳はね上がった。

「……火事？」「北門の方だ」「王国軍？」「突っ込んできたらしいぞ」

　クリスは、市民たちを押しのけてバルコニーに走った。街の北の宵よい空ぞらが下からほの明るい炎の色に炙あぶられて、黒煙が幾いく筋すじもあがっているのが見える。

「落ち着け！　敵が来たわけじゃないぞ！」「もう鎮ちん火かに向かった！」

　階下で響く声は、銀ぎん卵らん騎き士し団だんの若い騎士たちのものだ。そこに浴びせられる罵ば声せい。

「ふざけるな！」「てめえらの仲間のせいだろうが！」「とっとと引き渡せ！」

　──なにが……なにがあったんだ？

　ちょうど二階にやってきた銀卵の騎士の一人を、パオラがつかまえた。ミネルヴァとジュリオが待つ柱の陰まで引っぱっていく。

「あたし、あたしです！」と、頭巾をずらして顔を見せる。「なにがあったんですか」

「やつらが火か槍そう車しやを三つばかり、北門の馬車の発着所に突っ込ませたんだよ。もう消し止めたけど、家が何軒か」

「敵襲？　やっぱりあいつら、待つつもりなんてなくて」

　駆かけ寄ったクリスは、思わず騎士の肩をつかんで訊たずねてしまう。相手はしばらく、いきなり嚙かみついてきた女司祭の正体に気づいていないようだった。やがて目を何度もしばたたき、「あんた、どこかで」と言いかけて、ミネルヴァに口をふさがれる。

「気をつけろ、密みつ行こう中なんだから！」

　ここ二階にも、祈き禱とう式のためにやってきた女たちが大勢いて、火事の知らせにだれもが動転してバルコニーの向こうの黒煙を見つめている。若い騎士は、それを眺め渡し、クリスたち四人を順じゆん繰ぐりに見て、ようやく気づいたようだった。

「あ、す、すまん、クリスだったのか。うわ、こっちはミィナか、いやはや驚いた。化けたもんだな、みんな……」

「それはいいから、状況を！」

　恥ずかしさもあり、クリスはきつい声になってしまう。騎士は暗い顔になる。

「火槍車は無人だった。暴れ馬をくくりつけて走らせたんだ」

「くだらないこけおどしを……」

　ミネルヴァが歯は嚙がみする。

「それだけじゃねえぞ。火槍車には、『クリストフォロ卿きよう、迎げい参さん』って書いた板が打ちつけてあった」

　クリスは血の気が引くのを感じた。

　──ぼくを迎えにきた。そう書いてあったのか。なんて……

　──なんていやらしい脅おどし方だ。

「実際に街に被害が出てるなら。……ぼくが、投降して」

　ミネルヴァに足を踏んづけられた。

「ばか。いい加減、そのくだらない考えを捨てろ。おまえにちょっとでもそう思わせるために、あいつらは市民の方を追い詰めてるんだぞ」

　それはわかっている。それでも、考えずにはいられない。

「……やつのやりそうな手て管くだだ」

　ジュリオがぼそりとつぶやいたのも、クリスははっきり聴き取っていた。

「だから街の連中が死にものぐるいでクリスを捜さがしてる。もう教会じゅうに知れてるはずだ、絶対に見つかるんじゃな──」

　騎士は言葉を途中で吞のみ込こみ、そそくさとクリスたちから離れた。階段を上ってきた、粗雑な造りの甲かつ冑ちゆう姿がいくつも見えたからだ。松明たいまつを手にした、自警団の者たちだ。

「この堂はまだ捜していないはずだ」

「いいかおまえら！　クリストフォロだ、髪が真っ黒で女みたいな顔をしたちびだ」

「街のためにも、手分けして絶対に見つけ出すんだ、今夜じゅうだ！」

　ヴェールをかぶった女たちは顔を見合わせて囁ささやき声を交わす。クリスは、階段から離れてしまったことを後悔していた。上に行くには、どうしても自警団の連中にどいてもらわなければいけない。しかし、これからこの堂を捜索すると息巻いているのだ。

「……いざとなれば、みんな斬きる」

　ジュリオがつぶやいた。ミネルヴァははっとしてそちらを向き、クリスも思わずジュリオの腕をつかんでいた。

「なに考えてるんだ、大騒ぎになるぞ」

「あの将軍におまえを引き渡すわけにはいかないんだ、絶対に」

　押し殺した声を戦わせていたそのとき、パオラが息を吞のむ声が聞こえた。頭ず巾きんの陰からちらとうかがうと、そばにいた女数人がこちらを見ている。

　──気づかれた？

　背筋を冷たい汗が走る。視線が合ってしまう。女の一人が目を丸くし、口に手をあてた。その向こうで自警団の男が腕を振り回してクリスの名前を連呼している。クリスの中で迷いがふくれあがる。投降すべきだという思いと、そんなことをしたらミネルヴァから引き離されてしまうという思いが胸の内でせめぎあう。

　囁き声があっという間に伝わっていくのがわかった。女たちがみんなこちらをさりげなく見ている。何人かがそそくさと歩み寄ってくる。パオラがあわててしどろもどろに取り繕つくろうのは逆効果だ。ミネルヴァの指がクリスの腕にきつく食い込むのがわかった。

「ねえ、あんた……」「そうよね、やっぱり」

「こんなところに」「今の今までちっとも気づかなかったわ……」

　ひそめた声も、いくつも重なれば空気を変えてしまう。自警団の男の一人も、ついにこちらに気づいた。

「どうした。なにかあったのか」

　一人、また一人、女たちをかきわけて、松明たいまつの火がこちらに近づいてくる。

　──バルコニーから飛び降りるか？　二階ならなんとか、いや、でも下で騒ぎになる。庭はもっと男たちが多いはずだ。強引に突破して階段に向かうか。そしたらフランチェスカのところには行けなくなる、また隠れなくちゃいけない、どうする。

　──やはりあきらめて投降するしかないのか。それでみんな、ひとときでも安全になるのであれば……

　思考が火を噴ふきそうなほどの速さで回る。視界の端で、ミネルヴァとジュリオがともに身を固くするのがわかった。目め配くばせで制止するが、ミネルヴァは袖そでの中の短刀を握にぎってクリスの前に出る。だめだ、騒ぎを起こしては──

　そのとき、張りつめた空気に声が割り込んだ。

「なんでもないよ。教きよう母ぼさまが火事を見て気分を悪くされただけさ」

　クリスも、他ほかの三人も、そちらを見た。

　いちばん近くにいた、中年の女性だ。さきほど、真っ先にクリスと目があった一人。

「見りゃわかるだろう、ここにはあんたらの他ほかは女しかいないよ」

　隣にいたもう一人の小太りの女性も、ごく自然な口調で言う。クリスは声を漏もらしそうになり、唾つばを飲み込んでこらえた。

「これから上の鐘しよう楼ろうにみんなで行くところだから、あたしらが捜さがしておくよ」

「上の階には女司祭用の部屋がたくさんあるからね、いくら火急の用だからって、男がずかずか入り込んだら、色んな女神さまに叱しかられるだろうさ」

　自警団の男たちの行く手を遮さえぎるようにして、何人もの女たちがクリスたちの前に出てきてそんなことを言う。クリスはその色とりどりの典てん礼れい服の背中を、呆ぼう然ぜんと見つめていることしかできない。

「む。そ、そうか」

　甲かつ冑ちゆう姿の男は気け圧おされ、立ち止まる。

「とにかく大至急だ。それから、五階の渡り廊下に見張りを置いてから捜せよ。万が一、上の階にいても、主聖堂の方に逃げられてしまうからな」

「まかしときな」「それよりあんたらは連絡係だろう、他を回りなよ」

　女に言われなくてもわかっている、と憎々しげな言葉を捨て置いて、自警団の者たちは階段を下りていった。

　階段口のそばにいた女が、階下を確認し、うなずいてみせる。すると、堂内にいたほとんど全員がクリスたちのまわりに寄ってきた。

「まあ、うまく化けたもんですねえ」と、無遠慮にクリスの頭ず巾きんに触ってくるので、思わず身を引いてしまう。

「遠目じゃわからなかったわ」

「でもやっぱり、しぐさとか歩き方とかでね」

「そうね、女の目にはわかるわね」

「一人だけ物腰が男だったものねえ」

　十数人の女たちが顔を見合わせて忍び笑いをする。クリスを追っている男がすぐ階下にいなければ大笑いしていただろう──と思わせるほど、緊張のない雰囲気だった。クリスは呆あつ気けにとられてしまう。

「一人だけ、ですって」パオラが可お笑かしそうに小声で言った。「白しろ薔ば薇らさんはすごいですね、男の子だって気づかれてないですよ」ミネルヴァがその足を踏んづけて黙らせる。

　けれど、やがて女たちのだれもが表情を引き締しめた。

「……ごめんなさいね。男どもが、身勝手で」

　六十手前ほどの、落ち着いた老婦人がまず言った。

「あなたは命を賭かけて教会を取り戻してくだすったのにね……」

「うちの男たちは、死ぬほどの目に遭あったことなんてついぞないから」

「戦いくさのことなんてなんにもわかってないだろうに、騎士団の邪魔ばっかり」

　クリスはうつむいてしまう。

「でもそれは、当たり前で……だって、ぼくのせいで……だから、ぼくが」

　隣にいたミネルヴァが腕をつかみ、にらみつけてくるのと、老婦人の手がクリスの肩に置かれたのは、ほとんど同時だった。

「あたしらの不幸が、あなたのせいだとしたら」

　青いヴェールの奥で、老いてひび割れた唇が、まるで手のひらの温かさで溶けかけた蜜みつのような、柔らかい言葉を紡つむぐ。

「あたしらの幸せだって、あなたのおかげなんですよ」

　クリスはぼんやりとその女性の顔を見つめ、言葉が身体からだの底の底まで染しみ込むのをじっと待った。

「人が人のそばにいるって、そういうもんです」

　そばで聞いていたミネルヴァの指が、いっそう強くクリスの腕に巻きつく。

　クリスがたしかに決心したのは、おそらく、この瞬間だ。

「ほら、のんびりしてないで」べつの女が階段を指さして言った。「聖女さまのところに行くんでしょ、自警団がまた捜さがしにくるかもしれない、急いで」

「あ、は、はい」

　パオラがまず、足早に階段に向かう。ジュリオの手をつかんで引きずるようにして。だから、白しろ薔ば薇らの騎士がどんな顔で今の言葉たちを聞いていたのか、クリスにはわからない。ミネルヴァには、触れた手ごしに奇妙な体温と脈みやく動どうが伝わってしまったかもしれない。さっきまでクリスの胸の内でざわめいていた迷いは、凍こおった青い炎みたいなものに結晶してしまっていた。

　だからミネルヴァの背中を押して、走り出す。







　聖職者の住居とはとても思えない、貴族趣味の派手な部屋だった。天てん蓋がい付きの巨大な円形寝台は、ザカリエスコ城にあるフランチェスカの寝室のものよりもはるかに大きい。天井画は大教会の平面図に神々の姿を重ねて描いた豪ごう華か絢けん爛らんなもので、燭しよく台だいはどれもガラス製、調度の類は一目でアンゴーラからの舶はく来らい品ひんとわかる精せい緻ちな彫刻が施された品だ。

「全員、斎さい服ふくのままで待つようにとフランさまがおっしゃっていました」とパオラが鍵かぎを閉めてから言う。

「なんでだ。こんな動きづらい服、さっさと脱ぎたい」とミネルヴァが口を尖とがらせる。

「ええと。この部屋からまた緊急に逃げなきゃいけない場合もあるかもしれないから、それに備えて──ってフランさまが」

　パオラの説明が主あるじに仕込まれた噓うそだということは、すぐに露見した。一いつ刻こくとたたずに、ジルベルトを伴ともなってフランチェスカがやってきたからだ。

「ここは総そう主しゆ教きようさまが、とくべつにお気に召した女性だけに入室を許して、秘ひ蹟せきを授ける儀式を行う部屋なの」

　さっそく寝台に寝そべり、フランチェスカは皮肉たっぷりに説明した。

「きっとこうして女を並べて品定めしたのでしょうね。悪くない気分だわ。四人とも、今日は一日じゅうそのかっこうでいなさいな」

「まさか、このかっこうが見たいから、このままで待たせたんじゃ……」

　ミネルヴァが唇を震ふるわせてつぶやく。

「もちろんそうよ。とくにクリス、そのかっこうでいるとほんとうに女の子に見えるわ。どうかしらジル、あなた以外はこれを近衛このえの制服にするというのは」

「動きづらく、防御効果も望めません。暗あん器きを隠しやすいという以外は利点がまったくないので不採用です」

　なぜまじめくさって反論するのか、とクリスもあきれる。ミネルヴァは憤いきどおって頭ず巾きんをむしりとり、床に叩たたきつける。ようやくあの紅あか色いろに燃える髪が現れて、あたりの空気に少しだけ現実感が戻ってくる。

　今この秘密の寝室には、団長と近衛三人、そして捕ほ虜りよが一人だけ。しかも総そう主しゆ教きようの部屋の祭さい壇だんに偽ぎ装そうされた扉からしか、この部屋に入れない。鍵かぎはフランチェスカしか持っていない。だからひとまず見つかる心配はなかった。クリスも息をついて頭巾をはずす。

「あら残念」

「そんなに教きよう母ぼ姿を眺めて面白がりたいなら、あいつをおもちゃにしろ」

　ミネルヴァがジュリオを指さす。女装したままの白しろ薔ば薇らの騎士は、戸口に背中を押しつけてじっとこちらをにらんでいる。

「そうね。あの子は、似合うとか似合わないとかいう問題ではないわね。あんな子に臥ふし所どで秘ひ蹟せきを授けられたら、あたくしでさえ信仰を取り戻してしまいそうだわ」

「いったい、この騎士団はなんなんだ。子供の遊びばかりじゃないか」

　怒っているというよりはあきれかえった口調でジュリオは言って、両手を揺すってたやすく縄なわをはずし、頭巾をはぎとる。

「これがほんとうに、王国が唯一おそれる精鋭軍なのか。こんな連中に殲せん滅めつされた駐ちゆう屯とん軍ぐん一万の魂は、情けなさのせいで天堂の御み魂たま屋に還かえれないぞ」

「もちろん、還っていないわよ」

　フランチェスカは急に冷えきった声になる。

「子供たちがいくら弔とむらいの祈りを捧ささげようと、無駄でしょうね。ここで戦死した者のほとんどは、冥めい王おうの奈な落らくに堕おちたわ」

　クリスははっとして主あるじの顔を見つめた。ミネルヴァも腰を浮かせた。ジュリオは表情を歪ゆがめ、なにも答えない。

「その話をしにきたのでしょう？　あたくしもそうよ。だから、クリスをここで待っていたの」

　そのときクリスは、ふと思う。

　フランチェスカは自分と同じことを考えているのではないか。

　彼女のそばにずっといて気づいたことがある。この誇り高き策略家の少女は、告げるのがつらい言葉を抱かかえているときに、ひどく軽口が多くなる。まるで、笑って空を仰あおいでいれば、背中の重みを忘れられる、とでも信じているかのように。

　重ねた視線でそれが確信に変わる。

　だからクリスは先に、言葉にする。

「フランチェスカ。頼みがあるんだ」

　深い海の色をした瞳ひとみが、わずかに見開かれる。その唇から笑みが完全に消え去る。

「……自分の意志、ということにしたいの？　あたくしの命令ではなくて？」

　クリスはうなずいた。

「もう、決めたんだ。王国軍に投降する」





４　祈りの下もとの獣けもの







　王城の南西、広い馬場や四階建ての巨大な兵舎を擁ようする《鋼はがねの宮》と呼ばれる区画に、数千の兵たちのぴったりとそろったかけ声や、緊張感のある蹄ひづめの音が満ちていた。

　王おう配はい候こうガレリウスは、めったに訪れることのない場所なので、高い渡り廊下でときおり立ち止まって兵たちの訓練の様子を眺めた。前を歩く案内の兵二人も、後ろに付き従う侍じ従じゆうたちも、さぞかし迷惑だろうと自分でも思う。

（わざわざこんな場所まで呼び出されたのだ。約束通りの時間に顔を出すのは癪しやくだ）

　どうせならできるだけ相手を待たせてやろう、とガレリウスは思う。将軍として優秀だったコルネリウスの死後、軍部に対しての大たい公こう家けの発言が衰えた感がある。こうして兵たちに王配候の姿をじっくりと見せつけ、こちらもおまえたちをいつも注視している、と思い知らせるのは悪くないだろう。

「閣下、僭せん越えつながら……」と、案内役の兵が苦い顔を向けてくる。「お急ぎくださるようお願いいたします。アルビレオス将軍は演習の予定が詰まってございます」

　国を統すべる王配候によくも言えたものだ、とガレリウスは思うが、口には出さずまた歩き出す。

（アルビレオス。王国広しといえど、王配候を平気な顔で呼びつけられるのはあやつぐらいのものだ。ヒエロニヒカであっても、もう少し遠慮する）

　ガレリウスは、神官団のことは聖王家に寄生する病びよう巣そうだとみなしていたが、軍部はいくらか信頼していた。しかも、今回の件ではこちらに完全に非がある。だからこうしておとなしく出向いたのである。

　やがて、廊下を渡りきり、石壁にびっしりと蔦つたの這はう古い棟の二階部分に入る。鋼が火花を散らしてぶつかり合う鋭い音が聞こえてくる。

　広間の壁には聖王家の旗と万まん軍ぐん旗きが隙すき間まなく掲かかげられ、等間隔で休めの姿勢をとった若い騎士たちが、四方の壁かべ際ぎわにずらりと並んでいた。

　その視線の集まる広間中央に、剣を手にした数人の姿がある。みな鎧よろいを一切着けておらず、騎士の平服は腕も脚も切り裂さかれている。血がどこにもにじんでいないのが不思議なくらいだ。

　一人だけ、まったく無傷の男がいた。ちょうどガレリウスに背を向けた、引き締しまった長身の男だ。こちらも平服であり、肩に入れられた刺し繡しゆうでなんとか将軍職であるとわかる。剣を手に荒い息をついていた五人の若い騎士たちが、その将軍を囲んで、気合いとともに一いつ斉せいに斬きりかかる。

「左ひだり肘ひじ！　踏み込みが崩れている！　呼吸を読まれるな！　十字規き矩くが崩れた！　連動がずれたままだ！　三の太た刀ち！　棒になるな！」

　太い声を飛ばして指摘しながら、将軍は片手の長剣一本で、五方からの攻撃をすべて完全にいなしている。その剣は受けるだけではなく、少しでも甘いところを見つけると稲妻のような速さで繰り出され、服だけを斬きり裂さく。

　やがて騎士たちは一人また一人と剣を跳はね飛ばされ、汗で濡ぬれた石の床に倒れてしまう。最後の一人が膝ひざを突くと、長身の男は息ひとつ切らさず剣を鞘さやに収めた。

「……今日はここまで」

「私たちにもご教授ください」「まだお時間では」

　壁かべ際ぎわに並んでいた若者たちが、男のまわりに集まってくる。

「客きやく人じんだ。今日は解散せよ。戻るのは夜になるぞ」

「ではそれまで個別の鍛たん錬れんで」「夜までここでお待ちします！」

　大した人望だ、とガレリウスは思う。コルネリウス麾き下かでは見られなかった光景だ。

　騎士たちを振り払い、将軍はこちらにやってきた。獅し子しを思わせる険けわしい顔に、汗ひとつかいていない。その左胸に留められた白しろ薔ば薇ら章しようは、ガレリウスにどうしてもジュリオのことを思い出させた。

　もちろん今日の用よう件けんに、あの若き白薔薇の騎士のことも含まれているのだろう。

「閣下、お待たせして申し訳ございません」

　ガレリウスの眼前までやってくると、将軍は深々と軍式の最敬礼をする。

「よい。久々に面白いものを見た。この歳としだと戦場のにおいは遠くなる」

「そうは仰おつしやいながら、ずいぶんと軍に口を出されているご様子。このアルビレオス、聖軍を預かる身として看かん過かできませぬゆえ、非礼ながらお呼び立ていたしました」

　顔を上げた将軍は、一転して辛しん辣らつな口調になる。ガレリウスは眉まゆをひそめた。

「そなたを軽んじたつもりはないのだ。ともかく人を払いたい、執しつ務む室しつに案内してくれ」







　アルビレオスはちょうど十年前、三十五歳の若さで将軍位の末席にのぼりつめた。これは、慣例で必ず就しゆう任にんする王おう配はい候こうをのぞけば、史上最年少の将軍の誕生だった。しかし、極端な縦関係のみが支配する軍の中でも、これを疎うとんじる声は一切あがらなかった。まず第一にアルビレオスは、剣けん審しん院いんにおいて、七度死ぬよりもなおつらいといわれる一等審査をくぐり抜けた白薔薇の騎士であった。第二に、北方戦線でアンゴーラ軍から国境を死守しながら昇進を重ねてきたたしかな実績があった。そしてなによりも、泥沼の内乱へと突き進みつつあった王国が、若い力を欲していたのだ。

　就任から六年、老ろう練れんの諸しよ卿きようを追い抜きアルビレオスが大将軍旗を賜たまわったのも、まったく当然のことと受け止められた。

「大将軍がそう軽々しく聖都サンチユリオを離れては困る」

　将軍執務室の机を挟はさんでアルビレオスと向かい合い、ガレリウスはそう責めてみた。

「アンゴーラも今は洪水期、我らの国境砦とりでをつつく余裕などあるまい。北ほく衛えい将軍にまかせておけばよかったではないか」

「今なればこそ北ほく衛えい軍を立て直す必要があるのです。若い派は遣けん兵が増えすぎて、水軍とは呼べぬほどの劣化ぶり。流氷の扱いをはじめ、北衛軍でしか通用せぬことが多すぎます。都よりも北へ行った経験すらない将軍の手には余ります」

「わかった、わかった。無知な口出しを赦ゆるせ」

　王城を空あけていたそちらも悪い、という理屈で、多少なりとも追及を軽減しようと画かく策さくしたガレリウスだったが、理路整然としたアルビレオスの反論にそそくさと降こう伏ふくした。

「まず責められるべきは、デュロニウス卿きようの将軍着任を閣下が独断でなさったことです」

「あれはやむを得ぬ事情があった。大たい公こう代行がたかだか千人隊長のままというわけにもいかぬ。それに、コルネリウスの後任が決まるまで、軍の議決権は私にある」

「そもそも軍議の招集権が私にあります」

　それをわかっていてガレリウスは、貴族院の方を招集し、そこでデュロニウスの人事を決めるという搦からめ手てを使ったのである。アルビレオスの帰還を待っていては遅きに失していたし、そもそも反対されるであろうことがわかっていたからだ。

「ともかくデュロニウス卿に南なん征せい軍を与えるなど、危険すぎます。プリンキノポリにぶつければザカリアと共倒れしてくれるとの腹づもりならまだわかりますが」

　ガレリウスは内心、苦笑する。この清せい濁だく併あわせのむ度ど量りようこそ、ジュリオにはないものだ。

「共倒れしてくれればよい、とこちらも期待して任命したのはたしかだがな。南征将軍の座は、デュロニウスの方から要求されたのだ」

「あちらから？　なぜです。万単位の兵に掠りやく奪だつを教え込みたいというのならば東国に直接攻め込みたがるのではないですか」

「さて。わからぬ」涼しい顔でガレリウスは噓うそをついた。しかし、アルビレオスであればじきに調べ上げてしまうだろう。

「ともかくデュロニウス卿は南征副官に降こう格かく。極きよく南なん軍がプリンキノポリに戻り次し第だい、そちらの司令官コスタクルタ卿を南征将軍といたします。すでに軍議で決定し、陛下の認可をいただいて勅ちよく使しを派遣いたしました」

　さすがにガレリウスはしばし絶ぜつ句くした。

「……大した手て際ぎわだが、大公が副官に甘んじるなどまったく先例がないぞ。デュロニウスも黙ってはおるまい」

「デュロニウス卿は代行にございましょう。大公代行なる職がそもそも先例なきもの。伝統を盾たてに反論されるいわれはございませぬ。デュロニウス卿はこれまでの経歴からしても副官どまりが妥だ当とうでございましょう」

　感かん嘆たんしてしまう。たしかにその通りだ。神に祝福された王おう配はい候こうが、後継の選出前に死ぬことなどあり得なかったため、大公代行なる立場の人間が実際に現れたのはデュロニウスがはじめてだった。それにしても、よくもここまで大公家の矜きよう持じを堂々と軽んじる発言を続けられるものだ。

「いまひとつは、ジュリオ・ジェミニアーニのことです」

　アルビレオスの言葉に、やはり、とガレリウスは思う。

　ジュリオはもともとアルビレオスの直属の部下である。近衛このえをはじめとした聖王国軍の中核部隊の訓練を一任された師範代だったのだ。

「私は、女王陛下の守護役としてであれば、と転任を認めたのです。しかし聞けば今は特務を負ってプリンキノポリにいると。筋が通りませぬ」

「しかし女王守護役に任命された時点で、ジュリオは王宮付きとなる。すると人事権は女王陛下及び王おう太たい伯はく陛へい下かに移る。それ以降、どう転属を言い渡されようとも、そなたの抗議こそ筋違いというもの」

　アルビレオスの顔がいっそう険けわしくなる。

「その詭き弁べんは通じませぬ。すでに調べました。ジュリオは最初から王太伯陛下の直属として配されており、転属の記録はありませぬ。なれば、私との約束は反ほ故ごにされたことになりましょう」

　ガレリウスは苦り切った表情のまま黙る。

　もちろん正式に女王守護役としてしまえば、転属の際にシルヴィアの許可が必要となる。それが面倒で最初から王太伯ティベリウスの直属としたのだ。プリンキノポリに暗殺任務で差し向けることになるとまではガレリウスも予測していなかったが、いずれなんらかの特務に便利遣づかいするつもりであったのはたしかだ。

「こうなっては、王太伯陛下に一度お目通りを。直じき々じきに奏そう上じようしたく存じます」

「ならぬ。翡ひ翠すい宮は戦いくさ人びとの立ち入る場所ではない」

「戦人の領域に立ち入って勝手をなさったのは王太伯陛下の方にございましょう」

「アルビレオス、言葉が過ぎるぞ！」

　大将軍は素直に頭を垂たれた。ガレリウスの方が敗北感を嚙かみしめることになる。非礼をとがめる以外に言い返す方法がないと認めたようなものだからだ。

「ともかくジュリオは王宮師範代に戻していただきます。なるべく早期に」

「……なぜ急ぐ」

「師範がじきに戻ってきます」

　ガレリウスは目を剝むく。

「あの女がか。いったい、今までどこを遊び歩いていたというのだ」

「先日、アブレヒト港で逢あいました。アンゴーラを巡めぐっていたと。そろそろ聖都サンチユリオに戻るつもりであると聞かされ、こうして私が先んじて戻ってきた次し第だい」

　嘆たん息そくを禁じ得ない。あの、王宮指南役が戻ってくるのか。

「あの女を師範に据すえたのは間違いでした」アルビレオスが渋い表情で言う。「退任させたいのは山々ですが、私は大将軍職を投げ出すわけにはいきませぬし、正直なところ私でも勝てるかどうかはわかりませぬ」

「ジュリオならば勝てると？」

「髪の毛よりも細い望みでありましょうが」

「忌いま々いましい掟おきてだ。剣の勝負で破らねば代だい位いできぬとは、まるで蛮ばん族ぞくの習いではないか」

「戦いくさ人びととはそういったものです。指南役の権限はいくら縮小させられようとも、この掟だけは曲げるわけにはいかぬでしょう」

　王宮指南役には、建国当時から連れん綿めんと継がれてきた奇妙なしきたりがある。大将軍さえも指南役の罷ひ免めんと任免は自由にできず、ただ軍神のみがこれを決定する──すなわち、現職の指南役を剣で圧倒した者が、その座を受け継ぐことができるのだ。

（あの女、そのまま遊び歩いてのたれ死んでくれぬものか）

　剣の勝負で倒されるところは、まったく想像できない。アルビレオスとジュリオが二人がかりでも無理だという気がする。しかし、あんな無法者を王宮に置いていては風紀が乱れることこのうえない。

「しかし……ジュリオはもう手遅れかもしれぬ」

　ガレリウスは正直なところを口にする。プリンキノポリ大教会が陥かん落らくし駐ちゆう屯とん軍ぐんが全滅したとの報しらせはすでに聖都サンチユリオにももたらされていた。ジュリオが教会駐屯軍に合流していたかどうかはわかっていないが、その可能性は大きい。

「あれは必要な男です。次の王宮指南役に、というだけではありませぬ。女王陛下にとってもです。王おう太たい伯はく陛へい下かに直じか談だん判ぱんしてでも連れ戻します」

　ふん、とガレリウスは鼻を鳴らす。

「同じ年とし頃ごろの話し相手として、か？　くだらぬ」

「陛下は託たく宣せんをお話しくださらなくなったそうではありませぬか」

　それでジュリオを身近に置いて間接的に聞き出そうという手は、すでにガレリウスが使った。もう通用すまい。シルヴィアは二度とジュリオを近づけないだろう。

「急を要した果か胎たいの託宣は、すでに私がジュリオを使って賜たまわったぞ。この後、そうそう必要になることも──」

「昨日、陛下がまた託宣を得たと聞き及んでおります」

　ガレリウスは目を見開いた。初耳だったからだ。戦人にしては目ざとい男だと思っていたが、まさか情報で先んじられるとは。

「まことか。どこからその話を」

「神官団から」

　震ふるえる拳こぶしを背中に回して隠す。

「陛下は、大たい公こう家けにはなんとしてでも知られたくないご様子でした」

（神官団には教えるが、大公家には隠しておきたい託宣？　それはなんだ）

「そもそも聖巡においでになったわけでもないのに、これほど頻ひん繁ぱんに託宣を賜るのは異常事態です。閣下にはそれをご理解いただきたい」

「わかっておる！　その、その託宣の内容を早く教えよ」

「翡ひ翠すい宮にお呼びいただければ、そこでお話しいたします」

「ほう。取引か」怒りで声が震ふるえているのが自分でもわかる。「たかだか部下一人を呼び戻すためだけに、なにゆえそこまで。そなた、だれを敵に回しているのか──」

「その件だけではありませぬ」

　アルビレオスがぴしゃりと遮さえぎった。続く言葉で、ガレリウスはこの将軍をまったく甘く見ていたことを深く思い知らされることとなる。

「王おう太たい伯はく陛へい下かにこうお伝えくだされば、このアルビレオスとの面会を前向きにご検討願えるでしょう。ユリアさまの葬儀のことで、と」

　さしものガレリウスも驚きを内心にとどめておけなかった。息を吞のむのが相手にも聞こえたことだろう。なぜ、その名が今ここでアルビレオスの口から出てくるのか。

　ユリア。ミネルヴァとシルヴィアの母親、すなわち先代の託たく宣せん女王。

「……先代の……葬儀、だと？」

「はい。お伝えください。密葬において、王太伯陛下が──そして大だい院いん司しがなにをなさったか、アルビレオスは存じている、と」





　　






　引き絞しぼったうめき声を吐きながらミネルヴァは目を覚ました。身を起こそうとしても力が入らない。胸が不気味なまでに脈打って上下している。

「クリス……クリス！」

　その名を呼び、いつも悪夢を吸い取ってくれていたあの冷たく頼りない手を求め、ミネルヴァはもがいた。

「ミネルヴァさま、落ち着いて息をしてください！」

　ぼやけたまま揺れていた視界が徐々におさまり、目の前にある二つの顔が、闇やみの中でじわりと輪りん郭かくを取り戻す。闇に溶け込んだ月の光の色。

　ジュリオだ。なぜ。ミネルヴァの記憶と、たった今見た夢の恐怖が混こん濁だくする。なぜジュリオが同じ寝床に？

「おまえ、どうして──」

　持ち上げようとした手に違和感があった。首をひねって確かめる。左手首は、短い縄なわでジュリオの右手とつながれていた。縄抜けできないようにとジルベルトに頼んで施してもらった特別な結び方である。

　クリスを追いかけていけないように。ジュリオが──それからミネルヴァ自身が。

　今こうしていても、大剣を手に教会を飛び出し、北に陣を広げるデュロニウス軍に突撃したいという衝しよう動どうが腹の底で渦巻いている。

　寝台の足下の床に、敷布が広げられ、そこでパオラが寝息をたてている。その三人の他ほかに人影はない。

　クリスは、行ってしまったのだ。

　ミネルヴァは深く息をつく。

　肋ろつ骨こつを内側から叩たたくほどの動どう悸きが、ようやくおさまっていく。

「いつも、その、クリストフォロと……寝床を、ともに？」

　ジュリオの問いに、かあっと耳が熱くなる。名を呼んでいたのを聞かれたのか。

「な、なにをっ、そ、そんなわけないだろう！」寝台から蹴けり落おとす。「あ、あいつは、おまえだって知ってるだろう、命運を喰くらうんだ、そ、それでっ、わたしの予知夢の痛みも消せるから、ときどき、ときどきだぞっ、寝てる間に」

「も、申し訳ございません」

　ジュリオは首をすくめて、寝台の下から言った。

「それでは、今、託たく宣せんが──おりたのですか」

　ミネルヴァは怒ど声せいを吞のみ込こみ、寝台の奥の方に後ずさった。それでも縄なわでつながっているため、あまりジュリオを遠ざけられない。膝ひざを抱かかえ、胸に押しつける。

「だれに、ですか」ジュリオが固い口調で訊たずねてくる。「どんな死を」

「おまえには関係ない」

　夢の不愉快な余よ韻いんを、血のにおいを、払い落とすように首を振る。

「おまえがそんなこと知って──案じるふりなんてして、どうするんだ。わたしはシルヴィアじゃないぞ。わたしを代わりに助けたって、おまえがシルヴィアを放ほうり出だしてきたって事実は、消えたり──」

　ミネルヴァははっとして口をつぐみ、二の腕に強く爪つめをたてる。

　ジュリオの顔は、そのまま千の氷の粒に砕くだけてしまいそうだった。

（わたしだって、逃げたのに）

（ジュリオと同じように、シルヴィアを置いて逃げたのに）

　顔を伏せると、埃ほこりっぽい沈黙がうなじに積もっていく。

「赦ゆるせ」

　ようやく、それだけを自分の両膝の間に吐き出せた。

　ジュリオが泣き出しそうな目でかぶりを振るのが、見なくてもわかった。

「おまえが案じるようなことじゃない。殺される、夢だったけど……予見じゃない。だって、相手は父だった」

　息を吞む音。

「ティベリウス……さま？」

　ひとの口からその名を聞くのは、久しくなかったことだった。

「だから、予見じゃない。痛みが全然なかったし、それに、夢に出てきた父は若すぎた。たぶん、場所は地下の銀ぎん陰いん宮きゆうで……暗くて、そこまではっきり見えなかったけど、手にも全然しわがなかったし、声もなんだか、子供みたいに張りがあって、ちょっと不気味だった。あれは、たぶん」

　そこまで言って、ミネルヴァははっとして顔を上げた。すぐそこにジュリオの思い詰めた顔があって、思わず背後の寝台の縁に背中を押しつけてしまう。

「……な、なんだ」

「痛みが、なくて──王おう太たい伯はく陛へい下かのお姿が、若かった、と？」

「だから、ただの夢だ。母かあ様さまが殺されたときの。もう何度も見てる」

　ミネルヴァは、母親のユリアが銀ぎん陰いん宮きゆうで父ティベリウスに殺された日のことを克こく明めいに記憶している。物心ついてもいない幼おさな子ごだったはずだが、おそらく聖王家の血筋が母親の意識とミネルヴァの記憶をつないでしまったのだろう。

　そのせいで自分の運命を、ごく幼おさない頃ころから知っていた。大だい院いん司しからの教育を受けるよりも早く、王城を逃げ出していた。シルヴィアを置き去りにして。

「王太伯陛下が……まさか。いえ……」

　ジュリオの顔は暗くら闇やみの中で青白く浮かび上がっている。その声はかすかに震ふるえている。

「なんだ。なにか」

　薄うす桃もも色いろの唇が、戸と惑まどいながらも答えを探ろうとしたときだった。高らかな鐘の音があたりを満たし、床で寝ていたパオラが飛び上がった。

「──ふゃっ」

　寝ぼけ眼まなこでまわりを見回し、両手でばたばたとなにかを探す。

「服！　あたしの斎さい服ふく！　ど、どこやっちゃいましたっけ、あ、あ、あれ？　早くしないと、も、もう交代時間！　フランさまに叱しかられる！」

　ミネルヴァはため息をつき、枕まくら元もとに丸めてあった斎服を投げてやる。今、教会じゅうが夜を徹しての祈き禱とうの最中で、聖女と崇あがめられるフランチェスカは昨夜あれからすぐに主聖堂での典てん礼れいに出かけてしまったのだ。朝の鐘で、パオラと交代する取り決めである。

「あれ？　どこに腕を通すんでしたっけ。きゃ、紐ひもがからんだ！　どどどどうしよう、ほどけない！」

「こらパオラ、ここで脱ぐな！　せめてあっちの棚の陰で」

「白しろ薔ば薇らさん、て、手伝ってくださいお願いします！」

　悲鳴に近いパオラの声に、ミネルヴァは途と方ほうに暮れてジュリオの方を見た。意外なことに──男なのだから当たり前ではあるが──頰ほおを赤くして顔をそらしている。それでも、ジュリオならべつにかまわないだろう、と思ってしまう。

「なんとかしてやれ、早く！」

「縛しばられたままで、ですか」

「いいからそのままでなんとかしろ！」

「う……わ、わかりました」

　乱れに乱れた斎服の間からのぞく裸の肩や腰をなるべく見ないようにしながら、ジュリオは着付けを手伝ってやる。しかも右手は拘こう束そくされたままで、である。

「ほんとにありがとうございます」

　見事な教きよう母ぼの装いになったパオラは、深々と頭を下げる。












「その器用さを分けてほしいです。あたしなんて、両手自由でも靴くつ紐ひも結び間違えたりするのに……」

　ジュリオはひどくばつが悪そうに、そっぽを向いてしまう。

　それからパオラは、長い袖そでと裾すそを翻ひるがえしてミネルヴァの方を向いた。

「それじゃあ、クリスさんのことを神様にお祈りしてきます」

　その濁にごりのない笑顔を、ミネルヴァはぼんやり見つめる。

「無事を祈るんじゃないですよ。あの人、色んな神様にきらわれてるみたいだし。だから、罰ばちがあたるようにって祈ってきます」

　胸を張るパオラ。

「ちゃんと生きて戻ってきて、ミィナさんとかジルベルトさんにいっぱい叱しかられる。そういう罰があたりますように、って」

　ときおり、パオラがうらやましくなる。

（わたしよりも、ずっと強い）

（わたしはそんなふうに考えられない）

（引き留めることもできなかった。かける言葉もなかった）

（ただクリスの背中を、見ていることしかできなかった）

　隠し戸から飛び出し遠ざかっていく足音を聞きながら、ミネルヴァは昨夜のことを思い出す。クリスとの別れのことを。





　　






「俺おれは反対です」

　最初にジルベルトの低い声が、寝室の燭しよく台だいの火を揺らした。

　その手はジュリオの首を締しめつけ、絨じゆう毯たんに押さえ込んでいる。投降する、とクリスが告げた瞬間、飛びかかろうとしたからだ。

「勝算がない。無駄死にです」

「そうは言いながら、その子の邪魔はするのね」とフランチェスカは寝台に腰掛けたままジュリオに目をやって言う。

「こいつはクリスを殺して止めようとしているだけでしょう」

「絶対に行かせるなッ」

　ジルベルトの手の下で這はいつくばったジュリオが叫んだ。

「デュロニウスが王おう紳しんの後こう見けんにおさまったら、どうなると思っているんだッ！」

　ミネルヴァの驚きも憤いきどおりも、ジュリオの叫び声に吸い取られてしまったかのようだった。ただ、澄すんだ決意で半月のように透き通ったクリスの横顔をじっと見つめる。

「そんなわけのわからないやつの言いなりになるために投降するわけじゃない」

　ジュリオの顔を見下ろしてクリスが冷ややかに言った。ぞっとするほどはっきりと、クリスの意図がミネルヴァに伝わってくる。

「将軍を、殺す──ためか」

　つぶやくと、クリスは哀かなしげな目だけをこちらに向け、かすかにうなずく。

「ほんとうは、もう一日ほしかった。明日、新月になるから」

「そうね。ニコロの準備も、間に合うかどうか。でも明日の夜まで敵が待ってくれるとは思えないわ」

　寒気がするほど事務的な口調でフランチェスカが言葉を挟はさんでくる。

「あっちがぼくを──女王の夫として迎えるつもりなら、絶対に将軍本人に面会できる。そこで殺す」

「武器もなしで、どうやって」

　ミネルヴァは、自分の声が泣き出しそうに湿っているのに気づく。

「ぼくには獣けものがいる」

「おまえは吞のみ込こまれるばかりじゃないか！」ジュリオがわめいた。「フォボスの力を甘く見るな、心を根こそぎ刈られた後でそんな強がりが言えるものか！」

「それでも。行かなきゃいけない。……コルネリウスの力だって食いちぎってやったんだ。その将軍がどんなやつだって」

「おまえのあれは、自分の意志で開けるのか」

　ジルベルトが低い声で訊たずねた。クリスは力のない目になって首を振る。

「わからない。あの声も、今は聞こえなくなったし……」

「そんな不確かなものに頼るのか」

「新月の夜になれば、きっと……」

　クリスの答えは弱々しい。ミネルヴァも聞いていて不安で身がすくむ。死者の呼び声は大教会陥かん落らく以来、聞こえていないという。獣けものの力を引き出せなければ──

「死にに行くようなものだ」

　ジルベルトが吐き捨てた。

「ぼくは、死んでたようなものなんだ。これまでは」

　クリスは夜明けの白む空みたいな微笑ほほえみを浮かべて言う。その表情を目にしたミネルヴァの中で、様々な言葉が潰ついえていく。

　どうしてだろう、いつものように怒ど鳴なり散らせない。勝手なことをするな、おまえはわたしのものなんだから、と感情のままに吐き出せない。

　まるで、クリスの胸の内の願いが、聞こえてくるようで。

　フランチェスカの声が遠い。まるで水の底で聞いているみたいだ。自警団には絶対に知られないように、夜のうちに街を出て投降しなさいね。そうすれば明日も、あなたを捜さがすために教会に集まってくれるわ。

（そうか、フランは全市民を教会に集めて籠ろう城じよう戦をやるつもりだ）

（クリスさえもその寄せ餌えさに使った）

（いつからそのつもりだったんだろう）

（クリスが言い出さなければ、こうして死地に追いやる命令をするつもりだった）

　フランチェスカは、まるで夢物語の指示を続ける。将軍を殺し、混乱に乗じて脱出できたら、そのままイル・デル・グレコまで戻り、そこにいるはずの総そう主しゆ教きよう軍に伝えること。大教会はまだもちこたえている、指揮官を失って南なん征せい軍は乱れている、叩たたくなら今だ、と。短い打ち合わせが終わると、クリスは斎さい服ふくを脱ぎ捨てる。その下に着ているのは簡素な平服だけで、寸すん鉄てつも帯びておらず、けれど投降して捕ほ虜りよとなる身には剣も鎧よろいも必要ない。だからクリスは踵きびすを返して寝室の戸に向かう。

　ほんの一瞬、視線がミネルヴァの顔に触れた気がして、ミネルヴァはその小さな背中を追いかけて隠し戸を押し開いていた。

「クリス！」

　広い総主教の執しつ務む室しつの扉から出ていこうとしていたところを呼び止める。明かりは、外から射さし込こむかすかな篝かがり火びの光だけだ。扉から手をはなして振り向くクリスの顔には漂ひよう白はくされきった表情が浮かんでいて、ミネルヴァの胸に言葉がつかえる。

　先に口を開いたのも、クリスの方だ。

「こんなの、何度もやってきたことだよ。新月がのぼって、みんな殺して、……それだけ。これまでと、同じ」

「同じなものか」

　声がわなないている。自分でも、どうしようもないほどに。

「相手は刻こく印いん持ちで、……おまえは捕ほ虜りよになるんだぞ」

「うん。そうだね。ごめん。同じじゃない」

　クリスは薄く笑って首を振る。

「今までのぼくは、ずっと死んでた。たぶんあの夜、母かあ様さまと一緒に」

　でも、ミネルヴァに逢あった。

　騎士団に来て、ようやく、いのちの巡めぐりがまた始まった。

　クリスの言葉が、二人の間の暗くら闇やみを束つかの間ま、埋める。

「だから──死にに行くわけじゃない。この命はミネルヴァのものだから。約束する。絶対に戻ってくる」

「……それなら……」

　行くな。ずっと、わたしのそばにいろ。

　ミネルヴァの言葉は喉のどの奥で熱い予よ兆ちように吞のみ込こまれて溶ける。

　背を向け、両開きの扉の向こうに広がる夜に染しみ込んでいくクリスを、呼び止めることさえできない。追いかけることも。

　恐怖や命運から逃げるわけでもなく、ただ楽になろうと身を棄すてるわけでもなく、ただ生き残って護まもるためだけに戦場に赴おもむく、剣なき戦士を、引き留められるわけがない。

　だからミネルヴァは絨じゆう毯たん敷きの床に膝ひざをつき、クリスを吞み込んでしまった夜の闇から吹いてくる風に顔をさらし、いつの間に流していたのかわからない涙の筋が乾くのをじっと待った。
















　　






「なぜクリストフォロをそのまま行かせたんです」

　ジュリオの言葉に、ミネルヴァははっと引き戻される。記憶につられて、今もまた涙の熱がまぶたを火ほ照てらせているのに気づく。

　今は、この隠された寝室に、ジュリオと二人だけだ。お互いを縛しばりつけて、閉じこもっている間に、クリスはもうデュロニウス軍の手の内に落ちただろう。

（なぜ行かせたのか、だって？）

（そんなのきまってる）

「戦せん況きよう判断だ。当たり前だろう」

　無理に冷ややかにつくった声が、自分の喉のどに痛い。

「だれかがデュロニウス軍を突破しなきゃいけない。クリス以外は敵陣に踏み込むことだってできない。それなら」

「戦況ではなく、ミネルヴァさまのお気持ちを知りたいのです」

　遮さえぎられ、ミネルヴァはぐっと言葉を吞のみ込こんでジュリオをにらみつけた。

「お赦ゆるしください」

　ジュリオは目を伏せる。

「ミネルヴァさまの想おもいを聞いたところで、どうしようもないのは、わかっているのです。それでも」

　ミネルヴァは左手をぐっと引いた。縄なわで結びつけられたジュリオが、つんのめって寝台に引っぱり上げられる。その青せい玉ぎよくの瞳ひとみが、すぐ近くにあって、今にも水の中で砕くだけてしまいそうなのがわかる。

（こいつも、シルヴィアを置き去りにしてきた）

（わたしだってそうだ。シルヴィアを）

（みんな、なんて愚おろかなんだろう。わかりきったことなのに）

「そんなことを考えるくらいなら、最初から離れるな」

　それがジュリオへの言葉なのか、もう夜に吸い込まれて見えなくなってしまった遠い背中に投げつけたものなのか、あるいは自分を責める言葉なのか、ミネルヴァにはわからなかった。ジュリオの手をつかみ、柔らかい敷布に押しつける。

「気持ちなんて、それだけだ」

　戦いくさのことなんて、ほんとうは、なにも考えられなかった。それでも、今この胸を突き破りそうなほどに満たす熱を忘れるためには、歯を食いしばって戦場に目を向けているしかない。

（もういい。じきに戦いくさが始まる。クリスのことは考えるな）

（ただ、やってくる敵を殺して、殺して、殺して──）

　やがて、かすかな鬨ときの声が耳じ朶だを打つ。二人は同時に顔を上げた。





　　






　南天に差しかかったぎらつく太陽の下もと、強い風に翻ひるがえる数千の紫の旗は、もはや遠眼鏡など使わなくとも大教会の屋上からはっきり視認できた。

　南から戻ってきた一万の王国軍。北のデュロニウス軍とはっきりちがう点は、もともと大教会を攻め落とした勢いで南に遠征を進めた軍であり──大規模な攻こう城じよう兵器をそのまま有していることである。

「南側の門をすべてふさげ！」

「水路止めるぞ！」

「街に百人隊二つ回せ、残ってる連中をみんな引っぱってこい！」

　ザカリアの騎士が忙しく声をあげて走り回っている。おびえて正門からなだれ込んでくる街の者たちを、なだめて誘導しているのは僧たちだ。祈き禱とう式の名目で女子供を先に集めておかなければ、大混乱に陥おちいっていただろう。

「街を棄すてて教会に籠こもるのか！」「俺おれたちの家だぞ！」

　もうすぐ閉鎖される裏門の庭で騎士と押し問もん答どうをしているのは、自警団の男たちだ。しかしあと一いつ刻こくですべての門を閉ざすと聞いては、みな従わざるを得ない。なにせ、妻や子供は教会に留とどまっているし、三万の軍勢による挟きよう撃げきから身を守る術すべなど他ほかにない。

「き、き、きさまらがクリストフォロを突き出さんからだッ」

　意地を張り続ける者もわずかながらいる。あの屈くつ強きような自警団長だ。

「お、俺はッ、将軍のところに出向く、ま、まだ話し合う余地はあるはずだ、いいか絶対にクリストフォロを見つけ出せ、俺がなんとか刻限を引き延ばす！」

　数人を伴ともなって門から出ていく甲かつ冑ちゆう姿の背中が見える。

（自分に酔っている。そうしていなければ、戦の恐怖でへたり込んでしまうのだろう）

　フランチェスカは、憐あわれみの目で自警団長たちを見送る。

　それから、無力なプリンキノポリを包囲しつつある、分厚い紫の戦陣を見渡す。

　絶望的な戦せん況きようを一望するフランチェスカの隣には、今はだれもいない。ジルベルトとニコロは、籠ろう城じよう前の最後の任務として、無人になりつつある街を駆かけ回っているはずだ。パオラは教きよう母ぼの衣をまとい、オルガンで街の女たちの祈りを先導し、恐きよう慌こうが起きないようにと必死で抑えている。

　それから、クリスは──

　太陽に背を向ける。

　びっしりと矛ほこ先さきを並べた火か槍そう車しやたちも、今や肉眼で見える。さかんに鬨の声が聞こえる。自警団長の交渉が失敗に終わることはわかりきっていた。なぜなら、クリスはすでに敵の手しゆ中ちゆうにある。

（今、どうしているだろう）

（捕らえられて、すぐに殺される可能性だって、大いにある）

（敵将を斃たおせる可能性。さらに生還できる可能性。結びあわせた髪の毛ほどの──）

（でも、賭かけるしかなかった）

　これまで自分が経験した中で、最悪の戦いになる。フランチェスカはそう確信する。これから踏みしだくのは、クリスの屍しかばねだけではない。

　それでも、生き残らなければいけない。

　そして次の、さらに最悪の戦いを。

　痛む胸に手を押しあて、踵きびすを返し、階段を下りる。総そう主しゆ教きようの執しつ務む室しつの入り口で、中から飛び出してきた人影とぶつかりそうになる。

「隠れていなさいと言ったのに。あなたはしばらくはジュリオの監視役なんだから」

「極きよく南なん軍が来たんだな？」ミネルヴァが嚙かみついてくる。その肩越し、すぐ背後に、不安そうに寄り添って立つジュリオの姿もある。二人とも、教きよう母ぼの斎さい服ふくを着たままだ。それぞれの手が縛しばりつけられている様は、こうして見るとひどく不気味だった。

「街は南北から挟はさまれてる。ジルとニコロが戻ってきたら門を閉じるわ」

「あの二人は──なにをしてるんだ、外にいるのか？」

「それは秘密」フランチェスカは笑って、ミネルヴァを部屋の中に押し込む。「敵に聞かせる話じゃないでしょう。もうすでに、色々と知りすぎているのだけれど」

　ミネルヴァはジュリオを振り返った。白しろ薔ば薇らの騎士の顔には、複雑な表情がある。

「そのうち縄なわだけは解いてあげる。このままじゃミィナが戦いに出られないし」

「なぜ私を殺さない」

　ジュリオがどす黒い言葉を吐く。

「この戦いくさが終わってから、解放するからよ」

「どうして」ミネルヴァが二人の間で困惑した瞳ひとみのまま訊たずねる。

「その子は王宮にいる必要があるの」

　しばらく、二に対ついの青い瞳どうしが、じっと視線を戦わせていた。

　やがてジュリオが口を開く。

「公女フランチェスカ。あなたにも、確かめたいことがあった」

「そう、話があると言っていたわね。いま話しなさいな。次に逢あうとき、あたくしは屍かもしれなくてよ」

　ミネルヴァの顔は曇る。ジュリオは目をそらさず、言葉を継いだ。

「あなたは、サンカリヨンでの戦で、シルヴィアさまを一度連れ出したと聞いた。なぜ、そのまま公国に連れていかなかったのか」

　その問いで、ミネルヴァの表情がさらにこわばるのをフランチェスカは確かめ、首を振って痛ましい思いを払い落とす。

「あなたはシルヴィアさまを──聖王家を、王国を──どうする、つもりなのか」

「そちらこそ、聞いてどうするの？」

「わからない」

　ジュリオはそこでようやく目を伏せる。

「私はもう、どうしていいのか、わからない。なにを信じればいいのか。なにがほんとうの敵なのか。だから、せめて、確かめたい。あなたはシルヴィアさまの敵なのか」

「敵よ」

　ミネルヴァが息を吞のみ、ジュリオははっとして顔を上げた。

「シルヴィアさまは神の力も冠かんむりも棄すてて平穏に暮らしたいと思っていらっしゃるでしょうね。でも、あたくしがもたらすのはそんな平和ではないわ。あの方には、ずっと玉ぎよく座ざに在ましましていただくの」

「フラン……」

　ミネルヴァがうめく。ジュリオの顔も、悲哀に歪ゆがんでいる。

「なぜなら、これまでがそうだったから。これからも、そうあるべきなの。柱を失なくしたら王国は倒れるわ。アンゴーラをはじめ、まわりの国々が大喜びでこの大地と民を蹂じゆう躙りんするでしょう。あたくしは、あたくしの国を造る。でもそれは、あたくしの名を刻きざむためではないの」

　言葉を続けながら、フランチェスカはジュリオではなく、ミネルヴァの顔を見つめる。女王の姉の顔に浮かぶ苦悩は、この自分の志こころざしをおぼろげながら知っていたことによるものだ。浅く残った傷に、今フランチェスカはたしかな言葉の刃先を突き立てた。

「大たい公こう家けも神官団も、すべては聖王家への反逆という汚お名めいを着せた上で倒さなければいけない。なぜならね、この噓うそばかりの王国にあって、託たく宣せん女王の権威はほんものだから。あなたにもわかっているでしょう、白しろ薔ば薇らの騎士。この空くう虚きよな教会とはちがうわ。聖王家には真実の神権がある。それがどんな力でもかまわない。使う必要さえない。そこにあるということをみなが畏おそれていればいい。百万の民を治めるには、それが必要なの」

「あなたは」

　ジュリオの声はわなないている。

「そうやって、……シルヴィアさまも。いずれ、ミネルヴァさまさえも。みんな駒こまにして、戦い続けるつもりか」

「そうよ」

　ミネルヴァが、首を振った。もうやめてくれ、とでも言いたげに。

　さらにジュリオがなにか言いかけたとき、フランチェスカの背後で扉を叩たたく音がした。

「フランチェスカ殿、こちらですかな」

　はっとして振り向く。くたびれきった声は、司教補マルマテオ師のものだ。

　ミネルヴァはともかくジュリオの姿を見られるわけにはいかない。フランチェスカは二人を机の向こうの隠し戸に押し込むと、部屋の扉に戻った。

「なにかございましたの？」

　自然に振る舞って扉を開き、老師を迎え入れる。

「クリス殿も、こちらに匿かくまわれていると聞きましたが」

「クリス？　いえ。今はこちらにはいませんわ。任務に就ついていますの」

　ぼかした言い方をしながら、フランチェスカは訝いぶかしむ。マルマテオ師が、クリスになんの用だろう。

「今、どちらに」

「作戦に関かかわることですから、ご容よう赦しやくださいな」

「む。それは困りましたな。新月に間に合ったので、どうしても伝えたかったが」

「新月？　なんのことですの？」

　思わず、二歩三歩と詰め寄っていた。

「あれから、古こ禁きん書しよをいくつも浚さらって調べたのです。クリス殿が──おっしゃっていたでしょう、獣けものを止める方法がなにかないかと」

「わかった──のですか」

　驚きに、喉のどがひくつく。

「いくらか、糸口は。マーネースの弔とむらいの祈りがございましょう」

「え、ええ」

　今も、廟びようで子供たちが続けている、戦死者への鎮ちん魂こんの祈き禱とう。

「あれはもともと、冥めい府ふの獣を鎮しずめ、その力を抑える祈りなのだと、禁書にありました。つまり死者の魂が冥府に吞のみ込こまれぬように、獣の飢うえを振り切って天堂に戻れるようにという祈りで──」

　フランチェスカはマルマテオ師の僧服の肩を両手でつかんでいた。師が目を見開く。

「では、クリスが声を聞き取れなくなったのは。──あの、祈りのせいですか」

「そ……そう、かもしれませぬ」

　指先がさあっと冷たくなる。視界から一瞬、色が抜け落ちかける。背後の隠し戸の向こうで、二人分の気け配はいがたじろぐのがはっきりわかった。

　その後、どうやって取り繕つくろい、マルマテオ師を送り出したのか、フランチェスカは憶おぼえていない。戸が軋きしむ音で、呆ぼう然ぜんとしたまま振り向く。飛び出してくるミネルヴァ。戸口の前に立ちつくすジュリオ。二人の手首から、縄なわの切れ端が床に滑り落ちる。引きちぎったのか、なんて怪力だ、とフランチェスカの麻ま痺ひしかけた意識が些さ細さいなことに感かん嘆たんする。

「フラン！」

　ミネルヴァが肩をつかんで揺さぶってくる。

「……捕ほ虜りよを自由にしたまま放置しないで」

「そんなこと言ってる場合か、ばか！　クリスが、クリスが──」

　すぐ目の前で叫ばれなくとも、わかっていた。

　クリスの持つ獣けものの力が、抑えられている。

　かすかな望みは、最初から絶たれていた。そんな戦場に、自分はクリスを送り出してしまった。

「……今すぐマーネース廟びようの祈き禱とうをやめさせるわ」

「そ、それだけで力が戻るのかっ？　投降してからどれくらいたったと思ってるんだ、今クリスがどんな目に遭あってるか」

「他ほかにどうしようもないでしょう。まさかあなたも敵陣に突っ込んで助けようなんて考えていないでしょうね」

「止めるのか」

「当たり前でしょう。クリスがどこに捕らわれているかもわからないのに。無駄死によ」

「でも──でも！」

　ミネルヴァを押しのけ、フランチェスカはのろのろと総そう主しゆ教きようの部屋を出た。降り注ぐ鬨ときの声が、戦せん鉦しようの打ち鳴らされる音が、いっそう激しくなる。





５　黒と銀







「ま、待て！　待ってくれ！　将軍、将軍に目通り願いたい！」

　軍ぐん靴かと蹄ひづめの音、進軍の鉦かねだけが虚むなしく響く市街の真ん中で、それに抗あらがうような悲痛な叫び声が張り上げられる。

　いかめしい火か槍そう車しやを先頭に押し立てて無人の街路を大教会へと向かう聖王国軍。その眼前に飛び出したのは、プリンキノポリ市自警団長である。少数の部下を伴ともなって交渉のためにやってきたが、部下たちは市街地に深く食い込んだ万の軍隊を目にして、みな途中で逃げ帰ってしまった。それを知っている聖王国軍兵たちの間から、失しつ笑しようが漏もれる。

　一番隊の指揮官が手を挙あげ、進軍を止めた。

「これは、自警団長殿」

　冑かぶとのひさしをあげ、にやにや笑いを浮かべながら、馬上から慇いん懃ぎんな呼び方をする。

「何用ですかな。新兵志願ならば員数は間に合っているが」

　火槍車の陰から、いくつもはっきりした笑い声が響く。自警団長は顔を真っ赤にして、それでも敵部隊の鼻先に二歩三歩と近づいた。土の上に膝ひざをつき、懇こん願がんする。

「まだ引き渡しの刻限を一いつ刻こくほど過ぎたばかり、いま少し！　いま少し延ばしていただきたい、教会内を総出で捜さがせば必ずや！」

「ああ、いや、自警団長殿」若い指揮官は苦笑をこらえて言う。「それはもういいんだ」

「は……？」

　自警団長は、地面にこすりつけようとしていた顔を上げる。騎士の、歯を剝むいた笑い。

「クリストフォロ殿はすでに昨夜、単身で投降してきた。捜しても無駄だ。教会内を騒がせることはないだろう」

　どうせこれから破は城じよう槌ついの音で耳がやられちまうがな、とべつのだれかが野や次じを飛ばし、大笑いが巻き起こる。自警団長は啞あ然ぜんとして一軍を見回した。

「もう……投降した？　あ、いや、それでは、なぜ」

「なぜ、とは」

「なぜ進軍する！　攻撃しないのではなかったか、約束がちがう」

「さて。将軍は、引き渡せば攻撃中止と約束したらしいが」

「そ、そうだ！　それなのに」

「きさまらが引き渡したわけではないだろう。自分から投降してきたのだから中止する理由にはならない」

「な……」自警団長は一瞬絶ぜつ句くし、立ち上がる。「き、詭き弁べんだ！　そ、そんな理屈で、ふ、ふざけるな！」

「総員！」指揮官が剣を振り上げる。「なにやら威勢良くわめく石ころが道に転ころがっているから踏むときは気をつけよ。進め！」

「ま、待て！　待てェッ！」

　自警団長は涙と鼻水をたらし、ぶるぶると腕を震ふるわせながらも、両脚を踏ん張って、突進してくる火か槍そう車しやをにらみつけた。踏ふみ潰つぶせ、冥めい土どへの一番槍やりにしてやれ、そんな罵ば声せいが吹きつける。

　そのとき突然、先頭の火槍車を押していた片側の兵二人が倒れた。台車は急に曲がり、指揮官を巻き込みそうになり、馬がいなないて棒立ちになった。続けざまに空くうを裂さく音がして、指揮官のこめかみになにかが突き刺さり、そのまま落馬して地面に鮮血を撒まく。

「な──」「敵ッ？」「どこから」「あそこだ！　弓兵！」

　王国軍の中に巻き起こる騒ぎを呆ぼう然ぜんと眺めていた自警団長の横よこ面つらに、突然、声がぶつけられる。

「つかまれ！」

　視界を一瞬で覆おおい尽くす黒い影、腕が肩から引き抜かれそうなほどの衝しよう撃げき、半回転して揺らぐ天地、気づくと馬上にいて、居並ぶ火槍車やその脇わきの紫の旗がぐんぐん遠ざかっていく。

「姿勢を正せ、ただでさえ重い」

　手た綱づなを握にぎりしめた黒ずくめの若い騎士──ジルベルトが鋭く言った。自警団長は呆あつ気けにとられながらも、反射的に鞍くらの後部にしっかりとまたがり直す。並走するもう一騎の背には片眼鏡の軍医──ニコロが乗っていて、ときおり振り向いては、手先が見えないほどの勢いでなにかを立て続けに投とう擲てきしている。そのたび背後で悲鳴があがる。

「き、きさまら！」

　がくがく震えるあごを必死でなだめつけ、自警団長はジルベルトの耳元でわめいた。

「な、なにをしている！　なぜ邪魔をした！」

「邪魔って、あんた」ニコロがあきれ顔で手綱を握り直す。「交渉の邪魔ってことか？　とっくに交渉じゃないだろう、あれは。それとも死ぬ邪魔ってことなら、おれは医者なんだから邪魔すんのは当たり前だ」

「喋しやべるな、舌を嚙かむ」ジルベルトが言った。「飛ばすぞ」

　二騎は、まったく無人のプリンキノポリ中央通りを駆かけ抜ける。四方八方から迫る地響きは、おそらくは攻こう城じよう兵器の台車や千人単位の部隊の足音と蹄ひづめ音おんだ。二頭の軍馬は水路にかかった橋を渡って、ごくわずかに開いた門から大教会に駆け込んだ。オルガンと祈りの歌の調べが身を押し包み、銀色の旗を掲かかげた完全武装の騎士たちが左右から出迎える。その奥、正面庭園を埋め尽くすほどの市民たち。

「橋落とせ！　門を閉じろ！」

　馬から飛び降りながらジルベルトが叫んだ。橋に油が撒かれ、火が点つけられる。その光景を押おし潰つぶすように閉じていく門を前に、自警団長は草の上で這はいつくばって叫んだ。

「待て！　市街を放ほうっておく気か、我々の家だぞ！　俺おれひとりでも、ひとりでも！」

　下げ馬ばし、歩み寄ったニコロが、その肩に手を置く。

「あんたを、見くびってたよ。すまない」

「くそ、あいつら……卑ひ劣れつな異教徒どもめ！」

　地面に拳こぶしを叩たたきつけ、自警団長は慟どう哭こくした。

「だからこそ、死なせるわけにゃいかなかった。戦いはこれからなんだから」

　やがてあたりの大気を震ふるわせて門が閉じる。悔し涙に濡ぬれる自警団長のまわりに、団員の若者たちをはじめ、市民や女、子供たちまでもが近寄ってくる。

　だれもがかける言葉を思いつけず、ただ分厚い城壁ごしに聞こえてくる重たい車輪や蹄ひづめの音や鉦かねに首をすくめている。





　　






　その戦いくさの轟とどろきを、クリスは大教会から離れた聖王国軍の陣内で聞いていた。

　大たい公こう家けの紋をはじめとした豪ごう奢しやな刺し繡しゆうの施された、幕まく屋やの中である。柱と梁はりは組木で、土の上に分厚く毛皮が敷かれ、長い遠征で貴族が使う上等のものだとクリスにもすぐにわかる。十人掛けの大きな机が中央に置かれている。

　とても捕ほ虜りよを収容しておく場所とは思えない上に、クリスは身体からだのどこも拘こう束そくされていない。奇妙な待遇に、かえって居心地が悪くなる。

　クリスは託たく宣せんによって選ばれた、聖せい王おう紳しん──女王の夫であるという。ミネルヴァだけではなく、シルヴィアも同じ託宣を得たと、ジュリオは言っていた。ならば、無む碍げな扱いはできない。そう考えることもできる。しかしそれよりも、相手は、クリスの狙ねらいを知っているのではないか。そう思えてくる。

　戦いくさ人びとであれば、投降すればほんとうに攻撃をやめるとは考えるはずもない。そのうえで降くだってきたのだから、クリスが腹になにか抱かかえていると敵も考えるのが当然だ。逃げるわけがない、と踏んでいるのだろう。

「クリストフォロさま」

　幕屋の入り口がそっと開き、小さな人影が入ってきた。おそらくクリスよりもなお年下の、小こ姓しようだ。食事を運んできたらしい。

「プリンキノポリへの第一陣が進軍を終えたら、デュロニウス将軍閣下が面会を、と。それまで、むさくるしい場所ですが、なにとぞご辛しん抱ぼうください」

　美しい少年は、にこやかに笑って言う。

「攻撃が始まったんですか。街を焼いて──」

「いえ。プリンキノポリ住民のほぼ全員が、大教会に避難したと聞いております。それならば残党狩りの後で、街の施設は我々が使わせていただくことになりましょう。クリストフォロさまのいらっしゃったザカリア軍は少数とはいえ精鋭、長い攻こう城じよう戦になると覚悟しております」

　芝居がかった言い方で、小こ姓しようはすらすらと説明した。一礼して辞じした後も、口の中にいやな味が残り、天幕の向こうから聞こえてくる鉦かねや喇らつ叭ぱの音、馬のいななきなどが先ほどよりいっそう耳みみ障ざわりに聞こえる。

　──攻撃が始まっている。

　──デュロニウス軍は、ここ本陣におよそ半数を残しているだろう。

　──あとの一万、それから南からの一万。

　──いや、考えてもしょうがない。もう、ぼくはここにいる。

　両手の甲を見つめる。新月の夜がもう数すう刻こく後に近づいているというのに、まだ烙らく印いんの青い光は薄ぼんやりとしたままだ。耳に押しあてても、死人の声は聞こえない。

　──獣けものは眠ったままなのか。まさか。

　──このままじゃ、まずい。こんな肝心なときに。

　──いつもぼくの意志なんておかまいなしに暴れ回るくせに、どうして。

　手の腹に爪つめが食い込むほど強く、拳こぶしを固める。

　たとえ烙印を開けなくとも、敵将を殺し、この陣に混乱を巻き起こし、突破して総そう主しゆ教きよう軍に大教会奪だつ還かんを伝え──

　ミネルヴァのもとに、戻らなくてはいけない。そう約束した。

　もう何度もやったことだが、天幕の四よ隅すみを回って厚い布をまくり上げ、外の様子を確かめる。周囲の天幕の配置や設備、軍の規模で、おぼろげながらこの宿営の全体像がわかる。川をにらむ丘の上に張られた五角陣の、おそらくはちょうど中央だ。

　将軍の首を搔かききり、天幕に火を放ち、馬を奪い、北東に抜ける。その絶望的に細い道筋を何度も頭の中でたどる。手のひらに汗がにじむ。

　──死ねない。

　──死ぬわけにはいかない。

　──そんな戦いが、こんなにも苦しいなんて。

　天幕の外でいくつかの足音がした。クリスは身を固くして、入り口から離れた場所に後ずさる。

「クリストフォロさま、失礼いたします。みなさまをお連れしました」

　幕が跳はね上がり、先ほどの小姓がまず入ってくる。それに続くのは、磨かれた鎧よろいに色とりどりのタバード姿の、壮そう年ねんの男たち。長らく聖王国軍にいたクリスには、千人隊長級の騎士ばかりだと一目でわかる。みなクリスを一いち瞥べつし、椅い子すには目もくれず幕の際きわに並んで立つ。油断なく剣の柄つかに手を添える者さえいる。

　最後に、紫色のタバードを巻きつけた大柄の男が入ってくると、幕まく屋やの中にたまっていた空気が軋きしんだような気がした。クリスはざらざらした唾つばを飲み下す。老いて賢さかしくなった蜥蜴とかげのような、その男の視線になめ回され、悪お寒かんが肌を覆おおう。

　将軍デュロニウス・エピメクスだと、見てすぐにわかった。

　それだけではない。

　──似ている。

　──あの目。あの凶きよう暴ぼうそうな口元の笑み。

　クリスがその手で殺した王おう配はい候こう、コルネリウス・エピメクスの面影が、記憶にべっとりと粘ねばりつく。

　おまえはさがれ、と将軍が小こ姓しように命じ、少年が出ていってしまうと、幕まく屋やの中には灼やけた鉄の粉末のようなぎしぎしした緊張感が満ちる。

「縄なわもかけておらんとは。それに、なぜ尋じん問もんをしていないのですか」

　騎士たちのうちでも、将軍よりやや年上と見られる髭ひげの白い男が言った。

「大教会の守りの詳細を吐かせれば役立ちましょう」

「しかし、この方は大たい公こう家けの……でしょう」

　細ほそ面おもての騎士が、クリスの顔をちらちらと見ながら言葉を濁にごす。

「通常の捕ほ虜りよと同じように扱うのは、どうかと」

「たとえその託たく宣せんの話がまことであったとして、神官団が認定するまでは、聖王家とはなんの関かかわりもないただの捕虜であろう」

　白しら髭ひげが不愉快そうに言う。

「ほう。俺おれがこの者をエピメクス家の後継だと言うのに、貴き卿けいは捕虜扱いか」

　はじめて将軍が口を開いた。ぞろりとのぞいた歯の間から漏もれる、飢うえた狼おおかみの喉のど鳴なりのような声。

　白髭の老騎士はややひるんだが、しかし言い返す。

「たとえ閣下にも、大公家の後継を決める権限はありませんぞ。それはただテュケーの神の御み心こころ次し第だい」

「捕虜の扱いを決める権限はある。ついでに、貴卿を黙らせる権限もな」

「ふん。私はコスタクルタ将軍麾き下かゆえ、デュロニウス閣下の人事権は及びませぬ」

「人事権の話など、だれがいつした？　拳こぶしは及ぶ距離にあろう」

「閣下！　軍紀を乱す言動、いよいよ目に余りますぞ！」

「さよう、もう我が慢まんなりません！」

　事情もよくわからず、高位騎士たちの小こ競ぜり合あいを見ていたクリスだが、ようやく少し吞のみ込こめてくる。あの白髭の年とし嵩かさの男をはじめとした右手に並んでいる者たちは、南から戻ってきてプリンキノポリ攻めに合流した軍なのだ。そして、クリスの尋問を要求している。傭よう兵へいなど拷ごう問もんすればなんでも喋しやべるだろう、とさえ言い出す。

「閣下、ここはあちらの意を汲くむべきでは」

　デュロニウス直属の部下と見られる騎士たちも、不安げな口調で白髭に賛同し始める。

　──まずい。

　──デュロニウスから引き離されては機を逸いつしてしまう。

　──今ここでやるか。指揮官をまとめて片付ければ与える被害は甚じん大だいだ。

　──でも、できるのか？　剣を奪って……

　クリスがじっとりと汗ばむ両手を開いたり握にぎったりして殺意を高めようとしたときだった。デュロニウスがほんの一瞬だけ視線を合わせてくる。緊張が散じる。

「さておき、卿けいらをここにお連れした理由について話そう」

「その捕ほ虜りよを引き渡すためではないのですか」と白しら髭ひげの騎士。

「は。笑わせる。その者、拷ごう問もんなど無駄で、卿らのような腰抜けには扱えぬと思い知らせるためよ」

「な──」

　白髭以下、右側に並ぶ騎士たちが顔を紅こう潮ちようさせ、デュロニウスに詰め寄った。しかしクリスは将軍が持ち上げた手の甲に浮かぶ青い光を見逃さなかった。

　──刻こく印いん！

　歯を食いしばり、耳をふさぐ。それでも、いくつも重なった苦く悶もんの声が指の間からねじ込まれる。

「……な、ぅ、ぅ、うぁあああああ」

「や、やめ、やめろ、やめぇぅうぐうう」

「ひぃいいいいいぎぃいいい」

　騎士たちが身をよじり、自分の身や天幕を搔かきむしりながら地面に膝ひざをつく。泡あわ立った涎よだれが軍ぐん靴かに落ちる。クリスもまた、肋ろつ骨こつの間から手を差し入れられ、心臓にじかに爪つめを立てられるような恐怖と戦っていた。膝も、歯の根も、どうしようもなく震ふるえ、顔を腕で覆おおってうずくまりそうになる。

　──フォボス……

　──なんて穢けがらわしい力。

　コルネリウスに掌しよう握あくされた、あのときのことを思い出さずにはいられない。だからクリスは、フォボスの力に反応して発光する自分の右手に歯を立て、嚙かみしめる。震えが全身を伝って地面に流れ落ちていく。

　それがすべて汗に変わり、激しい恐怖の奔ほん流りゆうが薄らいだとき、いくつもの鈍にぶい金属音が重なった。

　下げ卑びた笑いを浮かべるデュロニウスの左右で、居並ぶ騎士たちが残らず床に崩れ落ちた音だ。天幕の支柱にすがりついて、まだがくがく震えている者さえいる。

「卿らもとくと見るように」

　可お笑かしそうに言うデュロニウスの額ひたいから、青い光が消える。

「あれが、獣けものを抱かかえて這はいずってきた者の強さよ。卿らとちがい、立っておるだろう」

　指さされたクリスも、自分の両膝を握りしめ、倒れないようにするのがやっとだ。

「尋じん問もんなど笑わせる。身を焼こうと切り裂さこうと、折れるものか。虫どもは神の眷けん属ぞくのことに口を出すな」

　デュロニウスは幕を引き開け、大声で人を呼んだ。集まってきた兵らは、目を剝むいて驚きながらも、痙けい攣れんする上官たちを次々と担かついで運び出す。

　やがて天幕の中は、クリスとデュロニウスの二人だけとなる。乾いてひび割れた泥に足首まで埋まったまま動けなくなったような、そんな沈黙がクリスを支配していた。自分の荒い呼吸さえ、よく聴き取れない。

　皮を踏む足音が、一歩、もう一歩、近づいてきて、かなり離れた場所で止まる。顔を上げると、机の脇わきにデュロニウスが立っている。

　──もっと近づいてくれば。

　──腰の剣を奪って……

「剣がほしいか」

　デュロニウスの言葉に、クリスは肩を硬直させる。

「膂りよ力りょくを鍛きたえなかったのか。ふん。コルネリウスもそうだったな。拳こぶしだけで殺せるように研ぎ澄すましておけばよいものを。剣技と刻こく印いんの力に頼りすぎた」

　──ばれている。

　──殺しに来たと、見透かされている。

　それでも、クリスは沈黙を守り、殺気を押し殺す。

「俺おれを殺すつもりなら、ここで神の真名を銘めいじて刻印を開いてみたらどうだ？」

　──真名……？

　──なんだ、それは。

「できまい。知る術すべなどなかったはずだからな。力も制御できん野や犬けんの分ぶん際ざいで、よくコルネリウスに勝てたものよ。俺には好都合だ」

　ぞろりと笑うデュロニウス。クリスは戦せん慄りつし、後ずさって天幕に背中をこすりつける。

　──力を制御する方法が、あるのか？

「コルネリウスは父を敬うということを知らぬ愚おろか者だった。死んでくれたおかげで俺は都に戻れ、今や将軍だ」

　やはりこの男はコルネリウスの父親だ。しかも、息子よりもよほど凶悪な──

「きさまを連れ帰れば、俺は女王すら手に入る」

「……おまえの言いなりになるとでも思ってるのか」

　デュロニウスをにらみつけたまま、凝こり固まった声を、ようやく吐き出す。

「ならないとでも思っているのか？」

　蜥蜴とかげの狂きよう暴ぼうな笑みが将軍の顔に張りつく。持ち上げられた右手の甲には、再び青い火がともり、額ひたいに光るしるしと重ねられる。

「フォボスの刻印は、きさまの心を根まで刈り取るぞ。他ほかのなにも聞こえないほどに魂が剝むき出だしになったところで、俺の声だけを注ぎ込んでやる」

「やってみろ──」

　言い返したクリスの耳から、鼻から、身体からだ中じゆうの毛穴から、脇腹から、足の裏から、ぞわぞわとしたどす黒い恐怖が体内に潜もぐり込み始める。デュロニウスの顔が歪ゆがみ、ただ光る刻印だけが暗くら闇やみの中に浮かんで見える。

　クリスは顔を搔かきむしった。見られている。千の目がクリスを囲んでいる。膝ひざの感覚がなくなるほどの震ふるえがやってくる。それでも、ほんの一瞬前までデュロニウスだった闇やみから、目をそむけない。

「──何度でも耐えてやる」

　吐き捨て、悪お寒かんを振り払う。一度耐えきったのだ。もうこんなもの通用しない。

　けれど、黒い膜まくの向こうでデュロニウスは哄こう笑しようした。

「その気丈な目つき、母親そっくりだな」

　クリスの意識に音を立てて亀き裂れつが走る。

　──母かあ様さま？

　──なぜこの男が母様を知っている。

　──いや……コルネリウスもぼくの生まれのことを知っていた。なぜだ？

「何度でも耐える、か。ふ、ふふ。きさまの母親も似たようなことを言っていた」

「……な……にを……」

「あれはいい女だったぞ。俺おれもしばらくは戦場を連れ回して、毎晩相手をさせた。じきに舌でも嚙かむかと思っていたが、夜ごと耐えていた」

　激しい耳鳴りと寒気が同時に押し寄せてくる。

　──なんだ、なにを言っている？　こいつは、なにを……

「そのうち身ごもって面倒になってな。村に戻したらどんな扱いを受けるかと興が湧わいて、帰してやったのだ。ふ。まさか産うむとは思わなんだ」

「あ、ああ……ぅ……」

　──噓うそだ。まさか、そんなの。

　──噓だ！

「噓だと思うか？」

　デュロニウスの声が耳に流し込まれ、煮えたぎる蜂はち蜜みつ酒しゆのように頭ず蓋がいを灼やく。

「きさまの母親の乳房にはいくつも赤あざがあったろう。あれは俺の嚙み痕あとだ」

「……あ、ぁあ──ああああああああああッ」

　クリスを囲んでいた暗闇の殻からが粉々に砕くだけた。凍いてつく油のような恐怖と、デュロニウスの嗤わらい声がなだれ込んでくる。肌を引きむしり、溶かし、骨まで浸ひたし、蝕むしばんでいく。

　きさまは最初から俺のものだ。そう嘲あざける声がクリスの意識を吞のみ込こむ。深く、ぬめぬめした暗闇の穴を、クリスは落ちていく。どこまでも──どこまでも……





　　






　戦いのさなかに沈む夕ゆう陽ひを、兵たちは「首の根」と呼ぶことがある。

　血のように紅あかい、というだけの表現は、戦場においてはひどく陳ちん腐ぷだからだ。戦いくさ人びとは黄昏たそがれ時どき、地平線ぎわのどろりとした日にち輪りんに、斬きり落とされた首の付け根を重ねて見る。

　今日一日の太陽が、無む惨ざんにも殺されて終わる──と。

　フランチェスカは、主聖堂のドームからその夕ゆう陽ひをにらみ、それから振り返り、ひたひたと打ち寄せてきた宵よい闇やみの中、なお城壁を揺らすほどに響く破は城じよう槌ついの衝突音や、投石機のうなり、分厚い石壁ごしに交わされる兵たちの怒ど号ごうを聞いた。

「団長！　エウノミア門が保もちそうにないです！」

　正面中庭から騎士の叫ぶ声。

「倉庫から祭さい祀し用の輿こしを出して補強材に使って！」とフランチェスカは叫び返す。

「火弾、次来るぞ！」

　城壁の上から叫ぶ声がして、小さな聖堂のひとつから騎士たちに誘導された女や子供たちが逃げ出すのが見える。ややあって、燃えさかる弾丸が城壁を越えていくつも降り注ぎ、聖堂の石天井を穿うがち、庭の草を焼く。

「水回せ！　消せ！　消せ！」

「北北東の城壁に弓兵集めて！　投石機自体を狙ねらって！」

　フランチェスカの指示で、せわしなく銀ぎん卵らんの兵が教会じゅうを走り回る。夜の黒が紫色の夕ゆう映ばえまでをも浸ひたしていく。街のそこかしこに灯ともる篝かがり火びが、大教会を包囲する聖王国軍の絶望的な物量を物語っている。

「団長。連中、ようやく二万人がみんな街に入ったみたいだ」

　声とともに背後から駆かけ寄ってくる足音に振り向くと、遠眼鏡を手にしたニコロだ。

「だいぶかかったわね」

「やつら、街中しらみつぶしに、残ってる人間を捜さがしてたからな」

　フランチェスカは唇を嚙かむ。プリンキノポリの全住民を大教会に呼び寄せられたわけではないのだ。しかし時間がなかった。ニコロとジルベルトの帰還をもって、門を閉じるしかなかった。

　見つかった者がどうなったか、考えたくもない。

　家族と引き離され、泣き叫ぶ者を慰なぐさめる役は僧そう侶りよたちに押しつけ、フランチェスカは戦場にだけ意識を向けてきた。

「お、おお、我々の家が……」

　うめき声がして、ドームのバルコニーに数人が歩み出てくる。市長をはじめとした街の重役、そしてその家族たち。

「聖女さまの指示で逃げなければ、家ごと焼かれていたのですよ」

　市長の年老いた妻が、夫を優しくたしなめる。

「し、しかし！　きゃつら、家を踏み荒らし、厩うまやを勝手に使い、店の品を貪むさぼっているにちがいないぞ、お、おのれ」

「きっと聖女さまが取り戻してくださいますよ」

　こちらに向かって手を組んで祈りを捧ささげる女たち、まだ敵意の目を向ける男たち、そのどちらの視線にも耐えきれず、フランチェスカは会え釈しやくだけを残し、ニコロを伴ともなって階段に向かった。

「こちらの反撃の狼煙のろしはいつ頃ごろになるの？」

「夜や半はん過ぎか……夜明け前になるかもしれん。なにせ、ほんの少しの条件でだいぶ前後するからな」

「あなたの技術は信頼してるわ。ここにいてくれたことを感謝してる」

「そりゃどうも。褒ほう賞しようは寝床で賜たまわりたいもんだ」

「生き残ってから所しよ望もうなさいな」とフランチェスカは笑う。

　まだ女たちの祈りが続く一階の広間まで下りるなり、やかましい足音が近づいてきた。

「フランチェスカ殿！　どういうことか！」

　自警団長である。アーチの向こうの中庭を指さして唾つばを飛ばす。

「あ、あれは、こ、攻撃準備ではないのかッ？」

「あら。慧けい眼がんですわね」

　中庭に整列した銀ぎん卵らん騎き士し団だんの百人隊は、騎馬をそろえて待機している。どこからどう見ても籠ろう城じよう専用の防衛戦力ではない。

「攻めなければ勝てませんもの。こちらの糧りよう食しよくは全市民とそのご家族のぶんまでですから、どれほど保もつか。聖王国軍は街をそっくり手に入れましたから、いくらでも腰を落ち着けられますわ」

「し、しかし！　どうやって！　犬死にするだけではないのか！」

　フランチェスカは自警団長に歩み寄り、その胸に手を押しあてた。巨漢はやや頰ほおを染めて後ずさろうとする。

「あなたの勇気、たしかに見せていただきました。ですから、ここからは戦いくさ人びとの仕事」

「わ、我々の街だぞ！　我々が取り戻す！　家々も市民も無事なのだ、これから根気よく休戦交渉を続ければッ」

　いたたまれなくなり、団長を無視してフランチェスカは庭に出た。

（あの方は、あの方なりに真剣に自分の街を守ろうとしているのだ）

（けれどあたくしは……）

（それさえも踏みにじる。薄はく氷ひようの勝利に手を伸ばすために）

　城壁の上の夜空を見やる。新月はどのあたりに昇っているのだろう。地上の火のせいで、星すらもよく見えない。

（クリス……）

（烙らく印いんが沈黙したままだとしたら、あなたは）

　首を振り、その思いを払い落とす。ニコロが訝いぶかしげにこちらを見ている。

（そう、あたくしが案じるのは、騎士団のことだけ）

（近衛このえ一人の命を、今は儚はかなんでいるときではない）

（クリスが多少なりとも敵の後陣を攪かく乱らんしてくれることを、計算に入れていた）

（それがなければ、もともと髪の毛一本ほどしかない勝算は、切れてしまう）

（あたくしが案じるのはそのことだけ）

（だからといって、どうすれば）

　攻撃準備中の騎馬隊の方へと歩き出そうとしたとき、呼び止められた。

「──団長！」

　城壁の尖せん塔とうの足下から走り出てきた騎士が、こちらに駆かけ寄ってくる。

「ミィナがいません。あの敵の小僧も」

　その報告を聞いて、フランチェスカの凍こおらせた心にひびが走った。





　　






　主聖堂に隣接する高い塔の中程から、城壁の北西部の塔へと直結する吹きさらしの長い渡り廊下がある。大教会の西側には門がなく、城壁も堅けん牢ろうに造ってあるため、数少ない歩ほ哨しようを置いている他ほかは兵がいない。

　その渡り廊下を走る、二つの影があった。かすかな星明かりの下、高みに吹きすさぶ夜風に紅くれないと銀の長い髪がはためく。ミネルヴァもジュリオも、斎さい服ふくから戦いくさ用の装しよう束ぞくに着替え、それぞれの背と腰には剣を帯びている。

　城壁の石の目め地じが見えるほどまで近づいたとき、二人の足が同時に止まる。

　渡り廊下が塔の腹につながる暗い入り口の前に、真っ黒な人影があった。

　高い塔の影に飲まれてほとんど輪りん郭かくすらも見えなかったが、殺気のせいで、だれなのかがはっきりわかる。

「気づいてたのか。おまえは攻撃準備にかかりっきりだと思ってたのに」

　ミネルヴァはつぶやき、自分の二の腕を抱く。人影が二歩、三歩、陰影の中から進み出てくる。鋼はがねの髪と鋭い眼光が現れる。すぐ背後のジュリオが、腰の剣に手をやったのが気け配はいでわかる。

「倉庫からいちばん長い縄なわが一ひと束たば消えていた」とジルベルトは言った。その視線はミネルヴァではなく、その肩越しにジュリオを突き刺している。

　ミネルヴァは舌打ちし、肩にかけた重たい縄の輪にちらと目をやる。ジュリオとともに城壁を下り、その後は──自分を縛しばるために使う縄だ。

「そいつに敵陣まで案内させるつもりか？　《塩撒まき》を捕らえたと噓うそをつかせて？」

　ジルベルトが、あえて吐き捨てるように使ったその忌いみ名に、ミネルヴァは顔を歪ゆがめ、しかし小さくうなずく。

「命令に違反してまで、クリスのところに行って、どうする。後陣にまだ一万の兵が残っているんだぞ。一人が二人になったところで、助けられるのか」

　ミネルヴァは首を振った。

「何度も、予見した。……行けば、わたしはどうやっても死ぬ」

　ジュリオが小さく息を吞のむのが聞こえた。

「なら、なぜ行く！」

　はじめてジルベルトは怒りを露あらわにした。

「だとしても。クリスがいれば、そんな未来はねじ曲げられる」

「確証がないなら寝言だ。敵将は異い形ぎようの力を使うんだろう。おまえが行っても──」

「託たく宣せん女王は、しるしの力を止められるんだ。ジュリオに聞いた」

　ジルベルトは目を細め、口を引き結び、ミネルヴァとジュリオの顔を順じゆん繰ぐりににらむ。

「シルヴィアが、そのデュロニウスという男の力を止めたところを──ジュリオは、実際に見たと」

「ミネルヴァさま、押し問もん答どうをしている時間はありません」

　警けい笛てきのように鋭い声とともに、ジュリオは二人の間に進み出る。流水のようなしぐさで抜ばつ刀とうすると、それに反応してジルベルトも太た刀ちを抜いた。氷の刃やいばの側面が、わずかな星明かりを返してきらめく。クリスが置いていった──かつてのジルベルトの愛剣。

「やめろ、ばか！　こんなところで殺やり合ってどうする！」

　止めようとするミネルヴァを、ジュリオは横に伸ばした刃先で制した。

「なぜきさまも従う？　聖王国軍を裏切ることになるぞ」と、ジルベルトが問う。

　ジュリオはしばらく言いい淀よどんだ。迷いが剣先に伝わるのが、後ろから見ていてわかる。しかし、もうミネルヴァは割り込めなかった。渡り廊下は狭く、今ここで邪魔を入れようと隙すきを見せた瞬間に、ジルベルトは容よう赦しやなくどちらかを打ち倒すだろう。

「ミネルヴァさまのためだ」

　ジュリオは凛りんとした声で答えた。ミネルヴァははっとする。

「私は、もう、信仰も御旗も見失ってしまった。なんのために剣を振るえばいいのか、わからない。だから、今このときだけは──ミネルヴァさまのために戦う」

「その色の薔ば薇ら章しようは、そこまで重いのか」

「──そうだ」

　ジルベルトは一歩退しりぞき、剣を立てた。刃の中なか頃ごろを、額ひたいに押しあてる。

　ジュリオが、同じしぐさで返礼する。

（……あれは……あの作法は、やはり）

　なにか声を発しそうになるのを、ミネルヴァはこらえる。

　眼前で、ジュリオの後ろ姿の輪りん郭かくがかき消え、銀色の一筋の風に変わる。ミネルヴァの目をもってしても、その刃の動きをわずかに捉とらえられただけだ。ジルベルトは最初の一撃を太刀の腹で受け止め、そのまま飛びすさって二度目の摺すり上げた刃をかわした。

　鏡に映したようにそっくりな太刀筋が暗くら闇やみでぶつかり合い、火花が散る。空くうを裂さく刃の音で耳まで切れそうに思える。やがてその逆巻く剣風の中に、削れた銀と鋼はがねの髪が、そしてかすかな血が混じり始める。二人とも、皮一枚の差で相手の剣を躱かわし、腕や頰ほおに刻きざまれた細かい傷から激しい動きのたびに血しぶきが飛んでいるのだ。

　ミネルヴァは声も出せなかった。すべての剣撃が危うい均きん衡こうの上でぶつかりあい、弾はじき飛とばされ、ぞっとするほど美しい軌き道どうを描いてまた嵐あらしの中に吸い込まれる。

　どこまでも加速しながら続いていた激しい乱舞は、突然の不快な金属音で断たち切られた。まっすぐに飛んできたそれを、ミネルヴァはとっさに両手を打ち合わせて受け止めた。肌が熱で引きつる。

　ジュリオが膝ひざを折った。

　ミネルヴァの手の間から、折れた刃やいばが滑り落ちて渡り廊下の床石を打つ。少し遅れて、歯の間からため息が漏もれ出る。

　うずくまって荒い息をつくジュリオの手には、真っ二つに断ち切られた剣のもう半分が握にぎられている。その肘ひじはびりびりと震ふるえている。

（剣の差か）

　背中の大剣の柄つかに手をかけ、ジルベルトをにらみ据すえる。

（わたしに、ジルベルトが斬きれるのか）

（クリスのために、そこまで？）

　ミネルヴァは、ジュリオの隣に踏み出す。黒ずくめの騎士の目が完全な闇やみに沈む。

「お待ちくださいミネルヴァさ──」

　ジュリオが腰を浮かせ、それに呼こ応おうしてジルベルトの手が、剣が再び持ち上がる。ミネルヴァは絶望に駆かられて背中の大剣をはずそうとしたが、唇を嚙かんでその手を止める。

（剣に剣で応えて、どうするんだ）












「斬きりたければ斬れ。それでもわたしは行くから」

　鋼はがねの瞳ひとみが闇やみに没しているあたりを見つめ返して言う。氷の太た刀ちの切っ先は、少しも揺るがない。

「なぜそこまでする」

　刃やいばのかわりに、ジルベルトの声がミネルヴァの胸に突き刺さる。

「白しろ薔ば薇らの騎士がおまえに従うのはまだわかる。おまえは聖王国の騎士の主あるじだと──解釈できなくもない」

　ミネルヴァは目をそらしそうになる。この身に流れる女王の血のせいで、ジュリオは自分に従っているのだろうか。そうではない、はずだ。

「だが、おまえはなぜ行く。クリスはおまえの王か？　主か？　おまえにとってあいつは」

「そんなのはどうだっていいんだ」

　ミネルヴァは、切々とこみ上げてくるものを胸にあてた手で抑える。

「クリスが何者かなんてどうでもいい。おまえだってそうだろ、ジルベルト。フランを護まもるためなら命だって棄すてるじゃないか。それは、フランがおまえの主だからか？　騎士の誓いがあるからか。ちがう、だろう」

　この手の下で脈打っている思い。それが、そのまま答えだ。

「護りたい相手だから、主に選んだんだろう。わたしだってそうだ」

　隣に膝ひざをつくジュリオが、かすかに息を吞のんでこちらに目を向けるのがわかった。

「あいつを死なせたくないんだ。それだけだ。だから行く。邪魔するな」

　しばらくの沈黙の後で、ジルベルトの手にした刃がゆっくりと持ち上がる。

（やっぱり、戦うしかないのか）

　しかし、逆手に持ち替えられた太刀は、そのまま、つないだ革の鞘さやに収まった。

　ミネルヴァは大剣の柄つかに伸ばしかけた手を止め、近衛このえ隊たい長ちようの無表情な顔を見つめる。

　腰こし紐ひもごと鞘をはずしたジルベルトは、それを目の前にしゃがみ込むジュリオに放ほうった。啞あ然ぜんとしたまま、それでも反射的に片手で受け止める。

「持っていけ。今はあいつに貸してるものだ」

　ぼそりとつぶやき、二人の間を通り抜けて、主聖堂の方へと歩き出す。

　呆ぼう然ぜんとしていたミネルヴァは、すれちがうときにようやく我に返り、振り向いて呼び止めていた。長身の黒い人影は、三歩向こうで立ち止まる。

「早く行け。俺おれはフラン様のおそばを離れるわけにはいかない」

　不意に強まった横からの夜風に、紅くれないの髪が乱れて舞い上がり、ミネルヴァはよろめいて倒れそうになる。

　なにも言葉にできない。

　詫わびることも、謝することも、できない。

（どちらかでも口にしたら、ジルベルトはわたしを赦ゆるさないだろう）

　隣でジュリオが、太刀を胸に抱いて、ゆっくりと立ち上がる。二人の視線を背中に受けて、ジルベルトはちらとこちらに顔を向け、つぶやいた。

「おまえもクリスも独どく断だん専せん行こうが目に余る。この戦いが終わったら、二人ともきっちり詮せん議ぎして懲ちよう罰ばつにかける。いいな、絶対に連れて戻れ」

　ミネルヴァは下唇を嚙かみ、こみ上げてきたものをこらえ、うなずく。

　それから踵きびすを返し、ジュリオの肩を押した。

「急ぐぞ」

　ジルベルトの足音は、吹きすさぶ風にまぎれてすぐに聞こえなくなる。ミネルヴァは足を速めた。ついてくるジュリオの靴音さえも、意識から閉め出す。

（絶対に、戻れ、と──言われた）

「ミネルヴァさま」

　押し殺したジュリオの声が追いかけてくる。

「さきほどの言葉は……ほんとう、なのですか」

「……なにが、だ」

「この先を予見したと。行けば、どうあっても死ぬと」

「ほんとうだ」

　ミネルヴァは渇かわききった喉のどから声を風の中に押し出す。

　千の刃やいばを身に受けて。あるいは、万の矢を浴びせられて。あるいは、捕らえられ、引きむしられ、辱はずかしめられて。火で焼かれて。

　数え切れないほどの分ぶん岐きの先にあるすべての死を、ミネルヴァは視みた。

　それでも、足は止めない。

　クリスにさえ曲げられない命運かもしれない。でも、それはどうでもいい。

　ただ、このままクリスを死なせられない。じっと待ってなどいられない。その想おもいだけがミネルヴァを駆かり立てる。





６　籠ろう城じょう戦







　陽ひは完全に落ちたが、プリンキノポリ大教会の城壁を灼やく光は衰えなかった。上からまばらに降り注ぐのは、銀ぎん卵らん騎き士し団だんの弓兵たちが放つ火矢。ときおり激しく突き上げられる大きな光球は、投石機で放たれた焼しよう夷い弾だんだ。

　極きよく南なん遠征軍の指揮官、コスタクルタ将軍は、プリンキノポリ市長宅の豪華な造りのバルコニーからそれを眺めていた。五十を超える高齢で、長い遠征は身にこたえていたので、こうして人家で身を落ち着けられるのは実にありがたかった。他ほかの副官たちもそれぞれ椅い子すに身を沈めて酒をたしなんでいる。卓上の銀の燭しよく台だいにはたっぷりと蠟ろう燭そくが灯ともっている。

「投石機の全壊被害が三つ目になりました」

　若い連絡兵が脇わきで報告する。

「敵弓兵は手て練だれが多く、撃うつ前の焼夷弾を狙ねらってくることさえあり──」

「もういい。あんなものは松明たいまつ代わりにしかならん」とコスタクルタは手を振る。「門を破るのに人員を集中させい。水路から内部に侵入をはかれ。十以上ある門をすべて同時に攻めれば、たかだか千人の防備は分散する。いずれ正門を破れるだろう。攻こう城じよう塔とうも急造させている。一度やれた作戦ではないか、あのときよりよほど防御が薄いはずだぞ」

「いえ、あれは《星喰くらい》がいたからこそ……」

　連絡兵のか細い声を、もはや将軍は聞いていなかった。しかたなく若い兵は一礼して走り去る。

「しかし、今回は二万も三万も必要なかろう。敵はわずか千人」

「その千人で、駐ちゆう屯とん軍ぐん一万を殲せん滅めつしたのですぞ」と副官の一人が言う。

「あれは市民の暴動に巻き込まれたのだろう？」コスタクルタは笑う。「わしが留守を預かっておればよかったな。まさか、一度占領した場所をもう一度攻めるために引き返す羽目になるとは。二度手間はうんざりだ」

「前とちがって屋根のある場所で眠れます」

　べつの副官が言うと、爆笑が起こった。

　先のプリンキノポリ攻略戦では、市街地に手を出すなという命令が出ていたため、聖王国軍は街の外に宿営して教会を攻めなければならなかった。今のプリンキノポリには住民がいない。宿も厩うまやも使い放題だし、糧りよう食しよくの心配もなくなった。街の者はとるものもとりあえず教会に逃げ込んだらしく、財産になるものも多く残されていた。掠りやく奪だつ禁止令など出すだけ無駄である。なにせ抵抗する相手がいないのだから掠奪ですらない。落ちているものを拾うのと同じだ。

「残っている者がいないかどうか、完全に調べたのだろうな」

　コスタクルタは急に声を落として副官の一人に言う。

「それだけは徹底しております」

　街を空あけたのが罠わなではないか、という疑念はずっと消せなかった。あちらは市民を味方につけているから、たとえば大量の兵を隠せる場所が街のどこかにあって、こちらが市中に安心して宿営したところで寝首を搔かくつもりではないか。

「使う建物は洗いざらい調べました。逃げ遅れた街の者をそれぞれ締しめ上げましたが、やはり銀ぎん卵らん騎き士し団だんの者はみな教会内にいるようです」

「ならば焦あせらず戦えるな」

　コスタクルタは椅い子すの背に頭を預けた。

「どのみち、二万の総攻撃は城門を破ってからだ。夜も攻撃は続けるが、半数以上は休めるだろう」

「攻こう城じよう隊たいはデュロニウス軍から預かった者を中心に組んでおります」

　副官が得意げに言った。

「良い判断だ。我らは長旅で疲れておる」とコスタクルタは歯を剝むいて笑い、他ほかの者もそれに追つい従じゆうする。

　プリンキノポリに入った王国軍は、南から戻ってきた遠征軍一万と、デュロニウス軍からコスタクルタに貸し出された一万である。残りのデュロニウス軍一万は、依然として街の北に野営している。

「イル・デル・グレコにいる連合軍がそこまで怖いのですかな」

「何万いるか知らぬが、攻めてくる勇気もない腰抜けぞろいであろうに」

「攻めてくるにしろ、街で迎え撃うつ方が得策でしょう。デュロニウス将軍はなにを考えているのやら」

「蛮ばん人じんは野宿が性に合っているのだろう」

　コスタクルタは嘲あざ笑わらう。

「数すうヶか月げつ前まで山さん賊ぞくまがいの傭よう兵へい団を率ひきいていたというではないか。それが血筋と偶然のおかげで将軍職に成り上がるとは」

　そのとき、先ほどとはべつの連絡兵が、ランタンを手にバルコニーに駆かけ込んできた。

「閣下、ゴレイオス大隊長が帰投されました」

「ようやくか。なにを遊んでおったのだ。捕ほ虜りよ引き渡しの話がそこまで長引いたのか。だいたいなぜ本人が報告に来ない」

　銀卵騎士団の者をデュロニウス軍が捕虜にしていると聞いたコスタクルタは、身み柄がらを引き取って尋じん問もんするために、大隊長ゴレイオスを後陣のデュロニウス将軍のもとに派は遣けんしたのだ。しかしそれは夕刻のことである。

「それが……」

　連絡兵は言いい淀よどむ。明かりが蠟ろう燭そくとランタンの火だけだったせいで、その若い兵の顔が青ざめているのには、だれも気づかなかった。

「大隊長らのご様子がおかしいのです。蒼そう白はくで、毛髪も真っ白になり、足腰も立たず」

「あやつの髭ひげはもともと白いではないか、老いぼれで」副官が笑い声を立てる。

「なにをお訊ききしても、妙なことしかおっしゃらず」

「ついに耄もう碌ろくしたか。デュロニウスによほど脅おどされたか。なんと言っている」

「……フォボス、……とだけ」

　コスタクルタは顔をしかめた。

　それは──なにか不吉な神の名ではなかったか。





　　






　将軍用の大きな幕まく屋やから、なまぬるい夜や気きの中に出たところで、デュロニウスは横から声をかけられた。

「あの白しら髭ひげとその部下ども、さきほどようやく目を覚ましたので、街に送り届けてやりました」

　傭よう兵へい団時代から長くデュロニウスの片腕を務める男だった。今は聖王国軍千人長という望外の地位についている。粗そ野やな笑い方も、顔に残るいくつもの古傷も、都勤めばかりで戦場を知らない騎士たちにはないものだ。

「コスタクルタとやらが直じき々じきに来てくれれば、なお話が早かったが。俺おれになにか口出しする気など失うせるほどに、心をずたずたにしてやったものを」

　デュロニウスは肩を揺らして笑う。

「頭とう領りようが直接、あの白髭を送り届けて、そのまま街に入ればよかったのでは。残った兵どもが不満そうですぜ。街入りの隊は柔らかい寝床を使って、肉も酒も新鮮なやつをたらふく食っているというのに」

　千人長は、夜よる闇やみの中に並ぶ辛しん気きくさい天幕の群れを手で示して言う。

「頭領と呼ぶなと言っているだろう。将軍と呼べ」

　デュロニウスはどすの利きいた声でたしなめる。傭兵だった頃ころの悪あく癖へきだ。

「街には入らん。ほんとうは兵一万も貸したくなかった」

「なぜです」

「勘だ」

　千人長は怪け訝げんそうな顔をする。

「なにかある。風がきな臭い」と、デュロニウスは夜空を見上げる。

　前線を駆かけずり回っていた頃は、その野生の獣けものじみた嗅きゆう覚かくが何度も傭兵団を窮きゆう地ちから救った。しかしそれは数百人の小部隊だった頃の話だ。

「こっちは二十倍、三十倍ですぜ。街を総ざらえしても、逃げ遅れた爺じじいや婆ばばあが見つかるばかりで、どこかにザカリア兵が隠れてるわけでなし。なにがあるんですかい」

「きさま、いつから俺の判断に口出しできるようになった？」

　デュロニウスは千人長の肩をつかんだ。うめき声があがる。鋼はがねの肩当て越しだというのに、そのすさまじい握あく力りよくによって、鎧よろいが肉に食い込み骨を軋きしませているのだ。

「……も、申し訳……ありません……」

　ふん、と鼻を鳴らし、デュロニウスは部下を土に投げ捨てる。

「ザカリアの女め狐ぎつねは、いくつか噂うわさを聞くが、侮あなどれん」

　かなたのわずかな明るさに浮かぶプリンキノポリ大教会の高い影を見やり、デュロニウスは含み笑いをした。

「まぐれで駐ちゆう屯とん軍ぐん一万を殲せん滅めつできるものか。ふ、ふ、敵であってよかったわ」

「敵であって、よかった、ってなあ」

　顔をしかめながら立ち上がった千人長が、訝いぶかしげに訊きいてくる。デュロニウスの理り不ふ尽じんな暴力にはさんざん慣れている男だ。

「とびきりのいい女だというではないか。頭の良い戦いくさ人びとの美女なぞ、そうそうおらぬ。気き位ぐらいも高いだろう。そういうのを組み敷いて、泣き叫ばせ、やがて言うなりになるまでさんざんなぶる。敵なれば捕らえた後で遠慮なくそれができよう」

「頭とう領りようは──ああいや、将軍閣下は、変わっておりませんな」

　千人長も下げ卑びた笑いを返す。

　そのとき、幕まく屋やの中から、引きつった高い悲鳴が聞こえた。千人長ははっとして、入り口の幕とデュロニウスの顔を見比べる。

「今のは？　……まさか頭領、こっそり女を連れ込んでいたぶってたんじゃ。まずいでしょう、今は正規軍なんだから軍ぐん監かんどもがうるさくて」

「たわけが。あれは男よ。俺おれではなく母親の方に似たから、なかなかそそる顔つきに育っていたがな。いたぶりがいがある。あれの母親をいたぶったときのことを思い出すわ」

　さすがに千人長は、わけがわからないという顔になる。

「俺も、あれほど長く刻こく印いんの力を浴びせたのははじめてだ。普通はそのまえに狂う。今はいい夢を見ているだろう。こちらも疲れた。少し時間をおいてまた可愛かわいがる」

「はあ……」

　聞きながらも千人長は、将軍のひときわ残忍そうな笑みに、ぶるりと背を震ふるわせた。

　と、暗くら闇やみの中、天幕の間を縫って、松明たいまつの火と足音が近づいてきた。

「閣下！」

　これは古くからの手下ではなく、正規軍の若い兵だ。

「ジュリオ・ジェミニアーニという方、ご存じですか。閣下にお目通り願いたいと」

「だれだそれは」

「それが、たいへん若いのですが白しろ薔ば薇らの騎士でして、しかも、お、王おう太たい伯はくティベリウス陛下の直属でして、密みつ命めい印いんまでお持ちで」

　デュロニウスの眉まゆがぴくりと動いた。

　若い──白薔薇の騎士。記憶に触れるものがある。

「何用だと？」

「捕ほ虜りよを連れているのです。……《塩撒まき》をご存じですか？」







　整然と並ぶ幕まく屋やは、夜の闇やみの中にあって、巨大な犬歯のようだった。その間を足早に走り抜けていると、まるで大地すべてを吞のみ込こんでしまった獣けものの口の中に踏み入っていくような寒気のする錯さつ覚かくにとらわれる。それでもジュリオは足をゆるめない。

　ちらと背後をうかがうと、異様な姿のミネルヴァが、紅くれないの髪と汗を夜風に散らしながら必死に追いすがってきている。あの大剣を横にして背中に回し、横木として、そこに両腕を縄なわで縛しばりつけてあるのだ。捕虜であると偽ぎ装そうするためだが、とても走れるかっこうには見えず、ジュリオに遅れていないのが信じられない。

「《塩撒き》？」「あの剣──」「なぜこの陣に」「捕まえたのか」「女じゃねえか」

　幕屋から顔を出した兵たちのざわめきが聞こえる。

「ジュリオ殿！　お待ちください、将軍が今いらっしゃいますから、勝手に」

　泡あわを食った侍じ従じゆうが追いかけてくるが、二人とも足をなお速める。ミネルヴァの首につないだ縄を握にぎった手が、汗で滑りそうになる。

　白しろ薔ば薇ら章しようや王おう太たい伯はくの印いんなどといった権威にはまったく興味のないジュリオだったが、今はそれに感謝しないわけにはいかない。細かいことを訊きかれずにデュロニウスにつないでくれたし、居場所も教えてもらえた。

　将軍の幕屋から、奇妙な悲鳴が聞こえる──という噂うわさまで聞いたところで、ジュリオもミネルヴァも待っていられなくなった。

　向かう先に、松明たいまつの火がふたつ見えた。巨漢の騎士が、明かりを手にした二人の侍従を伴ともなってこちらに近づいてくる。その額ひたいにうすぼんやりとした青い光をみとめ、ジュリオははっとして足を止めた。重量を背負ったミネルヴァは急に立ち止まれず、背中に強くぶつかってくるので、それを必死に支える。

「ほう。これは、白薔薇の騎士どの」

　デュロニウスも、数歩の距離で立ち止まり、歯を見せて嗤わらう。

「王宮で逢あって以来ではないか。こそこそ隠れたり走り回ったりするほど息そく災さいなようでなによりだ。それに」

　ジュリオの肩越しに、ミネルヴァをねめつける蜥蜴とかげの目。

「手みやげもなかなか気が利きく。あの城の中庭での非礼、赦ゆるしてもよいぞ」

　歯は嚙がみしそうになるのをこらえ、ジュリオは息を吐き出す。背後で、ミネルヴァがかわりに歯を軋きしらせるのが聞こえたからだ。

　クリスの居場所を確かめるまでは、虚むなしい演技を続けなければいけない。ジュリオは一礼して言った。

「王おう太たい伯はく陛へい下かから拝命した特務にてプリンキノポリに潜せん伏ぷくしていたところ、ザカリア兵を捕らえました。我が軍に甚じん大だいなる被害をもたらした、《塩撒き》などと呼ばれる女である可能性があります」

　食事中だった兵も、寝入ろうとしていた兵も、みな天幕から出てきて人垣をつくる。

「それで？」と、可お笑かしげにデュロニウスが言う。

「こちらの陣に、同じくザカリアの騎士団のクリストフォロなる者が捕らえられていると聞き及びました。その者に、この女がほんとうに《塩撒まき》であるか確認させたく」

「わかった。女は預かろう。貴き卿けいは任務に戻られよ」

　デュロニウスは舌なめずりして答えた。

「いえ。確認に私も立ち合います」

「戻れと言っている」

「私は王おう太たい伯はく陛へい下かの印いんを賜たまわっております。閣下に命令権はございません」

　将軍の細い目は、針のようになる。額ひたいの刻こく印いんが今やはっきりと見てわかるほどに発光し、周囲の兵たちのざわめきが揺らぎ始める。

「……いいだろう」

　笑みを消したデュロニウスが吐き捨てた。

「ついてこい」







　将軍用のひときわ大きな幕まく屋やが、陣の中央にあった。二人の侍じ従じゆうがその入り口を左右からたぐって開き、デュロニウスが「おまえたちは外で待て」と言い置いて最初に中に入る。そのとき中から漏もれ聞こえたのは、しぼり出すようなうめき声だった。両手を拘こう束そくされたままのミネルヴァが、ジュリオの背中を押し込んで天幕に転ころがり入る。

「焦あせらずとも、やつは動けぬ」

　ちらと振り向いてデュロニウスが言った。

　幕屋の奥、積み重ねられた馬具や無む造ぞう作さにぶらさげられた旗の間、分厚く敷かれた毛皮の上に、なにかが横たわっていた。

　ジュリオは最初、その小こ刻きざみに痙けい攣れんするなにかが人だと気づかなかった。赤黒い巨大な蛭ひるではないかと一瞬思った。

「クリス……」

　ミネルヴァが引きつった声を漏らす。クリスだ。たしかにクリスだ。自分の爪つめで搔かきむしったのか、服はずたずたで、のぞいた全身の皮膚の表面を、赤と黒の毒々しいまだら模様がびっしりと覆おおっている。

（なんだこれは）

（なんなんだ、これは）

　見開かれた目は虚うつろで、濁にごった白目に瞳ひとみが埋まい没ぼつしている。口の中で舌がねじくれて、吐き出される声はもはや人のものではない。

「面白かろう」

　デュロニウスが忍び笑いを漏もらす。

「我がフォボスの神が、こやつの心を根こそぎ剝はぎ取とった。見ろ、その下にある本性がそれだ。獣けものだ」

　ぎいいいいい、という金属の軋きしみが聞こえた。

　両手を大剣にくくりつけられたミネルヴァが、その分厚い刃やいばを折り曲げてしまいそうなほど力を込めた音だ。

　ジュリオは、足がすくんで、声もたてられなかった。食い入るように、獣じゆう皮ひ敷きの上でのたうつクリスの変わり果てた姿を見つめていた。視界の端で、デュロニウスの手の甲が青くぎらつくのにかろうじて気づいた。

「人の心は邪魔なだけだ。神の血さえあればよい。獣を痛めつけ、従順にさせるのはたやすいことよ。それで俺おれは王国を手に入れる。そのうえ──」

　ミネルヴァをねめまわす目。

「女王を見たときから、ものにしたいと思っていたが。ふ、ふ。姉の方がなおそそるな。シルヴィアは託たく宣せん通りこの獣にくれてやる。俺はきさまをいただくとしよう」

　身体からだ中じゆうの血管がちぎれたような、致命的な音が響いた。ミネルヴァの足下に縄なわの束たばが落ち、大剣が背中を滑ってその手に握にぎられる。怒りに紅こう潮ちようしたミネルヴァに、もはや言葉はなかった。ジュリオを押しのけて一歩前に出たとき、デュロニウスが右手を持ち上げ、その刻こく印いんを額ひたいに重ねる。目を灼やくほどの青い烈れつ光こうがそこから放たれた。

　いくつもの悲鳴、うめき声、犬のような吠ほえ声ごえ、泣き叫ぶ声が天幕の外でわき起こり、吹きすさぶ雨風となってジュリオを打ち据すえた。

（自陣中で刻印を開ききる──のかッ）

　ジュリオの驚きよう愕がくは、そのまま押し寄せる冷気に吞のみ込こまれた。自分の喉のどからおぞましい絶叫がほとばしり、肌のすぐ下を這はい回まわる怖おぞ気けにすべての体温を奪われ、脚が崩れ、土の上に膝ひざをつく。

「あ、あ、あぁあああああああ」

　声とともに身体中の力が流れ出て、かわりに血管に恐怖が流し込まれる。ぞぶぞぶと貪むさぼり食くわれつつある意識の中で、ただ紅くれないの髪が跳はね上がり、分厚い鋼はがねの塊かたまりが走ったのだけが見えた。





　　






　プリンキノポリ大教会の正門や城壁を下からあぶる篝かがり火びの明かりに、巨大な影が差した。台車に乗せられて進み出てきたそれは、城壁の高さをわずかに上回る木組みの足場である。攻こう城じよう塔とう──城壁を越えて兵を直接送り込む大規模兵器。

「二箇所です！　今、城壁に接触しました！」

　主聖堂屋上ドームのフランチェスカのもとにも悲痛な報告が入る。

「ジルベルトを回したわ、エウノミア門はあきらめて二隊を城壁に回して！　油をありったけ、火が点つかなくてもいいから撒まいて！　滑らせるだけでいいわ、弓兵は破は城じよう槌ついだけ狙ねらって！　パオラを呼んできて！」

　嗄かれかけた声で必死に指示を飛ばすフランチェスカ。

「おれはどこに回る、城壁か」隣で遠眼鏡を手にしていたニコロが訊きいてくる。

「あなたは攻撃に出る機をぎりぎりまで見定める役目！」

　軍医は歯は嚙がみして、もう一度遠眼鏡を目に押しあてる。

「夜の間に組み上がるとは思ってなかったぜ。大した工兵を連れてるもんだ」

　フランチェスカはまぶたの下を押さえながら嘆たん息そくする。きっとひどいくまができているだろう、と思う。日没から数すう刻こく、攻撃は休まるどころか勢いを増している。攻こう城じよう塔とうの完成時期を見誤っていたのは大きな失点だった。持ち運びできるような兵器ではないため、戦場で造る。街が無人になったために、工具も建材も使い放題だったのだろう。やがて鬨ときの声が城壁を越えて響いてきた。

「フランチェスカさま！」

　女の声に振り向く。典てん礼れい服を煤すすで汚した初老の女性数人が、僧に付き添われてランタンを手にドームに上がってくるところだった。先頭の一人は、驚いたことに市長夫人だ。

「どうなさったのです」

「門の防備、私どもも手伝います」

「男どもは文句を言ったり震ふるえてるばかりで」「材木を組んで抑えるだけなら女にも」

「いけません、これは戦いくさなんです！　みなさんは子供たちと一緒に地下に」

「いいえ」

　市長夫人が力強くフランチェスカの言葉を遮さえぎる。

「私どもの街、私どもの教会です。ですからこれは私どもの戦です。聖女さまに守ってもらうばかりでは、神々も見捨てましょう」

　フランチェスカの心を、荒波が覆おおい尽くす。門の被害を訴える騎士団の者の絶叫、火矢の飛び交う音、城壁の上でついにぶつかりあう敵味方の刃やいば、そういった戦場のざわめきが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって押し寄せてくる。

（言ってしまおうか）

（あたくしの、あたくしだけの戦いなのだと）

（聖女ではなく、守るために戦っているのでもなく、これからこの街を──）

　けれどフランチェスカは、その噴ふき出しかけた想おもいを拳こぶしの中で握にぎり潰つぶす。

　使える駒こまは、すべて使うと決めたのだから。

　隣でじっと黙って見つめてくるニコロの視線を振り払うように、市長夫人に言った。

「わかりました。建材は南西区の倉庫にあります。運搬と連絡だけお任せします、アストレイア門の前に詰めている百ひやく卒そつ長ちようの指示に従ってください、やるからにはありったけの人手を集めるようお願いします、武運を！」

　街の女たちと入れ違いに、パオラがドームに駆かけ上がってきた。

「フランさま、お呼びですかっ！　あ、あたしが攻撃隊指揮って──そ、そもそも、攻撃に出るってほんとですかっ？」

　すでに衛生兵の青服に着替えたパオラは、あたふたとバルコニーに出てくる。沸き立って渦巻く火花混じりの戦風の中、フランチェスカとパオラ、そしてニコロの三人だけとなる。フランチェスカは軍医の手から遠眼鏡を抜き取ってパオラに渡した。

「ほんとうよ。このままではどうやっても門を破られるか城壁を越えられるわ。攻撃に転じなければ。ニコロと、あとはジルに任せるつもりだったけれど、ジルにはなんとしてでも城壁で食い止めてもらわないと。だから攻撃隊はあなたに任せる」

「で、でも、どうやって、だって外に出たら囲まれておしまいですよ！」

「耐えるの」

　フランチェスカは、翳かげった軍医の顔を経て、城壁の向こうの夜空を見やる。

「もうすぐ、もうすぐ──街に入った王国軍総員二万が、すべて罠わなに堕おちる」

「罠って、だ、だって、街には敵しかいませんよ」

「そうね。でも」

　もう、隣に立つニコロの顔を見られない。

「あたくしには、なにものも踏みにじる傲ごう慢まんさがあった。それから、ニコロがいた」

　だから、あとは耐えるしかない。

（パオラ。あなたも、ここから見届けて）

（あたくしの罪を。それから、指し示される殺さつ戮りくの道筋を）

　そのときふと、風の重みが変わった。遠眼鏡を目に押しあてたパオラが息を吞のむ。城壁の向こう側に広がる暗黒に、いくつもの光が同時に灯ともった。







　久々の柔らかい寝床でまどろんでいた極きよく南なん将軍コスタクルタは、きなくささとちくちくした騒がしさで跳はね起きた。とたん、煙が目に入ってきて、むせながらも枕まくら元もとの剣をまさぐり、寝台から飛び降りる。白煙を向こう側から照らす炎の色が四方を囲んでいるのが見えた。

「な──」

　驚きよう愕がくの声は咳せきでかき消される。熱気で頰ほおをなぶられ、一瞬、ここがどこだかわからなくなる。そう、プリンキノポリの市長宅だ。隣室にいるはずの副官を大声で呼ぼうとしたとき、扉が開いて炎の舌や黒煙とともにその副官が転ころがり入ってくる。

「閣下、階下はすでに火の海です」

「なにがあった！」

「将軍閣下ーッ」

　寝室からつながるバルコニーの方で声がした。兵が梯子はしごを持ってきたのだ。

　外に出ると、夜の下半分を埋め尽くす激しい炎が見えた。熱風がコスタクルタの顔に強く吹きつける。若い兵が梯子はしごからバルコニーに這はい上あがった直後、燃える手すりとともに梯子が倒れた。

「馬ば鹿か者ものッ」思わずコスタクルタは怒ど鳴なりつけていた。「なにが、なにが起きた！」

「わかりません、突然あちこちですさまじい火の手が！」

　炎に巻かれた家々や納屋から、飛び出して逃げまどう兵たちが見える。火か槍そう車しやに引火したのか、馬車置き場の火がひときわひどい。

「乱れるな、それでも誇り高き聖軍かッ！」

　コスタクルタは手すりの向こうに叫んだ。

「火の手のないところに避難して隊列を組め、隊長どもはなにをしている！」

「避難できる場所がないのです、街はすべて火が回っています、とにかく飛び下りてください閣下、なんとか街の外に──」

「な──」コスタクルタは絶ぜつ句くする。街がすべて燃えている？

　呆ぼう然ぜんとして見渡すと、たしかにこの炎の広がり方は、プリンキノポリ全市街を吞のみ込こんでいるとしか思えない。どうしてこれほどいちどきに。ザカリア軍の仕掛けなのか？　教会から火矢でも放ったくらいでこんな惨事になるはずがない、まるで街中に何百人もが潜ひそんでいて一いつ斉せいに油を撒まいて火を放ったようにしか思えないが、そんなことはできるはずがない。敵も市民も残らず教会に押し込めて一歩も外に出していないのだ。なぜ。

「閣下、早く！」

　副官がいち早くバルコニーの向こうに身を躍おどらせた。若い兵に腕を引かれ、コスタクルタも手すりに駆かけ寄ろうとしたとき、背後で致命的な音が響いた。振り向くと、燃えさかる屋根が滑り落ちてくるのが見えた。コスタクルタは目を剝むいて絶叫した。







　ミネルヴァの手に握にぎられた大剣がうなりをあげ、天幕を切り裂さきながら振り下ろされた。大地にひびを入れるほどの金属音が響く。

　デュロニウスは、分厚い剣でミネルヴァの一撃を真正面から受け止めていた。岩盤さえ真っ二つにできそうなほどの勢いをのせた剣撃にもほとんどたじろがず、ミネルヴァを見下ろしてにたりと笑い、突き飛ばす。

「──くぁッ」

　土の上を転ころがり、天幕の支柱に背中をぶつけて止まる。激しい刃やいばの嵐あらしでずたずたになっていた幕と柱が、その衝しよう撃げきでついに崩れ落ちる。ミネルヴァはかぶさってきた厚い布をあわてて引き裂き、立ち上がる。デュロニウスも巨体にまとわりつく幕を手で引き裂いて立ち上がった。闇やみの中に、刻こく印いんの青い光だけが浮かんでいるようだ。

　陣のそこかしこで、嗚咽おえつや悲鳴、野や犬けんのうなり声のようなものが聞こえる。叱しつ咤たする声や隊長を呼ぶ声は、フォボスの力の及ばない距離にいた者だろう。こうして将軍の天幕が倒とう潰かいし、捕ほ虜りよが武器を手にして将軍と斬きり合あっているというのに、だれも近づいてこない。他ほかに動くものの気け配はいは、ミネルヴァの足下で震ふるえている白銀の髪だけだ。

（わたしだけか）

（この吹き荒れる恐きよう慌こうの中で立っていられるのは、呪のろわしい女王の血を持った、わたしだけなのか）

　ゆっくり歩み寄ってくるデュロニウスの向こう、獣じゆう皮ひの上でまだのたくっている身体からだを見つめる。肌をまだらに染める黒がどんどん広がっている。

「聞きしにまさる腕ではないか。ますます、臥ふし所どでなぶるのが楽しみになった」

　デュロニウスが唇の血を舌でぬぐって言う。ミネルヴァの剣先がつけた細かい傷から散った血しぶきだ。

「俺おれとここまでやり合えるのは、きさまがはじめてだ」

　ミネルヴァと刃やいばを合わせ続けられる相手も、このデュロニウスがはじめてだった。刻こく印いんの力など関係なかった。ミネルヴァの予見する未来のすべてが、四し肢しをえぐられ断たち切られる激痛で潰つぶされていく。大剣を受けきれるだけの重厚な剣と、それを片手で軽々操れるほどの腕力。それでいて、鋭く正確に急所を狙ねらい澄すます太た刀ち筋すじ。なぜかその戦い方はクリスのそれを思わせる。

（なぜクリスに似ているなどと思う？）

（でも、認めなければいけない。ほんものの剣士だ）

　そう、ちょうどクリスと自分の強さをそのまま併あわせ持ったような──最悪の敵。

（いや……）

　大剣を低くかまえ、めまぐるしく浮かぶ死の予見を振り払いながら、ミネルヴァは自分に言い聞かせる。まったくの最悪では、ないはずだ。

（カーラよりは、ましだ）

　ミネルヴァとジルベルトの師。あの、絶望に絶望を塗ぬり重ねたような強さに比べれば。

　しかし、カーラを引き合いに出さねばならないこと自体、すでに心が折れる兆きざし。

　それでも大剣を持ち上げ、地を蹴ける。体重を乗せた一撃を防がせ、懐ふところに潜もぐり込んで剣の柄つかで腹を突き上げる。その巨体からは想像もつかない俊しゆん敏びんさでデュロニウスは横よこ様ざまに飛とび退のき、すぐに返しの一太刀がミネルヴァの髪を薙なぐ。敵の剣の軌き道どうは宙でねじ曲がり、倒れかけたミネルヴァの頭に降り注ぐ。肘ひじを刃の腹に叩たたきつけ、斬ざん撃げきをそらすより他になかった。デュロニウスの刃はミネルヴァの頭からほんの指数本ぶんほどずれた地面をえぐった。腕を濡ぬらす生あたたかい血を感じながら立ち上がろうとしたところで、引き抜きざまの一撃が横から襲ってきて、盾たてにした大剣ごとミネルヴァを吹き飛ばした。

　冷えた土を嚙かみ、不意にわき起こったどよめきにミネルヴァは顔を上げる。

「お、おい、あれ」

「街が──」

「燃えてるぞ、みんな」

「やつがら火を放ったのか」

「馬ば鹿かな、教会に閉じこもっているはずだ」

　怯おびえる兵たちの頭上の空がほの紅あかく染まっている。ミネルヴァもほんの一瞬、その偽いつわりの夜明けに意識を奪われた。

（やったのか、フランチェスカが）

（反撃が始まるのか）

　そのわずかな空くう隙げきに、デュロニウスの一振りが叩たたき込こまれる。大剣の腹でも受けきれず、二の腕に刃やいばが食い込んだ。ミネルヴァは反射的に土を蹴けっていた。鮮血を撒まき散らしながら宙を舞い、背中から地面に叩きつけられる。跳んで勢いを殺していなければそのまま腕を斬きり落とされていただろうと確信できるほどの一撃。痛みに気を失いそうになりながらも起き上がる。そのとき、古木を素す手でで引き裂さくような怖おぞ気けの立つ咆ほう吼こうが響いた。

「……クリス！」

　近づいてくるデュロニウスの脚の間から、天幕の逆の端、どす黒く染まって痙けい攣れんする身体からだが横たわっているのが見える。さきほどはなめくじの群れのようだった肌の黒い部分は、今や広がって全身を覆おおい尽くそうとしている。その手は虚こ空くうを搔かきむしっている。

　ミネルヴァの視線に気づき、デュロニウスが口元を歪ゆがめて言った。

「あれの、人である部分は、じきに喰くらい尽くされる。残るのはつながれた獣けものだけだ」

「……そんなこと……させるか」

　声を吐き出すだけで腕に痛みが走る。痺しびれのせいで、握あく力りよくも感触もない。そばの地面に突き立っているはずの大剣が、どこにあるのかもわからない。

　デュロニウスは侮あなどりきった視線をミネルヴァに注ぎ、それから街の方を見やる。

「女め狐ぎつねの奇策が功を奏したようだな。なにを仕掛けたか知らぬが……戦場であることを忘れた豚どもが、豚小屋を見つけて大喜びしたあげくがこのざまよ。ふん。何匹が焼け死ぬやら。獣を投降させたのも女狐の策のうちだろう？　俺おれにそんな小細工が通じるか。己おのれの弱さを恨め」

　一歩。また一歩。デュロニウスが歩み寄ってくる。

「きさまの四し肢しの腱けんを斬って、それからゆっくりとなぶってやろう。どんな声で鳴くのか楽しみだ。人の皮がすっかり剝はがれて獣が現れたら、その相手をさせて眺めるのも面白い。ふ、ふ。獣の方も、目覚めたばかりは腹が減っているだろう」

「この下げ衆すがッ」

　嘲あざけり笑いとともに、デュロニウスの剣が持ち上がった。

（くそ、動け、動け！）

　ミネルヴァは自分の腕を叱しつ咤たした。傷は深く、力が戻らない。血がぼたぼたと地面を打つ音だけがはっきりと聞こえている。かろうじて指先だけで大剣の柄つかを搔かく。デュロニウスの体たい軀くがのしかかるようにしてミネルヴァの眼前に迫り、その剣が視界を真っ二つに断たち割って振り下ろされた。

　そのとき、烈はげしい火花が散り鋼はがねの音が砕くだけた。







　家々を吞のみ込こんで延焼する火は、まるで巨大な何者かが夜の黒に指で光の色を塗ぬり広げていくかのようだった。視界はさんざん炙あぶられ、焦がされているはずなのに、フランチェスカは指先までしみとおる寒さを覚える。

「見事ね、ニコロ。ほとんどずれもないわ」

　声が震ふるえているのは、火災が巻き起こす風のせいだけではないだろう。

「礼は、王国軍の戦死者どもに言ってやってくれないか」

　青ざめた顔でフランチェスカと同じくかなたの火を見つめながらニコロが答える。

「ど……うして、こんな」

　パオラが啞あ然ぜんとした顔で、燃える街と二人との間に視線を何度も迷わせる。

「ニコロさんがやったんですか？　ど、どうやってっ？　だって街には王国軍しか」

「酸の使い方は、まだパオラには教えてなかったな。……教えない方がよさそうだが」

　哀かなしげなニコロの言葉に、パオラは唇を震わせるだけだ。

「砂糖に、ある種の石の粉を混ぜて、強酸を加えると激しく発火する」

　なにを言っているのかわからないのだろうか、とフランチェスカはパオラの呆ほうけたような横顔を見つめながら思う。

（いえ、ちがう。わかりたくないのだ）

「おれが仕掛けた」

「う、噓うそです！　だ、だって！　ニコロさんずっと教会にいるじゃないですか、どうして今、火をつけられるんですかっ」

「だから。鉄の仕切りの上に酸を入れて、その下に燃料を詰めたんだよ。そんな箱をもう何百と造った。ジルベルトと一緒に隠して回ったよ。納屋の藁わら山やまとか、油あぶら壺つぼのそばとかな。酸が、一晩かけて鉄を溶かして」

　パオラが耳をふさいで首を振る。聖王国軍の戦死者からむしり取った鎧よろい。均一な厚さを持つその板いた金がねを使って造られた数百の仕掛け。その中で、酸はゆっくりと、しかしよどみなく鉄を蝕むしばみ、やがてそのときを迎えて食い破り──

「あたくしが命じたことよ、パオラ」

　聖女と仰あおぎ、守護にすがって教会へと集まった人々の家すべてを。

「耳をふさがないで。目を閉じないで」

　パオラの肩に、自分でもぞっとするほど優しく手を置く。眼下の中庭から、プリンキノポリ住民たちの悲嘆が聞こえてくる。

「家が──」「街が燃えてるのか」「どこが！　どこから火が！」「王国軍のやつらか！」

「お、おお、おお」「門を開けてください！」「馬ば鹿か、死にに行く気か！」「家が！」

　城壁にものぼって様子を確かめようとする市民を、騎士団の者と僧たちが必死で止めている。

「あたくしが火をつけたの。さあ」

　パオラの手に押しつけたのは、鳥をかたどった飾りを戴いただく指し揮き杖じようだ。

「戦いは、これから始まるわ。火ごときで二万の兵は殲せん滅めつできない。あれは退路を断たち、陣形を広げられないようにしただけ。征ゆきなさい」

　肩を押されても、パオラはしばらく手の中の指揮杖を見つめたまま固まっていた。ニコロが無言で踵きびすを返し、階段の方へと歩き出す。それでも、パオラは動かない。

（この娘は、産うまれたときからあたくしのそばにいた）

（だから心の底では知っているはず）

（あたくしの卑ひ劣れつさのすべてを）

　だからフランチェスカはなにも言わなかった。

　ただ、子供の頃ころによくそうしたように、頰ほおを寄せ、一度触れさせただけだ。

　パオラの火ほ照てりが、冷えきったフランチェスカの肌に伝わった瞬間、栗くり色いろの髪がひるがえった。耳をひとなでし、そのまま風になる。

　走り去る青い衛生兵服を見送りながら、フランチェスカはいや増す寒気に身を震ふるわせた。みな、行ってしまった。今はここに、ひとり──

　否いな。

　バルコニーの端を見やる。












　柱の陰にひっそりと立つ気け配はい。いつからだろう。

「老師。もう、あたくししかいませんわ」

　額ひたいに深く苦悩を刻きざんだマルマテオ師の姿が、陰影の中から歩み出てくる。ひどく離れた場所で立ち止まると、しゃがれきった声が煤すすけた風に乗って伝わってくる。

「……憐あわれみを、フランチェスカどの」

「尊敬いたしますわ。こういうとき、並の者はまず、立ち聞きするつもりはなかった、などと言いますもの」

　どうしようもなく皮肉な言葉しか出てこない。

「お願いにまいったところであった。僧たちを、みな外に出してはくれぬかと。王国軍に一時の休戦を申し入れ、できれば協力を仰あおぎ、鎮ちん火かにあたりたいと──」

「では、あたくしがそれを認めるわけがないのも、おわかりですわね」

　舌が氷の刃やいばになってしまったようだ、とフランチェスカは思う。

「みなさまにお伝えくださいませ。あれは王国軍が放った火だと。休戦して鎮火など認めるはずがなく、一いつ刻こくも早く撃げき滅めつする以外にないと。あたくしもこれから庭に下りて、市民にそう教えて回ります」

　老僧の目に浮かんでいたのは、灼やけた空の色と、それから憐れん憫びんだった。細く細く息を吐いて、マルマテオ師はもう数歩、ゆっくりと寄ってくる。

「あの軍医どのは、……アンゴーラ人だったのですな」

　フランチェスカは、ほう、と息をついた。

（いつか、気づく者はいるだろうと思っていた）

（ニコロの持つ知識と技術。みな、この国には存在しないものなのだから）

「一度は聖女などと呼んだ者が、異教徒をそばに置いていることが、赦ゆるせませんか」

　異教徒。聖王国の者に対しての蔑べつ称しようではない。まったくほんとうの意味での、パルカイ神群とは相あい容いれぬ天を戴いただく民。

　フランチェスカのむなしい問いに、マルマテオ師はかぶりを振った。

「いえ。ただ、確かめたかっただけです」

「あたくしが、信仰を持っていないことを？」

「はい」

　老僧は深々と頭を下げた。フランチェスカは下唇を強く嚙かみ、踵きびすを返した。

　階段の方へと歩き出すフランチェスカの背中に、マルマテオ師の声が染しみ込む。

「それでも拙せつ僧そうは、貴女あなたのために、祈り──」

　しかしその言葉は、中庭から湧わき上あがってきた市民たちの憎しみの叫びと、城壁を伝って響く聖王国軍兵たちの焼け焦げた悲鳴とに押おし潰つぶされた。





７　テュケーの血







　名を呼ぶ声がかすかに聞こえた気がして、クリスは真っ黒に粘ねばりつくぬかるみから顔を上げた。肌も肉もとうに貪むさぼり尽くされているはずなのに、それでも痛みが走る。あたりが暗くら闇やみに覆おおわれているのが、目を閉じているせいだと気づくのに、かなりかかった。

　目を薄く開く。ぼやけた視界、頰ほおを搔かきむしるざらついた風。それが現うつつなのか、刻こく印いんの力で吞のみ込こまれた泥の中の虚像なのか、クリスにはわからない。

　なぜなら、ミネルヴァがいる。血ち塗まみれでうずくまり、大剣を支えにしてなんとか倒れずにこらえている。それに歩み寄る巨体の後ろ姿が、狭い視界に突然割り込んでくる。クリスは声をあげようとした。

　──逃げろミネルヴァ！

　言葉にならない。ただ獣けもののうなり声が喉のどを痛いほどこするだけだ。巨漢が剣を握にぎった手をゆるりと持ち上げ、その手の甲に青く光る烙らく印いんが見えた瞬間、クリスは再び凍いてつく痛みにのたうち回る。地底のぬかるみから伸びてきた数百のぬめる触しよく手しゆが骨に直接からみつき、軋きしませ、引きずり込もうとする。

　──ミネルヴァ！

　こんな場所にいるはずがない、と思いながらも、クリスは叫ぶ。逃げろ、そいつに近づいちゃいけない。剣がゆっくりと持ち上がる、ミネルヴァの四し肢しが痙けい攣れんして動かせないのがわかる、クリスは身をよじってそちらに近づこうとするが身体からだの向きすら変えられない、ただ獣けもの臭しゆうまみれの涎よだれとうめきが口の端から漏もれるだけで、なにも──

　振り下ろされた刃やいばを、しかし白銀の光が遮さえぎった。鮮烈な金属の響きがクリスを押し包む暗闇にひびを入れる。

　──あれは……

　ミネルヴァを守る、氷の刀身。かつてクリスの手にあったもの。約束をつないだ剣。

　──どうしてあれを、あいつが。

　困惑がクリスの暗闇を揺さぶる。ミネルヴァをかばい、受け止めた剣を押し戻しながら立ち上がる少年。青ざめた顔から流れ落ちる白銀の髪。

　もう一度呼びかけようとしたクリスを、地の底で煮え立つ暗黒が再びとらえ、引きずり下ろした。







「ジュリオ……？」

　驚き困惑するミネルヴァの声を肩越しに聞きながら、ジュリオはデュロニウスの目を見み据すえ、その剣を押し戻して立ち上がる。

「きさま、なぜ動ける」

　デュロニウスが歯を軋きしらせる。その蛇の目が、ジュリオの顔をねめ回す。視界がぼんやりと紅あかいのは、まつげを濡ぬらす血のせいだ。

　なぜあのどす黒い恐怖の奔ほん流りゆうを振り払い、動けるようになったのか、ジュリオにもわからない。ただ、すくんで縮ちぢこまっていた四し肢しに力が戻った瞬間、反射的に抜ばつ刀とうし、ミネルヴァを守っていた。

「なぜ動けるのだッ」

　太い足が跳はね上がりジュリオの腹に食い込む。鈍痛が身を穿うがち、吹き飛ばされ、もんどりうって頭から地面に落ちる。起き上がろうとして地についた手が血で滑る。自分の身体からだに傷の痛みはない。顔を上げると、大剣にすがりつき紅あか色いろに塗まみれた少女の姿が目に入る。では、この身をどっぷりと濡らすあたたかさも──

（ミネルヴァさまの血か）

　ジュリオは、ジルベルトから預かった氷の太た刀ちをかまえ、刃先をぴたりとデュロニウスに向けた。

（よくも、ミネルヴァさまを）

　足をすくませるものは、もはやなにもなかった。土を散らして踏み込み、跳ちよう躍やくで一息に距離を詰め、全身をしならせた一の太刀をデュロニウスの顔面目がけて打ち込む。将軍もかろうじて反応し剣を持ち上げて受けるが、切っ先がその額ひたいをわずかにえぐる。

「虫めがッ」

　怒ど声せいとともに横よこ薙なぎに振るわれた刀身を、ジュリオは伏せて躱かわし、跳ね起きながら太刀を返す。信じがたいことにデュロニウスの剣撃はまっすぐに落ちてきた。体重と剣の重量のすべてを乗せたその一刀と真正面からぶつかり、しかし氷の太刀は折れずに耐えきった。衝しよう撃げきを滑らせて逃がし、土の上を転ころげて距離をとり立ち上がる。

（なんて膂りよ力りょくだ、横薙ぎの一撃を途中で垂直にねじ曲げられるのか）

　ジュリオは震ふるえる。デュロニウスの巨体がゆらりとのめり、次の瞬間にはジュリオの眼前に現れている。右から左から、破は城じよう槌ついよりも重い斬ざん撃げきがジュリオを打ち据すえる。細くしなやかな刀身を操り、必死にしのぎながら、ジュリオは後ずさった。

（戦場で鍛きたえ抜かれた、貪どん欲よくな強さ）

（生まれながらに刻こく印いんという圧倒的な力を与えられながら、それに甘んじることなく磨き続けられた、戦いくさ人びとの強さ）

（今の私では──勝てない）

「ジュリオ！」

　背後でミネルヴァの声がする。こちらに這はい寄よってこようとする気け配はいさえある。

「……ミネルヴァさまは、クリストフォロを！」

　デュロニウスを見み据すえたまま叫び返した。その直後、刀身づたいに滑ったデュロニウスの剣が眼前で軌き道どうを変え、ジュリオの右肩を打ち砕くだいた。激痛の尾を引きながらジュリオの身体からだは宙を走り、地に叩たたきつけられる。

「がッ」

　眼球が吐き出されそうなほどの衝しよう撃げきと、口中を満たす錆さびた鉄の味。土の上を転ころがりながらジュリオは、なにかがふつふつと蒸発していくのを聞いた。平へい衡こう感かん覚かくにすがりつき、大地を踏みしめて立ち上がったとき、全身の奇妙な軽さに気づいた。

　痛みが、消えている。

　見下ろしたジュリオは、引き裂さかれた衣服の下、血に濡ぬれた肌を見つめた。

　自分の血ではない。あのときに浴びたミネルヴァの血だ。なぜなら、デュロニウスの剣を受けて深くえぐられたはずのジュリオの胸にも肩にも、傷ひとつない。それに、血ち糊のりで覆おおわれていた部分が減っている。

「なぜ立てる」

　デュロニウスも目を見開いてうめいた。たしかな手て応ごたえがあったのだろう。

（ミネルヴァさまの血──）

（そうか、これか）

　今、フォボスの力を退しりぞけているもの。それだけではない。ジュリオの思考の中で、様々な記憶がつながり、おぞましい仮説を組み上げる。カーテンの奥で少年の声をしていた王おう太たい伯はく。ミネルヴァの視みた夢。若さを失わぬ大だい院いん司しヒエロニヒカ。託たく宣せん女王の予見。

　テュケー……まだ生まれ得ぬ、命運の担にない手、時の終わりの神。

（これが正しいとしたら、ミネルヴァさまは……シルヴィアさまは）

　歯を食いしばり、その思考を振り捨てる。今はそれを思うときではなかった。デュロニウスが剣を斜めにかまえ、慎重に近づいてくる。

（賭かけるしかない）

（生き残るために）

（生き残って、戻るために）

　ミネルヴァの血でまだたっぷりと濡れたままの左手に太た刀ちを握にぎり、腰をねじって斜め後方にかまえる。デュロニウスの腕にぴくりと力がこもった瞬間、ジュリオは大地を蹴けってその巨体に飛び込んでいた。振り上げたジュリオの左腕の付け根めがけて、デュロニウスが放ったすさまじい勢いの剣撃が走る。刃やいばがざっくりと自分の二の腕に食い込み、骨を砕くだき、再び肉を引きちぎり、腕を完かん璧ぺきに切断して鼻先をかすめ抜けていくさまを、ジュリオは奇妙に遅い時間の流れの中で見ていた。

　その致命的な手て応ごたえで、デュロニウスの顔が悦よろこびに歪ゆがむのさえも。

　左腕の感覚が激痛で隔へだてられた彼方かなたに遠ざかる。それでも、ジュリオは柄つかに巻きつけた指に力を込める。

「あ──あああああああああああああああッ」

　空中で気合いを吐き、身をひねり──

　左手に握った太刀を振り下ろす。

　驚きよう愕がくにひしゃげるデュロニウスの顔を、その喉のどを、鎖さ骨こつから胸当て、脇わき腹ばらにかけてを、ジュリオの渾こん身しんの力を乗せた氷の刃やいばがまっすぐに断たち割った。

　地面に激突し、砂を嚙かみながら転ころげ、太た刀ち先を土に突き立ててようやく身を起こし振り向いたとき、立ったままのデュロニウスが額ひたいや首筋から鮮血を噴ふくのが見えた。

「……なぜ……腕は、斬きり落とした、はずだ」

　ぼくぼくという濁にごった音に、デュロニウスのかすかな声が混じる。ジュリオはまだ痛みでねじくれ返っている舌を嚙みしめ、左腕に右手を押しあてる。

　切断面のふちで、ミネルヴァの血がさかんに泡あわ立っている。

　賭かけたジュリオ自身も、半なかば信じられなかった。両りよう膝ひざが崩れ、地面にへたり込んでしまう。けれど、左腕はつながっている。

　切断されたその瞬間に──再生したのだ。

　血煙を巻き上げ、デュロニウスの巨体がどうとうつぶせに倒れた。割れた胸当てが転がる。赤黒い血が地面に広がっていく。

　ジュリオもまた気が遠くなりかけていた。耳から、目め頭がしらから、すべての活力が流れ出していく。

（だめだ、まだだめだ）

　氷の太刀を杖がわりに、クリスを抱き上げたミネルヴァのもとへと這はい寄よる。

「ミネルヴァさま、クリストフォロは」

「わ、わからない、でも、でもっ」

　ミネルヴァは泣きそうな声でクリスの頰ほおや首筋をなでる。

　ふと、ジュリオは気づく。大気を満たしていたフォボスの力が、消えている。

（そうだ。デュロニウスは死んだのだ）

（私が、殺した）

　浮き上がってきた全身の痛つう痒ように顔をしかめ、ジュリオは二人のすぐそばまで這っていく。まだクリスの痙けい攣れんは続き、目の焦点も合っていない。それだけではなく、肉体はついに異い形ぎようへと変貌しようとしている。牙きばと化した犬歯が唇を盛り上げ、皮膚は蜥蜴とかげのそれのように硬化し、耳はひしゃげて、まるで魚のひれのように変形している。

「クリス、クリス！」

　ミネルヴァの呼びかけにも、なんの反応もない。

（耳が──これでは、聞こえていない）

　皮膚を這い回っていた黒い紋様の動きだけは止まっている。けれど、もはやこの身体は人とは呼べない。大教会正門での戦いのときよりも、なおひどい。

（元に戻るのだろうか）

　不意に、ざわめきと砂を踏む足音と鎧よろいのがちゃつく音とがジュリオたちを取り巻いているのに気づく。見回すと、夜の中に浮かぶ松明たいまつの火が、崩れた天幕を取り囲んでいる。

「将軍！　いったいなにが」

「お、おい、あそこで倒れているの」「まさか」

「あ、あっちはだれだ、おい、捕ほ虜りよの女か」「おまえがやったのか、死神め！」

　ミネルヴァがきっと顔を上げ、あたりに敵意のまなざしを振りまいて大剣の柄つかに手を伸ばす。ざく、ざく、と四方から軍ぐん靴かの音が迫る。ジュリオは膝ひざを立てて鋭く囁ささやいた。

「私が止めます、ミネルヴァさまはクリストフォロを看みて──」

　そのときだった。

　あたりの夜や気きが、鉄の粉を撒まき散らしたようにぎすぎすしたものに変わる。

　最初に反応したのはクリスだった。痙けい攣れんが激しくなり、再び黒い蛭ひるのような紋様が肌を浸しん蝕しよくし始め、その喉のどからは獣けものの吠ほえ声ごえが漏もれる。

「な──クリスっ？」ミネルヴァの呼びかける声を吞のみ込こんで、周囲からも身を引き絞しぼる悲痛な声がいくつもあがる。

「ぃ、いいいいいあああああああああ」

「入ってく、くる、くるな、あ、あああああッ」

「さささささ寒い、寒いいい、寒い寒い、触るな、触るなァッ」

　沸き立つ恐きよう慌こうの渦にジュリオは啞あ然ぜんとして、振り向いた。その視界を、大地から隆りゆう起きした影が覆おおい尽くす。夜よりもなお色濃い漆しつ黒こくの体たい軀く。額ひたいと両手、三つの刻こく印いんが、今や純白にぎらついている。肌はもはや人のものではなく、クリスと同じ黒々と濁にごった紋様で覆われ、その両眼にたまっているのは刻印に劣らぬ不気味な光。

　ジュリオは絶望の底で、その異い形ぎようの貌かおを見上げた。

「──ぁあ──あ、ああアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ」

　大地と大気を震ふるわせる咆ほう吼こうが、かつてデュロニウスだった者の喉から放たれた。





　　






　プリンキノポリ大教会の南東部にある小さな門が、炎の渦巻く市街地に向かってゆっくりと開いた。そこに殺さつ到とうするはずの聖王国軍は、今は火に追われて隊形をずたずたにされ、逃げまどっている。

「水路伝いに正門広場まで行って、攻こう城じよう塔とうをぶっ壊こわして攻撃隊を引っかき回すぞ。準備はいいか」ニコロが馬上で騎馬隊を振り返る。

「先生、怪け我が人にん切り刻きざんでるよりそっちのが似合ってるぜ」と古こ参さんの騎士が茶ちや化かす。

「うるせえ。軍医と衛生兵を前線に放ほうり出だすなんて、どんな騎士団だ。あきれてものも言えない。怪我してもほっとくからな」

　それからニコロは、後続の隊を率ひきいるもう一人の指揮官を見やる。

　小こ柄がらな芦あし毛げの馬の背で、青ざめた顔をして街の大火を見つめている、パオラ。

（無理もないな）

（団長もえぐいことをする）

（隠しておくべきじゃないとは、わかってるが）

　ニコロは頭を振り、燃えさかる戦地に意識を向ける。今は、戦いくさのことだ。この手で火をかけ、あぶり出した連中を、なるべく多く効率よく、殺す。

　腕を持ち上げ、馬の腹を蹴けった。

「出るぞ！」

　ぐい、と身体からだが炎と闇やみの中へ押し出される。何百という蹄ひづめの音がそれに続く。







　パオラはその出陣の様子を、まだ虚うつろな目でじっと見つめていた。預かった指し揮き杖じようを握にぎった右手も、手た綱づなを巻きつけた左手も、身体の両側にだらりと垂たれている。門の形に切り取られた夜の街を侵おかしていく火。逃げ回る人々の影。頰ほおに吹きつけて痛みを残す火の粉。背中に感じる、数百の騎兵たちの目。

　ニコロの隊の動きと聖王国軍の態勢の立て直し具合を観察し、折を見て追つい撃げきをかける。それがパオラの任務だった。

「すげえ火だな」「水路沿いに動けばなんとか」「敵もそう考えるだろう」

　騎士たちの会話が背中に聞こえる。

「王国軍もなに考えてんだ、街中に陣張ってたんだろ」「街を焼けば俺おれたちが出てくるって踏んだんじゃねえのか」「火か槍そう車しやに引火したのかもしれん」

　目を伏せ、唇を嚙かむ。味方すら欺あざむくのも、フランチェスカのやり方だ。それはわかっていたはず。

（でも。でも……）

　いつも、預けられるたびに誇らしく思っていた銀ぎん卵らん騎き士し団だんの指揮杖が、今はただ、火ほ照てった肌に冷たく、重く感じられるだけだ。煤すすが頰に粘ねばりつくのがわかる。自分は今、ひょっとして泣いているのだろうか。

（どうしよう）

（こんな気持ちで、あたしはこの旗の下に、戦場に、立っていていいのかな）

　そのとき、背後で怒ど声せいが聞こえた。

「引っ込んでてくれ、戦場なんだぞ！」「焼け死にてえのか！」「そんな野の良ら仕事道具で戦えるとでも思ってんのか」

　パオラは頰を手の甲でぬぐい、振り向く。

　中庭の奥、聖堂のアーチからぞろぞろと出てきたのは、手に手に武器を持って、不ふ揃ぞろいの鎧よろい兜かぶとを身につけた市民たち。自警団だ。その先頭には、あの団長の大男がいる。

「頼む、俺たちの街なんだぞ！　あ、あんたらだけに任せておけるか！」

「このままじゃなんのための自警団かわからない！」

　馬の背から飛び降りると、パオラは騎馬隊の列の最さい後こう尾びへと走った。自警団と言い合っているのは年配の騎士たちだ。

「鎮ちん火かなんて今さら無駄だ、焼け死ぬだけだ！　雨あま乞ごいでもしててくれ」

　自警団長と変わらないくらいの体格の騎士が、憤ふん然ぜんと言い放つ。

「ふざけるな、お、おまえらは自分の家じゃないからそういうことをッ」

「なんだと。こっちだって命張ってんだ、戦いくさのことにごちゃごちゃ口挟はさんで」

「待って！　待ってください、喧けん嘩かしないで！」

　パオラは思わず、甲かん高だかい声で叫んでいた。少女の声はつかみ合いになりかけていた男たちの間に凛りんとして響いた。

「……小娘は引っ込んでてくれ！」

　自警団長がパオラを一いち瞥べつして吐き捨てた瞬間、銀ぎん卵らんの騎士たちが一いつ斉せいに言い返した。

「黙れ」「パオラは俺おれたちの指揮官だ」「団長代理だ」

　さしもの自警団長も、その横に控える武装市民たちも、鼻はな白じろむ。

　それから数百の視線が、パオラに集まる。ひぐっ、と喉のどが鳴る。なにも考えていなかった。ただ、叫んでしまっただけだ。

　それでも足を前に、前にと運び、自警団と騎士団の間に立つ。

「あ、あの……」

　様々な言葉が、ただ頭の中で泡あわのように生まれては消える。自分にはなにも言う資格なんてない、という思いが喉をふさいでいる。

　けれどそのときパオラは、自分に集まっている視線が男たちのものだけではないことに気づく。顔を上げると、聖堂の二階や三階の窓に、女たちの姿。子供たちの目。この手が奏かなでるオルガンでともに祈った人々。みな、手を合わせ、今もパオラに向かって祈りを束たばねている。聖女と信じて。

　その守護聖女の手で、街は焼かれたというのに。

（泣いてはだめだ）

（これから戦場に向かうんだから）

（フランさまの罪は、あたしの罪なのだから）

「鎮火は、もう無理です。それより、教会を守ることを考えてください」

「だからって！　どうしろってんだッ」

　声を浴びせられ、不意に、パオラの頭の中が冷え始める。そう、どうすればいい？　自警団は数だけならば銀ぎん卵らん騎き士し団だんよりもずっと多い。戦力になるのだ。開放したままのこの門を守る手勢に加える？　いや、無理だ。弓を使える者がいないだろうし、素人しろうとに防戦は荷が重すぎる。フランさまなら、こんなとき──

（そう、フランさまなら）

　ぞくり、と寒気がパオラの背筋を伝い落ちた。

　でも、それを言葉にする。

「わかりました。自警団のみなさんも外に」

「パオラっ？」騎士たちの何人かが驚きよう愕がくの目を向けてくる。

「いいですか、あたしの指示に絶対に従ってください。鎮ちん火かは、教会に万が一でも燃え移らないように、城壁近くの家だけやります。王国軍が水路のある正門近くに集まってきていますから、鎮火作業前にこれを攻撃します」

　自警団の間から歓声があがった。騎士団の何人かは、パオラの意図に気づいただろう。今、市民たちが抱かかえているのは聖王国軍へのすさまじい憎悪だ。城壁の外に出れば炎がそれをさらに煽あおるだろう。ならば、混乱した敵にぶつける。

「命令を変更します」騎士団の百ひやく卒そつ長ちようを振り返る。「半分はここに残して、門の防備の増員に回します」

　交わした視線だけで、伝わった。パオラは隊列の先頭に走って戻り、馬に飛び乗った。炎が顔を照らすが、もう涙はとっくに乾いて、肌はひび割れそうだ。

（これが、フランさまの生きている哀かなしい世界）

　指し揮き杖じようを高く振り上げ、灼やけた夜空に声を投げる。

「出ます！」





　　






　プリンキノポリ市の北東にかまえられた聖王国軍の本陣も、大混乱に陥おちいっていた。

「街は全焼なのか」

「ザカリア軍の攻撃なのかッ？」「馬ば鹿かな、無理にきまっている」「どうやって」

「出撃命令は！」「まだです」「将軍はどう──」

「将軍の幕まく屋やが！」「なんだあれは」「おい、今の音はなんだ！」

　その恐きよう慌こうの渦の中心、かつて南なん征せい将軍の幕屋があり──今はすべての篝かがり火びが蹴け散ちらされて黒々とした夜よる闇やみとうめき声だけがたまった場所に、ひときわ太い猛獣の咆ほう吼こうが突き立てられた。

　屹きつ立りつする黒い影。たしかに輪りん郭かくは人の形をしていたが、自みずから鎧よろいを剝はぎ捨ててさらしたその身は赤黒くのたくる紋様でびっしりと覆おおわれている。

　もはやデュロニウスとは呼べないその巨獣の足下で、ミネルヴァは再びの咆吼を真正面から浴び、とっさにすぐ隣のジュリオの肩をつかんで地面に伏せた。

　短く致命的な悲鳴が、周囲でいくつも響いた。武器を手にミネルヴァたちを囲んでいた王国軍兵たちだ。伏せる直前の一瞬、ミネルヴァはそれを目にしていた。刻こく印いんの力をまともに浴びせられて泡あわを吹き膝ひざを折ろうとしたその兵たちの頭を、真っ黒な風が薙なぎ払はらい、血しぶきが散るのを。

「ァアアアアアアアアアアアアッ」

　つかみ上げた死体のひとつから噴ふき出す血を浴びながら、デュロニウスは絶叫した。血で濡ぬれた額ひたいと手の甲の刻印が歓喜に嗤わらうように光を増す。

（あの怪力──もう、人じゃない）

（まさか、クリスもこうなってしまうのか）

　腕の中でまだ痙けい攣れんを続ける少年の身体からだを強く抱きしめ、ミネルヴァはデュロニウスから離れようとする。白銀の光がその眼前で跳はね上がる。

「ばか、ジュリオ無む茶ちやだ逃げろッ」

　デュロニウスが血混じりの息とともに吼ほえながら、立ち上がったジュリオに向かって腕を振り下ろした。その細い身体が吹き飛ぶ。ミネルヴァはその背中を片腕で受け止め、三人の身体がもみ合いながら地面を転ころがる。

「な、なんだありゃあ」「将軍なのか」「は、離れろ」「おい、弓だ弓隊呼べ」

　新たに寄ってきた兵の一団が遠巻きにわめいた。流れ出すフォボスの力がそれをとらえる。何人もが目を見開き、血走らせ、涎よだれを垂たらして地面にくずおれる。

　デュロニウスの巨体がしなり、低く跳んだ。恐きよう慌こうに膝ひざをつく兵たちの首を、胸を、爪つめでえぐり、鎧よろいごと貫つらぬき、地面に叩たたき伏せる。

　巨獣の黒い影にいくつも青白い光が灯ともる。こちらを振り向いたのだ。ジュリオが太た刀ちを杖がわりによろめきながら立ち上がる。

「ジュリオやめろ！」

「私が──やります。今ならまだ、ミネルヴァさまの血が、防いでくれる」

　はっとする。ジュリオが大量に浴びた血が、フォボスの力を退しりぞけているのか。ミネルヴァは自みずからの力を恨みさえする。

「やつらに勝てなくては、……守れない」

（ジュリオ──なにを、なにを言っている？　やつら？）

　デュロニウスの足音が響く。ミネルヴァの制止もむなしく、ジュリオは額ひたいを濡ぬらす血もそのままに走り出した。振り下ろされた爪を太た刀ちで受けると、その細い背中が傾かしぐ。左右からめった打ちにされ、反撃すらできない。飛び散る血しぶきは、もはやミネルヴァが浴びせた血ではなくジュリオ自身の傷から噴ふき出す鮮血だ。

（だめだ、人の手でどうにかできる相手じゃない）

（でも、このままじゃ全員殺される）

　ミネルヴァはそばに転がっていた大剣を引き寄せ、クリスの身体を地面に横たえて立ち上がろうとする。と、クリスが再び苦く悶もんの声をあげてのたうち回った。黒い紋様が膨れあがってまた肌を覆おおい尽くしていく。

「──クリスッ」

　そばに膝をついて抱きつく。

（だめだ、聞こえてもいない）

　耳があった場所に生えているそれは、もはや羽をむしられたあとの翼の骨格のようだ。肉体の変容がまた進行し始めている。

（呼び戻せない、このままじゃ──）

　クリスの手の甲に至った黒い紋様が、青く光る烙らく印いんに達した。細い溝に水が染しみ通っていくように、青白い光が紋様を伝って肌の上にぞわぞわと広がっていく。ミネルヴァはあわててその手首を握にぎった。

　触れた部分から、熱が流れ込んでくる。光の伝でん播ぱがかろうじて堰せき止められる。

（放したら、クリスは吞のみ込こまれてしまう）

　大剣とクリスの身体からだをともに胸に搔かき寄よせる。鋼はがねのぶつかり合う音の方へと顔を向けると、ジュリオが黒い巨大な影にのしかかられてめった打ちにされている。

（クリスを抱かかえたまま戦うしかないのか。あいつを殺さなくては、クリスが──）

　ミネルヴァは腕にきつく力を込める。





　　






　名を呼ばれた気がして、クリスは顔を上げる。

　あたりはほの暗い。高いところから射さし込こんだ月明かりが、埃ほこりをちらちらと光らせ、踏み固めた床土に四角く落ちている。

　──ここは……

　見回すと、四方を囲む薄汚れた土壁が目に入る。積み上げられた粗あら布ぬのや薪まき、藁わら束たば、油汚れの目立つ大きな水みず甕がめ。

　──なんだ。いつもの場所じゃないか。

　──ずっと……逃げ回ったり、殴なぐり合ったりする夢を見てた気がするけど。

　息をつき、膝ひざを抱かかえる。

　──夢は夢だ。

　──ぼくは生まれたときからずっとこの倉にいるのだし。

　寒さに震ふるえ、藁を搔かき寄よせて膝にのせる。

　目を閉じようとするが、なにかが引っかかっている。このまま微睡まどろんでいていいのだろうか。だれかに、なにかを約束していなかっただろうか。

　──約束？

　──だれかに、って……

　──だって、ぼくには。

　木が軋きしむ音がした。首を巡めぐらせると、錠前が外れる音がして、戸が細く開き、小さな燭しよく台だいを手にした人影が足音もたてずに倉の中に滑り込んでくる。

「……母かあ様さま」

　呼びかけると、その女性は陰影の中で淡く微笑ほほえむ。

　──そうだ。ぼくには、母様しかいないんだから。

　母親は床に燭台を置き、クリスの目の前に膝をついて、額ひたいと額を触れ合わせてくる。

「もう、熱は下がった？　うなされていたみたいだけど」

「うん。変な夢を見てたけど、もう大丈夫」

「そう、よかった」

　母親の腕がクリスの肩に回される。抱き寄せられたクリスはその胸に顔をうずめた。

「あなたは身体からだが弱いのだから、いつも心配なの」

「ありがとう母様。もう平気。ただの夢」

　そう、夢だ。なのに、なぜだろう、夢と同じようなにおいが今も漂っている気がする。

「まだ気分が悪いの？」

　耳元で母親が囁ささやく。クリスは鼻を鳴らす。

「ううん、でも……」

　そう、これは、灼やけた鉄のにおい。水みず甕がめと薪まきと藁わらと、錆さびた鎌かまくらいしかないこの倉の中では、嗅かげるはずのないにおいだ。どうして。

　母親の肩越しに、開いた戸の向こうが見えた。夜の中にちらちらと燃える火が見える。地面に転ころがった松明たいまつだ。それから、折り重なって倒れた人らしきもの。その背に突き立った刃やいばは、松明の火を受けて、ぬめるように光っている。

　──それじゃあ、このにおいは。

　──あの夢のざわめきは。

「……母かあ様さま？」

「なあに？」

「外。いっぱい、倒れて」

「いいの」

　母親はいっそう強くクリスを抱きすくめる。

「あなたは気にしなくていいの。ずっとここにいるのだから」

　うなじに母親の手が滑り込み、胸に引き寄せられる。肌から香る甘いにおいが、いがらっぽい血のにおいを塗ぬり潰つぶす。

　──そうか。どうせ、ここから出ないんだから。

　──ずっと母様と一緒にいるんだから。

「あなたはここで、わたしだけを見て、わたしだけを食べて、わたしだけを飲んで、生きていく運命なのだから」

　──運命。

　──運命……？

　けれどそのとき、声が聞こえる。




『──……ス！』




　天井を仰あおごうとしたクリスのうなじに、母親の指がきつく食い込む。

「母様、いま」

「なにも聞こえていない。気のせい」

「でも……」たしかに聞こえた。よく知っている声で、よく知っている名前だ。




『──……ク……ス！』




　その声は、上からなのか。それとも──自分の体内からなのか。

「聴いてはだめ」母親はクリスの左耳に指をねじ込み、右耳を唇でふさぐ。「わたしの声だけを聴いて、生きていくの」

　胸がざわめく。身体からだ中じゆうの血が躍おどっている。体表は夜そのものが染しみ通って切れそうなほど冷たいのに、骨の芯しんに熱を覚える。呼び声は、耳をふさがれても消えない。

（だれかが、ぼくを呼んでるのか？）

　クリスは腕に力を込めて、母親を押しのける。視線が合う。母親の瞳ひとみの中に、クリス自身の顔が映り込んでいる。声がいっそう強く耳の中で響く。

（ちがう。だれかがぼくを呼ぶ声なんかじゃない。これは、ぼく自身の声だ）

「行かなきゃ」

　クリスの言葉に、母親は薄く微笑ほほえんだまま首を振った。

「どこにも行く必要なんてないの。あなたにはわたしがいる」

「ううん。……母かあ様さまは、もういない」

「いるでしょう、あなたの目の前に」

「いない。憶おぼえてる。忘れたりしない。母様はぼくが殺した」

　空気が、そしてクリスを包み込むぬくもりが、ぴしりと軋きしんだ。

　憶えている。ただあの夜から目を背そむけていただけだ。村を襲った賊ぞくに、クリスの目の前でなぶり者にされた母親。クリスはその男の腰から山やま刀がたなを奪い、斬きり殺ころした。母親も。他ほかの賊たち全員も。何人かの村の者さえも。

　クリスが殺したのだ。

「だから、おまえは母様じゃない」

　目の前の女の瞳に、映り込んだクリスの顔。額ひたいで燃える青白い光。今も響く声。




『──……ルクス！』




（呼んでいるのは、こいつの名前だ）

「ぼくは、人々がおまえに与えた名前を知っている」

　女の顔から、すでに笑みは消えている。なんの表情もない。ただ美しいだけの虚きよ無むだ。肩をつかまれた手に、ぎりりと力がこもるのがわかる。

「放せ。ぼくは行かなくちゃいけない」

「行かせない。あなたはずっと、ここにわたしといるの」

「いつか、ぼくはもう一度ここに戻ってくる」

　女の顔に、かすかな歪ゆがみが生じる。

「おまえのものになるためじゃない。おまえを、ぼくのものにするためだ。おまえの、ほんとうの名前を見つけるためだ」

　女の瞳ひとみに映った、獣けものの烙らく印いん。それははるか太古に失われた言葉。人には読み取れない、口にすることさえできない──神の真名。

「だから、放せ」

「行かせない」

　爪つめがクリスの肩の皮膚を食い破る。

「永えい劫ごう、ここにいればいい。わたしのために」

「放せ！」

　クリスは女の手首をつかんだ。その瞳にひびが入る。

「なぜ！　なぜ、なぜ、なぜ！」

　女が絶叫する。倉が揺れる。血のにおいが昂たかぶる。

「約束したんだ。絶対に戻るって」

　クリスは、心臓に直に爪を立てられたような思いを味わう。目の前で、母親がその虚うつろな鏡の瞳から銀色の涙を流している。その指先が、髪先が、少しずつさらさらと砂に変わっていく。

「おまえは！　わたしを、わたしだけを！　わたしだけを！」

「ぼくはもう、おまえの檻おりなんかじゃない」

　母親の手をクリスはつかむ。

「ミネルヴァのために、這はいずり回ってでも生き延びて、戦う。そう決めた。いつかおまえを捕らえて、つなぎとめてやる。おまえなんかに喰くわれるものか。ぼくは──」

　──ぼくはもう、ひとりじゃない。

　母親が絶叫し、その体表が乾いた音をたてて蒸発していく。

　それでも、肩と首にからみついた手を振り払う。砂が散ってクリスの喉のどを灼やく。呼び声のする空を仰あおぐ。倉の壁も屋根も消きえ失うせて、血のにおいのする夜が沸き立ち、クリスを押し包む。すべての星がぎらつきながら落ちてくる。

　クリスは目を開いた。最初に、頰ほおを濡ぬらす熱さを感じた。自分の涙ではない。ぱたり、と降りかかる滴しずくだ。それから、泣なき濡ぬれた瞳と、それをふちどる紅あか色いろの柔らかな火。

　そのすべてを押おし潰つぶすように響く咆ほう吼こう。







　ジュリオは吹き荒れる真っ暗な嵐あらしの中にいた。闇やみの中に尾を引いて走る青白い刻こく印いんの軌き道どうで、かろうじてデュロニウスの腕がどこから跳んでくるのかがわかる。太た刀ちで力の限りに弾はじいてわずかにそらすより他ほかに防ぐ手はない。浴びせられる吼ほえ声に耳がちぎれそうになる。

（ミネルヴァさまのところには、行かせない）

（こいつは、私の手で斃たおす）

　ほんのわずかな差で躱かわしたデュロニウスの拳こぶしは、地面に半球状の大きな穴を穿うがつ。まるで鉄塊の雨が降り注ぐかのようだった。

（どんな神の手の者でも、斃せなければ）

（シルヴィアさまを守れない──だから！）

　打ち下ろされた拳が、ジュリオの膝ひざをかすった。たったそれだけで激痛が腰まで駆かけ上がり、崩れ落ちそうになる。こらえた隙すきに逆側から振り抜かれた一撃がジュリオの胸板をとらえ、吹き飛ばした。

「──がッ」

　地面に激突し、血の味が肺から喉のどから口の中までを満たす。意識が激痛の向こうに遠ざかる。

（だめだ気を失うな、立て、剣を離すな！）

　唇を嚙かみしめ、膝を土にめり込ませ、立ち上がろうとして、不意にジュリオはすさまじい無力感の海の中に全身が泳ぐのを感じる。四し肢しがどうしようもなく萎なえきっている。

（こんな、こんなところで！　動け、動け！）

　叫びもむなしく、仰あお向むけに倒れかけたジュリオを──

　だれかの腕が支えた。

　背中から回された手が、ジュリオの右手に重ねられる。太た刀ちの柄つかに巻きついたままの指の上に。

　皮膚が引きちぎられそうなほどの痛みに耐えながら、首をねじった。闇やみ色いろの髪の下で青白く燃える獣けものの烙らく印いんが、目を灼やく。その肌を覆おおい尽くしていたはずのおぞましい赤と黒の紋様は、もうどこにもない。

「──クリストフォロ……」

　思わずその名をつぶやく。新月のように青ざめたクリスの唇が、つぶやきを返す。

「人の手じゃ殺せない」

「な──」

　言いかけたジュリオの手から、太刀が抜き取られる。すぐそこまで迫った巨獣のうなり声が頭上から降り注ぎ、二人を地面に張りつける。

　クリスが太刀を手に立ち上がった。泥まみれの天幕の切れ端の上に仰向けに倒れ込みながら、ジュリオは見た。のしかかって空を覆い尽くすデュロニウスの巨体、すべての星を押おし潰つぶしてぎらつくフォボスの刻こく印いん、飢うえた血なまぐさいうなり声、体重を乗せすさまじい勢いで落ちてくる爪つめ──

　それを受け止めるクリスの左手。

　刻印の光がぶつかり合う。デュロニウスが涎よだれを撒まき散らして顔を歪ゆがめる。

　骨と肉がまとめて砕くだけるおぞましい音が降ってきた。ジュリオは喉をひくつかせて驚きよう愕がくする。クリスの左手が、デュロニウスの掌てのひらをそのまま握にぎり潰つぶしたのだ。

　そしてクリスの右手が一いつ閃せんする。

　暗い空に、黒々とした太いなにかが舞った。付け根から斬きり飛ばされた腕だ、とジュリオは気づく。デュロニウスの絶叫が血しぶきとともに噴ふき上がる。

　ややあって、地響きがそれに続いた。

　土を搔かきながら、ジュリオは痛みを頭から閉め出し、身をなんとか起こし、立ちつくすクリスの足下を見やる。

　仰あお向むけに倒れ、半なかば地面にめり込んだデュロニウスの全身から、あの赤黒い紋様が、うぞうぞと蠢うごめきながら引いていく。まるで陽よう光こうを避さける蚯蚓みみずの群れのように。クリスはその頭にゆっくりと歩み寄る。

「お……」

　デュロニウスが口を開いた。

　人の声だ。獣けものではない。それがなぜかジュリオには、あの理性を完全に失っていた咆ほう吼こうよりも不快に聞こえた。

「俺おれ、を、ま、まさか、……こ、殺す、気では、な」

　デュロニウスの声のそこかしこに、湿った、泡あわが弾はじけるような音が混じっている。肩の切断面からも、そしてジュリオがあのとき刻きざんだ顔と胸の傷からも、血が流れ出している。意識を失わずに喋しやべることができるのが、信じられない。












　クリスはなにも答えず、ただ握にぎった太た刀ちを持ち上げた。

「ま、待て」

　哀れにも震ふるえる声でデュロニウスは懇こん願がんした。

「やめろ。お、俺おれをこ、殺しても、なっ、なんにもならんぞ。……大たい公こうどもは、み、みんなおまえが邪魔だ、こ、殺すつもりだ、お、俺──俺だけがっ、おまえを助けてやれるんだぞ、聞け、俺の言うことを、き、聞くんだ」

　デュロニウスの口の端から血の泡があふれる。クリスは首を振った。

「お、おまえの味方だ、わからんのか、俺はおまえの父親だぞ、お、おまえを」

　ジュリオは息を吞のんだ。しかしその声は、ぐぼり、という吐血の音に吞のみ込こまれる。

　クリスが、デュロニウスの胸を踏みつけたからだ。

「──おまえは、だれでもない」

　クリスのつぶやきが夜にまぎれる。

　なぜかわからないが、ジュリオは這はい寄よってその脚にすがりついてでも止めようという衝しよう動どうに駆かられた。けれど、手も足も動かなかった。痺しびれも萎なえも消えていた、それでも。

「クリス……」

　澄すんだ声が背後から響き、引きずるような足音とともにジュリオの横を通り過ぎる。長い紅くれないの髪がジュリオの肩と頰ほおに優しく触れる。

　けれど、ミネルヴァも立ち止まってしまう。

　クリスの横顔に、白びやく夜やのような哀かなしみが染しみついていたからだ。

「おまえは、ただの釘くぎだ。だから、壊こわす」

　クリスの告げる声が、デュロニウスの顔に落ちる。

　そして逆手に握った太刀の先が、額ひたいで明滅するフォボスの刻こく印いんに──

　音もなく、突き立てられた。





８　合流







　フランチェスカは、大教会の城壁──ちょうど正門の真上から、プリンキノポリ市街が炎に侵略されていくさまを見つめていた。はるか足下では、倒されてばらばらに叩たたき壊こわされた攻こう城じよう塔とうが燃えさかり、自警団の男たちが繰り広げる殺さつ戮りくをむなしく照らしている。すでに城壁への攻撃はやんでいて、フランチェスカはひとりだった。

（自警団を攻撃隊に加えるなんて……どちらの指示だろう）

（ニコロならば、むしろ止める気がする）

（では、パオラだろうか）

（あたくしはあの娘に、想像していたよりもずっと深い傷を残したのかもしれない）

　なぜなら、自分でもそうしただろうからだ。火の際きわにあっても一歩も退ひかずに王国軍兵と斬きり合あう自警団の者たちの戦いぶりは、この高みからでもその憎悪が嗅かぎ取とれそうなほど鬼気迫っている。

　銀ぎん卵らん騎き士し団だんの被害を増やさずに打てる、残酷で、有効な一手。

　城壁の石を打って響く、かすかな足音が近づいてきた。フランチェスカは顔を上げず、報告を待つ。

「北側からの攻城塔と、そこからの侵入兵力も掃そう討とうしました」

　低く抑えた、けれど炎と煤すすけた風に煽あおられても揺るがない声でジルベルトは言った。

「歩ほ哨しようを三名残して、城壁の防備人員は城門に回します」

「お疲れ様」という自分の声の方がくたびれきっている。

　自警団を戦場に放り出したおかげで、ジルベルトを防御にあてることができた。けれど損害の少なさを喜ぶ気にはならない。これは勝利ではないからだ。フランチェスカはだれよりも深くそれを自覚している。

（あたくしが被こうむるべき敗北を、この街と民に負わせただけだ）

「あなたも城門の守りに回りなさいな」と、ジルベルトに顔も向けずに言う。

「いえ。俺おれはここでフラン様の守りに就つきます」

「あなたくらいは素直に命令を聞くと思っていたものだけれど」

「ミィナと、あの敵騎士を行かせたのは俺です」

　フランチェスカはそれを聞いても顔を伏せたままだった。薄々わかっていたことだ。

「うちの近衛このえは、しつけのなっていない子ばかりね」

　ため息が足下の床石に落ちる。

「では、罰よ」

　目を上げ、炎の海の向こう岸を見渡す。夜が明ければ、街から避難した兵たちも本陣を頼って態勢を立て直すだろう。

　そのとき、燃え続ける街は、束つかの間まの盾たてとなるだけだ。

「ここにずっといて、あたくしのすることを見ていなさい」

「はい」

　ジルベルトの答えが、冷え冷えとした胸の内に染しみ込んでいく。

（クリスは……ミィナは、どうしている？）

（いや、考えてはいけない）

　ただ案じるだけの気持ちは、押し殺さなければいけない。フランチェスカはそう言い聞かせる。なぜなら自分は、家を失う万の民の心など汲くまなかった。

（あの二人が無事であろうと、なかろうと、あたくしのすべきことはもう決めてある）

（そんなことに、心を割さいてはいけない）

（だから今は、門を閉じよう）

　焼け焦げた風に黄金の髪を乱され、顔を炙あぶられ、それでもフランチェスカの胸のうちは水銀を吞のみ込こんだように冷えていく。

　城壁の石に手をかけ、眼下の正門広場に向かって叫んだ。

「撤退！　総員撤退せよ！」





　　






　夜が明けようとしている。乾いた泥に馬車の轍わだちが深く刻きざまれた道の先、なだらかな丘陵の上に広がる空が透き通り始めている。

　手た綱づなを握にぎっていたミネルヴァが、勾こう配ばいの落ち着いた丘の頂いただきで馬を止めた。大剣を挟はさんで鞍くらの後ろ側にまたがっていたクリスは、びっくりして落馬しそうになるのをこらえる。

「どうしたの」

　馬上で振り向いたミネルヴァの翳かげった顔を、クリスはのぞき込む。それでもしばらくの間なにも答えないので、視線をたどって、来た道を振り返る。

　まるで汚れた鏡に黎れい明めいを映したかのように、南の空はほの赤く染まっている。燃え続けるプリンキノポリの街は、だいぶ遠くなった。

「……あいつは……処刑されるかもしれないのに」

　ぼつりと、ミネルヴァはつぶやく。その言葉でクリスも、あの白銀の髪と澄すみ切った青い瞳ひとみを思い出す。







　あのとき。無秩序に打ち鳴らされる鉦かねと、上官を呼ぶ声と、馬のいななきと鎧よろいのぶつかり合う音が渦巻く王国軍本陣のただ中で──

　ジュリオは、デュロニウスの屍しかばねを見つめながら言った。

「早くお逃げください。今なら、馬も簡単に奪えます」

「お、おまえは──どうするんだ」

　ミネルヴァは大剣を引きずりながらジュリオに近寄っていく。

「私は、聖王国の騎士です。もちろん、ここに残ります」

　死体を挟はさんだ逆側で、困こん憊ぱいして膝ひざをつき、荒い呼吸を繰り返していたクリスは、ジュリオのその言葉にはっとして顔を上げる。

　ジュリオの背後で、ミネルヴァが目と声を潤うるませる。

「でも。でも！」

「私は信念にもとづいて、任務を放ほう棄きし、かわりに将軍デュロニウスを殺害しました。都に戻り、薔ば薇ら章しよう評議会の裁さばきを受けます」

「ばかっ、そんなことしたら殺されるにきまってる！　お、おまえには、シルヴィアが」

　ジュリオは振り向いた。

「シルヴィアさまのもとに戻るために、そうするんです」

　クリスは、血と煤すすと土とで汚れ、なおいっそう美しいその銀髪を呆ぼう然ぜんと見つめる。

「私は私の戦いから、逃げるわけにはいかない」

　ジュリオは一度だけクリスに向き直った。ほんの刹せつ那な、視線が交わる。けれどなにも言葉はなかった。剣を失ったままの白薔薇の騎士は歩き出し、ざわめく夜の闇やみの中に吞のみ込こまれていく。

　なぜならクリスに届けるべきものは──氷の刃やいばを持つ太た刀ちは、もうクリスの手に還かえっているからだ。

　今、その太刀は、血の中に浸ひたっている。

　かつて──クリスの父親だったものから流れ出した、なまぬるい溜たまりの中に。

　クリスは、握にぎりしめたままのその太刀を血の海から引き上げようとした。けれど腕のどこにも力が入らない。立ち上がることすらできない。

　張りつめていたものが、デュロニウスの絶命と同時に、切れてしまった。クリスの全身はすさまじい無力感の中に沈んでいた。

　──ぼくはただ、壊こわしただけだ。

　──獣けものをつなぎとめている釘くぎのひとつを、壊しただけ。

　そう言い聞かせても、四し肢しの震ふるえが止まらない。

　湿った足音が近づいてくる。腕をつかまれ、クリスは血溜まりから引き上げられた。紅くれないの髪が柔らかくクリスの頰ほおに触れる。あごを持ち上げると、すぐそこにある。まだ涙の余よ韻いんをたたえた黒い瞳ひとみ。

「……ミネルヴァ」

「つかまってろ」

　まつげの滴しずくを振り散らして、ミネルヴァは言った。クリスはその肩に担かつぎ上げられる。大剣を握った右腕が持ち上がる。

　集まってくる軍ぐん靴かの足音、将軍を呼ばわる声、束たばねられた槍やりのさざめき。

　ぐんっとクリスの身体からだは沈み込んだ。冷たい夜風が頰ほおや首筋を切り裂さく。ミネルヴァが走り出したのだ。大剣の刃やいばが跳はね上がり、視界の半なかばを覆おおい尽くす。血しぶきの混じるつむじ風がクリスを取り巻いていた。大剣がうなりをあげるたびに、鎧よろいや槍やりごと叩たたき斬きられた兵たちの身体が、吹き飛ばされて高く舞い上がる。その狂乱の中を、ミネルヴァはただ走り、斬ってはまた走り、そうして──







　この夜明けに、たどりついた。

　聖王国軍から奪った馬は、二人分の体重と大剣の重みを背に夜通し走っていたせいで、息も切れ切れに疲労していた。

　それでも、立ち止まっているわけにはいかない。ミネルヴァにもそれはわかっているのだろう。偽いつわりの夜明けの下で燃え続けるプリンキノポリに背を向け、馬の腹を蹴ける。

　──ジュリオ。

　──生きていてほしい。

　──あいつには、ずいぶん勝手なことを言いっぱなしだった。

　──もう一度、きちんと話したい。

「みんなばかだ」

　ぼそりとしたミネルヴァの声が背中越しに聞こえた。












「意地張って、なんでも置き去りにして飛び出して。そんなことばっかりやってる。ジュリオだってそう。……おまえだってそうだ」

　ミネルヴァの腰に回した腕に、爪つめが立てられる。

「……ごめん」

「謝あやまるくらいならっ」

　指が強くクリスの肌に食い込む。でも、その先の言葉はない。ただ、蹄ひづめの音の余よ韻いんが背後の夜の中に置き去りにされていくのが聞こえるだけだ。

　だって、ミネルヴァもそうなのだ。

　なぜ敵陣までやってきたのかを、クリスは訊きかない。

　いかずにはいられないときがある。ただそれだけだ。だから、たとえ哀かなしい噓うそに変わってしまうとしても、戦いくさ人びとは約束を交わす。きっと、戻ってくると。

　クリスはミネルヴァの背中を強く引き寄せ、冷たい風をはらむ紅あか髪がみに鼻先を押しつけた。今はまだ、噓に変わっていない。それを確かめるために。





　　






　港町イル・デル・グレコから南西に下ること数十里。瘦やせた村落のそばで宿営していた連合公国軍の本陣、総そう主しゆ教きようのもとに、報しらせが飛び込んできたのはその日の昼だった。

　ザカリア騎士団の者です。満まん身しん創そう痍いですが、一人は巨大な幅広の剣を携たずさえた娘で、間違いなくあの名高き──

　諸しよ卿きようは色めき立った。まことにザカリアの者か。なぜザカリアの者が来るのだ、軍ぐん監かんはけっきょくどうしたのだ、勝ったのか、負けたのか、あのプリンキノポリの方角に見えるすさまじい煙はいったいなんだ。

　そしてもたらされた、大教会陥かん落らくと市街炎上の報しらせによって、軍議は驚嘆の渦の中に叩たたき落とされた。

　同日、夕刻。

　五万を超える連合軍が、パルカイの戦いくさ女め神がみベローナの凱がい歌かを高らかに歌い上げながら、ゆっくりとプリンキノポリへ向けて進軍を開始した。





　　






　長い廊下の天井近くに等間隔で並ぶ、飛竜をかたどった燈とう台だいには、みな火が入れられていたが、それでも闇やみはまったく拭ぬぐい取とれていなかった。壁のタペストリも暗がりにまぎれて色さえわからない。

　聖都サンチユリオ王城の中央区画は不思議な場所で、もう夏も盛りに近づいているというのに、日が落ちてしまうと肌寒い。静けさと石組みが熱をみな吸い取ってしまうかのようだ。

　静せい寂じやくを汚けがすのは、ただひとりの足音だけだ。王おう配はい候こうガレリウスはこのところ、侍じ従じゆうを連れずに出歩く癖くせがついた。それだけ、ひとりで考えたい懸けん案あんが増えてしまったのだ。

　廊下の左手に見えた大扉の前で立ち止まる。この夜更けでも、槍やりを手にした護衛が扉の左右に立っていて、寸分の狂いもない対照形で敬礼してくる。

　石柱の並ぶ議事堂に入ると、中央の机に座っていたのっぺりした輪りん郭かくの人影がゆらりと立ち上がった。王配候ルキウスである。手にしていた書類かなにかを机の上に放ほうり投なげると、億おつ劫くうそうに手を持ち上げる。

　ガレリウスは挨あい拶さつを返し、机の向かい側に回った。

「デュロニウスの死体は見つかったのか」

　ルキウスがぼそりと言った。ガレリウスは首を振る。

「陣が混乱していたというのもあるがな。おそらく、朽くちたのであろうな。コルネリウスと同じように」

「では」ルキウスは苦い顔になる。「殺したのは、やはり獣けものの仔こか」

「であろう。……ジュリオは、自分がやったと供述しているし、兵たちの中には目撃者もいるが、しかし──」

　無意識に、王配候二人ともが額ひたいに手をやる。

　神に祝福された存在を、ただの人が殺せるはずがない。

「複数の報告で、デュロニウスが乱心し兵を何人も素す手でで殺したとある」

　ルキウスが机の上の書をあごでしゃくる。

「ジュリオが殺した、というのは、一面的には真実なのであろう」

　ガレリウスは書をまとめて脇わきにどけた。

「人である部分だけを──であれば、可能だ」

「それで、暴走した、と」

「うむ」

　うなずくガレリウスをにらみつけ、ルキウスは鼻から長く息を吐いた。

「わかっておるのか、ガレリウス殿。獣の手で、刻こく印いんを持つ者が殺されたのだぞ。二人目だ。天堂の鋲びよう釘くぎが二つ、すでに打ち壊こわされたのだぞ！」

「わかっておる」

　ことさら低い声でガレリウスは言った。

「なんの力もない、ただ飢うえているだけの獣であるはずだった。コルネリウスもそう判断したからこそ、殺さずにおいたのだろう。今や──どれほどの力を取り戻しておるか」

「殺すより他ほかあるまい。今、獣の仔はどこにいるのだ。プリンキノポリなのか」

「いや」

　ガレリウスは机の端から、王国全土の地図を引き寄せる。

「今、プリンキノポリは連合公国軍のザッパニア勢とラボラジア勢が守っている。女め狐ぎつねはザカリエスコに戻ったゆえ、獣の仔も今はそこにおる。ミネルヴァさまもな」

「三人とも──まとめて、始末できればな」

　ルキウスがうめきにも似た声を漏もらす。ガレリウスも唇を歪ゆがめた。口にはしなかったが、同じ思いだ。今や銀ぎん卵らん騎き士し団だんはあらゆる意味で危険すぎる。

「デュロニウスも死んだのだ、王おう配はい候こうから将軍職をまた出さねばならん」とルキウス。

「そなたがやるというのか」

「そうだ。総軍を用いてザカリアを叩たたき潰つぶす。今や我々にはサンカリヨンという前線拠点がある」

「アルビレオスが戻ってきたのだ。そうそう軍部が我らの言いなりになるとは思えぬぞ」

「ガレリウス殿はずいぶんとあの大将軍を怖おそれるな」

　ルキウスが眉まゆを傾かしげる。

「しょせんは戦いくさ人びとであろう。それに、女め狐ぎつねの手で二万の兵が殲せん滅めつされたのだ。ザカリア攻めを反対する理由もなかろう」

「それもそうだが」

　ガレリウスは腕組みする。もちろん、大将軍アルビレオスは戦いくさのことしか頭にない軍人ではない。今やガレリウスはそれを知っている。独力で調べ上げた聖王家の暗部の情報を手に、王配候のみならず王おう太たい伯はくとまで取引をしようと企たくらむ、油断ならない男だ。

　しかし、まだルキウスに教えるときではあるまい、とガレリウスは思う。

「ともかくアルビレオスは、見くびっていい男ではないのだ」

「それほどまでに警戒するのであれば」ふとルキウスが言った。「その、ジュリオなる若い騎士、アルビレオスの秘蔵っ子だったと聞いたぞ。大将軍の懐ふところに送り返して、間かん諜ちようとして使うのはどうだ」

　ガレリウスは深く嘆たん息そくし、首を振った。

「馬ば鹿かを言うな。将軍職を殺害した大だい逆ぎやく人にんだぞ。軍に戻るどころか、生きて監獄を出られるかどうか」

　将軍や高位騎士、剣けん審しん院いんの長官が列席する薔ば薇ら章しよう評議会。明日の昼に開かれるその場で、ジュリオは処しよ断だんされる。おそらく死罪は免まぬかれ得まい、と痛ましく思う。

（けっきょくあの者の生せいを、闇やみに沈めることとなってしまったな）

　寒気がするほど高い議事堂の天井を見つめ、ガレリウスは息をついた。





　　






　むせかえるほどの草の香りが、陽よう光こうをたっぷりと浴びた中庭に満ちていた。白はく亜あの石壁に囲まれた半月の形の花園には、淡い色合いの夏の花々が咲き競っている。藤ふじ棚だなを伝う蔓つるも青々と茂り、強い陽ひを優しく遮さえぎるあずまやとなっていた。

　シルヴィアはその日陰で、花壇の端に腰を下ろし、裸足はだしの爪つま先さきを見つめていた。

　毎日のように寝所を逃げ出しては、こうして庭に来るようになった。

　隠しておいた小さな布袋を引っぱり出す。中に詰まった花の種は、みんなこの庭で集めたものだ。草の上に撒まくと、ほうと細く息をついて、鳥の声にぼんやりと意識を預ける。草の上に、羽ばたく影が小さく落ちている。飛べたらいいのに、とシルヴィアは思う。あの城壁さえも越えて、どこまでも行ける。南へ──プリンキノポリまでも。

　大教会陥かん落らく、そして市街炎上の報しらせは、シルヴィアのもとにも届けられた。ジュリオが、クリス暗殺の任を負って銀ぎん卵らん騎き士し団だんのもとへと放たれたことも知っている。

（ジュリオは……戦場にいたのだろうか）

（クリスさまや、姉ねえ様さまと、刃やいばを交えたのだろうか）

　そう考えると、細い金属の弦つるできつく縛しばられたような思いがこみ上げる。

（敗戦の軍にいたまま、だとしたら、もう……）

　頭を振って、考えを押し込める。

　どのみちジュリオは、自分の意志でシルヴィアのもとを離れたのだ。もう、そばにいる資格はない。遠くから護まもる。そう言って、去った。生きていようといまいと、同じこと。

（行かないで、と言ったのに）

　毎日、同じことばかり考えている。そして同じように涙を流す。

　そこにきまってやってくる、茶色い小さな毛玉。足下の花の種を嗅かぎ回り、ふくらはぎに尻尾しつぽをこすりつけ、膝ひざから腿もも、胸、肩と伝ってシルヴィアの手のひらにまでのぼってくる、一匹の栗り鼠す。

（……おまえは、おまえだけは、わたしのことを忘れないの？）

　栗鼠の小さな瞳ひとみに向かって無理に笑いかけると、涙は止まらなくなる。

　夢だったのだ。そう思うことにしよう。

（姉様がいってしまってから、ずっとひとりだった）

（これからも、そう）

（ときおり託たく宣せんの夢の中で、姉様と同じ未来を視みているとわかるときがある）

（そんな束つかの間まだけ、ひとりだということを忘れられる）

（それと同じだったんだ）

（そう思うことに……）

　顔を寄せた栗鼠が、不意にシルヴィアの耳に鼻先を押しつけ、それから髪かみ紐ひもに歯を立てて引っぱった。たったそれだけのことで、想おもい出でがあふれだす。涙も、ともに。

　忘れられるわけがない。

　ほんのわずかな日々だったけれど、ここに、この庭に、触れられるほど近くに、いたのだから。

「……ジュリオ……」

　涙声でその名をつぶやいたときだった。

「シルヴィアさま」

　声がした。

　シルヴィアは目を見開く。涙の膜まくでぼやけた栗り鼠すの背を、しばらくじっと見つめる。

　夢だ。頭のどこかでそう言い聞かせる自分がいる。

　それでも腰を浮かせて、声のした方を振り向く。

　深く繁しげった下した生ばえの向こう、真っ白な石壁に切られたアーチに、小さな人影がある。白銀の髪が夏の陽ひを涼しげに返している。信じられない、という思いを散らすように、草を踏む足音も聞こえる。

「お呼びでしたか。……戻って、まいりました」

　藤ふじ棚だなのつくる日陰と日なたの際きわまでやってきたジュリオは、深々と騎士流の礼をする。その姿は、また水の中に溶け込んでしまいそうになる。

「あ……」

　シルヴィアはなにか言いかけた。なにを言おうとしたのか、自分でもわからなかった。言葉は、涙で熱く灼やけた喉のどにつかえて、散り散りになってしまう。

　ジュリオが顔を上げる。そこに浮かんでいるのは、頼りない、泣き出しそうな表情だ。そのせいで、つんと切ない憤いきどおりがこみ上げてくる。

「あ、あなたの」

　手のひらで栗鼠が身をよじり、懐なつかしい白しろ薔ば薇らの騎士の姿をみとめて嬉うれしいのか、尻尾しつぽを煙のようにくゆらす。

「あなたの名前など、よっ、呼んでいません」

　なぜこんな言葉が出てくるのか。無理に涙をこらえているせいだろうか。シルヴィアはそんなことを思う。

「い、今のは、この仔この名前です。……どうせ戻らない薄情者の名前を、つけて──」

　もう、無理だった。ジュリオが、たしかにそこにいて、空の青をいくつも重ねたようなあの瞳ひとみで、切なげに、シルヴィアを見つめているのだ。言葉は喉でまた涙に溶ける。シルヴィアは口元をきつく手でおさえた。もう片手から栗鼠が飛び降り、草の上を走っていってジュリオの肩に駈かけあがる。涙の大きな粒がいくつも頰ほおを伝い、指を濡ぬらす。

　白銀の髪が揺れ、歩み寄ってくるのが見えた。ジュリオはシルヴィアのすぐ目の前で、ひざまずく。

「お赦ゆるしください」

　ジュリオの声も泣なき濡ぬれて聞こえるのは、自分の喉を震ふるわせる嗚咽おえつのせいだろうか。

「シルヴィアさまをお護まもりするためには、ただ、おそばにいるしかない、と──そんな、当たり前のことに気づかぬほど……私は、愚おろかでした」

「そんなことは」

　シルヴィアはもう、涙が落ちるのを気にしない。口を押さえていた手を、そのままジュリオの肩に触れさせる。

「あ、あなたが、発たつ前に、言ったではありませんか」

　頭を垂たれないでほしい。わたしを見てほしい。責めながら、シルヴィアはそう願う。

「行かないで、と。言ったのに」

「また、おそばにいることを……許してくださいますか」

　うつむいたままジュリオは言う。だからシルヴィアはその肩に、首筋に、両手の指を立てて声を吐き出す。

「命令したでしょう。ここで、この庭で！　明日も、また明日も、その明日も、ずっと、ずっとわたしの──」

　言葉が涙に吞のみ込こまれた。もう、立っていられなかった。シルヴィアはジュリオの前でうずくまり、額ひたいを触れ合わせ、泣きじゃくった。

（夢じゃない）

（だって、こんなに泣いているわたしよりも、ジュリオの肌の方が熱い）

　そう思うと、涙はずっと止まらなかった。







　どれほどそうしていたのか、わからない。額を離し、視線を触れ合わせ──青の瞳ひとみもまた浅い海の底にたゆたっている──ジュリオの手を借り、おずおずと立ち上がる。藤ふじ棚だなのつくる影の角度が変わっているような気さえする。そんなに長い間、泣いてばかりいたのかと思うと、耳が熱くなり、うつむいてしまう。












　それでも、ジュリオの身体からだを確かめる。怪け我がをしていたりはしないだろうか。白しろ薔ば薇らの騎士の装いの上からではよくわからない。

「無事……だったのですね」

「……はい」

　ジュリオは、少し寂さびしげな表情でうなずいた。どうしてだろう、とシルヴィアは訝いぶかしむ。戦場で、なにかあったのだろうか。

　次の問いは、口にするのをかなりためらった。けれど、訊きかなければいけない。

「ザカリアの騎士団のところに、行った──のですね」

「はい。ミネルヴァさまにも、お逢あいしました。クリストフォロにも」

　シルヴィアは思わず、ジュリオの二の腕をつかんでいた。ジュリオは首を振る。その顔の寂しげな翳かげりはいっそう深くなる。

「……殺せませんでした」

　シルヴィアは、胸に詰まった空気のうちの、ほんの少しを吐き出す。けれど、殺せなかった、という言い方が心に引っかかる。

「ほんとうにシルヴィアさまを傷つける者なのか、わからなくなりました。それに」

　ジュリオは言葉を切って、唇を嚙かみしめ、また息を吐く。

「あの者は、たしかに、ミネルヴァさまにとって──」

　その先の言葉は、迷いの中に消えてしまった。ジュリオの気持ちは、シルヴィアにもわかった。ミネルヴァにとってのクリスが、いったいどういう存在なのか。言い表す言葉はわからない。クリスがミネルヴァを──あるいは自分を──殺すはずの人間であることも、シルヴィアはその死の痛みによってだれよりもたしかに知っている。

　それでも。

　どんな命運がそこにあっても、ともにいなければいけない。

　あの二人は、おそらくそんな結びつきなのだ。

「もう、どこにも行かないのですね」

　ジュリオの腕をつかんだまま、シルヴィアは言った。

「ずっと──」

　白しろ薔ば薇らの騎士は、目を伏せ、首を振った。シルヴィアの唇はわななく。

　どういうことなのか、訊たずねようとしたときだった。ジュリオの肩越し、白い壁のアーチのずっと奥に、いくつもの人影が見えた。

　紺色のぴったりした装しよう束ぞくの上に、簡素な胸当てと肩当てだけを身につけた、三人の騎士たちだ。みな無骨な顔を無表情で鎧よろっている。シルヴィアは息を吞のむ。三人のそれぞれの胸に留められた薔ば薇ら章しようの色だ。

（黒薔薇の騎士）

　それがなにを意味するのか、シルヴィアさえも知っていた。

　黒薔薇の騎士は、憲兵──規律を犯おかした騎士を捕らえ、裁さばきの場に送り込む役職だ。

　ジュリオの顔と、歩み寄ってくる黒薔薇の騎士たちの顔とを、信じられない思いで何度も何度も見比べる。

「ジュリオ、どう、どういう、まさか」

　唇を嚙かみ、目をそらすジュリオ。

「……私は、これから薔ば薇ら章しよう評議会にかけられます。将軍デュロニウスを殺害した咎とがで」

　息を吞のむ。

「う、噓うそでしょう！」

「ほんとうです。たしかに、この手で」

　シルヴィアは、目に映る夏草が端から枯れていくような錯さつ覚かくにとらわれた。その萎しおれた草を踏み分けて、三人の黒薔薇の騎士がジュリオを取り囲む。

「ジェミニアーニ殿。そろそろまいりましょう」

　二人が左右からジュリオの腕をつかむ。シルヴィアは震ふるえる手を伸ばした。残る一人の騎士に慇いん懃ぎんな一礼をされ、四し肢しがすくむ。

　行ってしまう。戻ってきたはずのジュリオが、行ってしまう。

（将軍を殺した罪）

（そんな。それでは、極きよつ刑けいに）

　そのとき、ジュリオが振り向く。戻ってきてはじめての笑顔がこの瞬間であることに、シルヴィアは打ちのめされる。

「必ず、戻ります」

　ジュリオが言った。このうえなく儚はかなげな、けれどたしかな声で。

　黒薔薇の騎士の背中が、その視線を遮さえぎる。かすかな足音が遠ざかる。

「──ジュリオ！」

　シルヴィアは涙声で叫び、草の上に崩れ落ちた。





　　






　王宮中ちゆう枢すうの静かな廊下を歩く間ずっと、その呼び声はジュリオの耳の中に残っていた。黒薔薇の騎士たちは特殊訓練を受けているため、足音をほとんどたてない。だから、シルヴィアと交わした会話のひとつひとつが、よみがえっては静せい寂じやくに吸い込まれ、また巡めぐってくる。甘く苦しい記憶。

（あれが、シルヴィアさまとの最後の触れ合いになるのかもしれない）

　ふとそんな考えが浮かび、首を振って打ち消す。

　プリンキノポリに発たつときとはちがう。約束したのだ、必ず戻ると。

　どんな裁さばきの場になろうとも、信念と真実を訴え、弁べんの限りを尽くして、戦う。ジュリオは自分にそう言い聞かせる。

　初夏の陽ひに暖められた白はく亜あの回廊を、南へ。庭園の真ん中を突っ切る渡り廊下の先の建物に踏み込むと、張りつめていた静寂が尽きて、ようやく現実の物音が聞こえてくる。金属の混じった足音や、張り上げられた声や、鎧よろいの鳴る音。《鋼はがねの宮》──聖王国軍の中核施設だ。厳げん粛しゆくなる薔ば薇ら章しよう評議会は、その最上階にある議事堂で開かれる。

　狭い塔内の螺ら旋せん階段を上り始めたとき、ジュリオは奇妙な違和感にとらわれた。同じものを黒薔薇の騎士たちも嗅かぎ取とったのがわかる。微細な姿勢のちがいだが、とっさに抜ばつ刀とうできるように歩き方が変化したのだ。左右の騎士がほんの一瞬だけ視線を交わしたのにも、かろうじて気づいた。

　ただ、違和感の正体がわからない。なにか──空気がおかしい。

　階をあがるにつれて、ひたひたと首筋に寄せる冷気のように、その違和感が形になっていく。静かすぎる。わずかに、鋼を打ち合わせたときのにおいもする。

　つまり、戦いくさのにおい。

　螺旋階段をのぼりつめ、塔から廊下に出た瞬間、さしもの黒薔薇の騎士たちも、そしてジュリオも、息を吞のんだ。

　廊下に累るい々るいと横たわる黒い人影。そのすべてが、ジュリオを囲んでいる三人と同じ、紺色の衣に略式鎧の──黒薔薇の騎士だ。薔薇章評議会に集まる要よう人じんたちを護衛するためにそろえられた護衛役が、まるで嵐あらしのあとの麦畑のように、薙なぎ倒たおされている。

　ジュリオのまわりの三人はためらいなく剣を抜いた。ジュリオも身を固くして、廊下をじりじりと進んでいく。敵なのか。手て練だれぞろいの黒薔薇の騎士を、全員──

　廊下の半なかばまで進んだとき、ジュリオは目を剝むく。

　折り重なって倒れた騎士たち。血は一滴も流れていない。気を失っているだけだと気け配はいでわかる。ただ、その剣がみな、根元からばっきりと折られて転ころがっているのだ。

（まさか）

（こんな、こんなことができるのは──）

　ジュリオの背中を押して、議事堂の大きな両扉の前まで進んだ三人の騎士たちは、油断なく入り口の左右に分かれ、扉を勢いよく引き開いた。

　天井の高い、半円形の広い部屋だった。入ってすぐの中央に、手すりつきの小さな証言台があり、それをぐるりと囲むように、高い評議員席がしつらえられている。そのもう一段上の正面には、聖軍旗と薔薇章旗を背にした評議長席がそびえている。

　ゆっくりと室内に踏み込んだ騎士たちは、絶ぜつ句くする。

　評議長席の前に、こんもりと盛り上がった奇妙なものがあった。それが人間だと気づくのに、少しの時間を要した。白目を剝いて失神した評議員たち十数人がまるで薪まきの山のように積み重ねられ──

「遅かったじゃないか。待ちくたびれた」

　その人体の山を踏みつけ、評議長席の高い背もたれに腰掛けていた人影が、言った。

　女だ。鋭い猛もう禽きんの目、口元に浮かぶ不敵な笑み、編んで垂たらした長い黒髪、襟が広く裾すその長い派手な装しよう束ぞく。

「きさまッ」「何者──」

　三人の騎士がジュリオをぴったりと囲んで剣を構えたその瞬間、人の山が豪快に崩れた。女が跳ちよう躍やくしたのだ。ジュリオでさえも、その動きを追えなかった。甲かん高だかい金属音がいくつもかさなって、三人がばったりと同時に倒れる。折れた刃やいばが床に落ちる。それからようやく、立ちつくすジュリオの背後で着地音が聞こえた。

　振り向くなり、ジュリオは抱きすくめられる。

「あたしの可愛かわいいジュリオ。元気そうでなによりだ」

　目の前に、ぞっとするほど蠱こ惑わく的てきな女の笑み。唇を指でなぞられただけで、背骨が縮ちぢみあがりそうになる。

「……カーラ先生、い、いつ」

　カーラはにんまり笑って答えた。

「ついさっき帰ってきた。そしたら、あたしの可愛いジュリオが斬ざん首しゆ刑になりそうだというじゃないか。だからこうして弁護人として顔を出したら、よくわからないけど全員殴なぐり倒してた」

　ジュリオは呼吸もできなくなる。師範代ジュリオに職務すべてを押しつけ、一年前に出しゆつ奔ぽんした王宮指南役──ジュリオの剣の師。

　変わっていない。怖おぞ気けが立つくらい、変わっていない。

「さ、こんなむさ苦しい場所は出よう。アルビレオスも来ると聞いたんだ。あいつはめんどくさい。三発くらい殴らないと倒れないからな、あいつ」

「ま、待ってください、私は今は罪人です、審判を受けなければっ」

　カーラの目は、すうっと細くなる。

「ほう？　あたしにも積もる話があるのに、可愛いジュリオ、おまえはつまらない審しん理りがそれより大事だっていうのか？」

　凍こおった酸で肌をゆっくりと溶かされ、剝はがされていくような恐怖だった。それでもジュリオはカーラの腕の中で身をよじる。

「おまえ、あたしの可愛いミィナとジルに逢あったんだってな？」

　カーラの言葉に、ジュリオは凍りつく。

　唇を震ふるわせながら、師の顔を見上げる。

（ああ、そうなのか、やはり）

（あの体技、あの礼法）

（薄々感じてはいたけれど、確かめられなかった）

「……あの二人は」声が喉のどの途中でこわばる。「先生の、弟子……」

「そう」カーラは、まるで少女のような笑みを返す。「どうだ。おまえより強かったか？」

「わ、わかりません」

「ふうん？　それに、聞いた話じゃ、もう一人おもしろい男がミィナと一緒にいるらしいじゃないか」

（クリストフォロのことか）

（なぜ、そんなことまで先生は──いや、それよりも、そもそも）

（ミネルヴァさまに、剣の手ほどきを？　先生が？）

（それじゃあ、まさか）

（まさか──）

「ずっとあたしといたんじゃ、あたしより強くなる目がないからな。ザカリアに放ほうり出だしたんだ。どれくらい育ったか、楽しみだな。腕も、胸も……」

　にまにまと笑う師に、ジュリオは思わず嚙かみついていた。

「まさかっ、ミネルヴァさまは、先生が──王城から」

「ん？　そうだ。あたしが連れ出した」

　啞あ然ぜんとするジュリオに、カーラは猛もう禽きんの笑みを戻して、言った。

「敵になれるやつがいないなら──育てるしかないだろう？」





〈了〉







あとがき




　知り合いの作家に、ものすごく綿めん密みつなプロットを立てる人がいます。一度見せてもらったことがあるのですが、ちょうど映画の絵コンテみたいな感じでした。絵が描いてあるわけではないのですが、シーンとせりふがびっしり細かく並べられているのです。これ書けるならとっとと本文書いた方がいいんじゃないかと思えるくらいの丁てい寧ねいさです。最も信じがたいのが、この章は原稿用紙何枚で終わらせる、という予定が書いてあって、実際の執しつ筆ぴつでほぼその通りの枚数に収まることです。




　ひるがえって、僕の書くプロットというのは最初に編集さんに見せるためだけのものなので、実際に書いてみるとまったくその通りになりません。ましてや枚数など事前にわかるわけがありません。というような話をすると、前出の知り合いは、「地図なしで知らない場所に出発するなんてなに考えてんの？」という、しごくもっともな意見をくれます。実際、よく書いている最中に迷子になります。いちばんひどいときは、そのプロットが一冊にまとまるわけがないというのに道中で気づいて途と方ほうに暮れることになるのです。これまでに二回やりました。基本的に、過去に学ばない人間なのです。




　そんなわけで、ひそかに上下巻だったプリンキノポリ編も、ようやく一区切りです。

　今回はじめて本格的な広域戦になったのですが、ここぞとばかり資料の出番！　と意気込んでみたものの、ほとんど活用できませんでした。古代中国の武器の資料だったのがいけないのかもしれません。中国の武器はどれも字じ面づらが強すぎて、それだけで国ひとつ滅ぼせそうなものばかりなのです。「五雷神機」とか「神火飛鴉」とか。スーパーロボットの名前みたい。




　長かったプリンキノポリでの戦いも終わりましたので、また物語はべつの場所へと転ころがります。世界を少しずつ広げていく作業は、僕にとっても楽しさ半分、緊張半分です。

　すでにお気づきの方もいるかもしれませんが、巻が進むにつれて目次のページの地図が少しずつ埋まっていっているのです。たぶん銀ぎん卵らん騎き士し団だんの中に、地図を記すのが好きなだれかがいて、諸国を巡めぐりながら書き加えていっているのでしょう。ユニさんという、イラストを描くのが巧うまい騎士かもしれません。地図も持たない僕が、途方に暮れながらもなんとか歩いていけるのは、きっとそのユニさんのおかげです。この場を借りて厚く御礼申し上げます。
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